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はじめに

このマニュアルは，次に示すプログラムプロダクトの機能と使い方および Bibliotheca2 
TextSearch上で動作するユーザープログラムの作成手順について説明したものです。
P-24D3-4414　Bibliotheca2 TextSearch Development Kit Version 2
P-24D3-4514　Bibliotheca2 TextSearch Runtime Library Version 2
P-24D3-4714　Bibliotheca2 TextSearch Server Library Version 2
P-1BD3-4711　Bibliotheca2 TextSearch Server Library Version 2
P-1MD3-4711　Bibliotheca2 TextSearch Server Library Version 2
R-18956-47　Bibliotheca2 TextSearch Server Library Version 2
P-9SD3-4711　Bibliotheca2 TextSearch Server Library Version 2
以降，このマニュアルでは Bibliotheca2 TextSearch Server Version 2を TSサーバーと呼びま
す。また，Bibliotheca2 TextSearch Version 2の関連製品の総称を Bibliotheca2 TSと呼びま
す。

■対象読者
このマニュアルは，Bibliotheca2 TS上で動作するユーザープログラムを作成する方を対象にし
ています。
なお，このマニュアルは，次の内容を理解されていることを前提としております。
• Windowsまたは UNIXに関する基礎的な知識
• C言語に関する知識
• SGML（Standard Generalized Markup Language）に関する知識
• XML（eXtensible Markup Language）に関する知識

■マニュアルの構成
このマニュアルは，次に示す章と付録から構成されています。

第 1章　解説
ユーザープログラムを作成する際の，Bibliotheca2 TSについての概要や機能について説明してい
ます。

第 2章　検索の概要
Bibliotheca2 TSでの検索の種類について，例題を使って説明しています。

第 3章　関数の文法
Bibliotheca2 TextSearch Development Kit Version 2または Bibliotheca2 TextSearch Server 
Library Version 2で提供している関数の機能と使い方について説明しています。

第 4章　サーチコマンドの文法
Bibliotheca2 TextSearch Server Version 2で提供しているサーチコマンドの機能と使い方につい
て説明しています。
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はじめに
付録 A　Libraryの環境設定
Libraryの環境設定について説明しています。

付録 B　ユーザープログラムの作成例
Bibliotheca2 TS上で動作するユーザープログラムの作成例を挙げています。

付録 C　検索および登録に使用できる文字
Bibliotheca2 TSでの検索，およびデータ登録に使用できる文字について説明しています。

付録 D　XMLファイルを全文検索用データファイルに変換する
Bibliotheca2 TSで XML文書を全文検索用データファイルに変換する方法について説明していま
す。

付録 E　関数のエラーステータス
Bibliotheca2 TextSearch Development Kit Version 2または Bibliotheca2 TextSearch Server 
Library Version 2の関数で返されるエラーステータスについて説明しています。

付録 F　TSサーバーのエラーコード
Bibliotheca2 TextSearch Server Version 2で出力するエラーコードについて説明しています。

付録 G　用語解説
Bibliotheca2 TSで使用する用語について説明しています。

■関連マニュアル
このマニュアルの関連マニュアルを次に示します。必要に応じてお読みください。

Bibliotheca2 TextSearch Version 2　システム管理者ガイド（3000-7-224）
Bibliotheca2 TSを使用する環境を設定する場合に参照してください。

Bibliotheca2 TextSearch Gateway Version 2（3020-7-213）

Bibliotheca2 TextSearch Gateway Version 2（3000-7-221）
Internet Explorerなどのブラウザを利用して，Bibliotheca2 TSのデータベースを検索する
ためのインターフェースを構築する場合に参照してください。

Cosminexus XML Processor　ユーザーズガイド（3020-3-E35）
XML文書を TSサーバーに登録する場合に参照してください。

Cosminexus　システム設計ガイド（3020-3-E52）
XMLの最大メモリ使用量を指定する場合に参照してください。

Cosminexus　リファレンス定義編（3020-3-M11）

Cosminexus　アプリケーションサーバ　V8　リファレンス定義編（サーバ定義）
（3020-3-U15）

XML文書を Cosminexus Version 7以降を使用して登録する場合に参照してください。
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はじめに
■読書手順
このマニュアルは，利用目的に合わせて章を選択して読むことができます。利用目的別に，次
の流れに従ってお読みいただくことをお勧めします。

■このマニュアルで使用する記号
このマニュアルで使用する記号について，次に示します。

記号 意味

　　｜ 横に並べられた複数の項目に対し，項目間の区切りを示し，「または」の意味を示
します。
（例）Ａ｜Ｂ｜Ｃは，「Ａ，BまたはＣ」を意味します。
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はじめに
■このマニュアルの図中で使用する記号
このマニュアルの図中で使用する記号を次のように定義します。

■このマニュアルで使用する構文要素
このマニュアルで使用する構文要素の種類を次に示します。

　｛　｝ この記号で囲まれている複数の項目のうちから一つを選択することを示します。
項目が横に並べられ，記号｜で区切られている場合は，そのうちの一つを選択し
ます。
（例）｛Ａ｜Ｂ｜Ｃ｝では，Ａ，ＢまたはＣのどれかを指定することを示しま
す。

　〔　〕 この記号で囲まれている項目は省略してもよいことを意味します。複数の項目が
横に並べて記述されている場合には，すべてを省略するか，記号｛ ｝と同じくど
れか一つを選択します。
（例１）〔Ａ〕は「何も指定しない」か「Ａを指定する」ことを示します。
（例２）〔Ｂ｜Ｃ〕では「何も指定しない」か「ＢまたはＣを指定する」ことを
示します。

　　…　 記述が省略されていることを示します。この記号の直前に示された項目を繰り返
し複数個指定できます。
（例）Ａ，Ｂ，Ｂ…では，「Ａの後ろにＢを複数個指定する」ことを示します。

　　△ １文字の半角空白を示します。

　　△ｎ ｎ文字以上の半角空白を示します。

種類 定義

英字 Ａ～Ｚ　ａ～ｚ

英小文字 ａ～ｚ

英大文字 Ａ～Ｚ

数字 ０～９

英数字 Ａ～Ｚ　ａ～ｚ　０～９

記号 意味
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はじめに
■このマニュアルで使用する計算式の記号
このマニュアルで使用する計算式の記号の意味を次に示します。

■このマニュアルでの表記
このマニュアルでは，製品名称を次に示す略称で表記しています。

記号 ！　"　＃　＄　％　＆　‘　’　（　）　＋　，　－　．　／　：
；　＜　＝　＞　＠　［　］　＾　＿　｛　｝　‾
タブ　空白

記号 意味

↑　↑ 計算結果の値の小数点以下を切り上げることを示します。
（例）

↑ 34÷ 3↑の計算結果は 12となります。

↓　↓ 計算結果の値の小数点以下を切り捨てることを示します。
（例）

↓ 34÷ 3↓の計算結果は 11となります。

max 計算結果の最も大きい値を選ぶことを示します。
（例）

max（3× 6，4＋ 7）の計算結果は 18となります。

min 計算結果の最も小さい値を選ぶことを示します。
（例）

min（3× 6，4＋ 7）の計算結果は 11となります。

製品名称 略称

AIX 5L V5.1 AIX

AIX 5L V5.2

AIX 5L V5.3

Bibliotheca2 TextSearch Server Version 2 TSサーバー

Bibliotheca2 TextSearch Version 2の関連製品の総称 Bibliotheca2 TS

Bibliotheca2 TextSearch Development Kit Version 2 Development Kit Library

Bibliotheca2 TextSearch Runtime Library Version 2 Runtime Library

Bibliotheca2 TextSearch Server Library Version 2 Server Library

Groupmax Document Manager Version 3 Groupmax Document Manager

Groupmax Document Manager Version 5

Groupmax Document Manager Version 6

HP-UX11i(PA-RISC) HP-UX

HP-UX11i V2(PA-RISC)

Microsoft(R) Internet Explorer Internet Explorer

Microsoft(R) Word Word

種類 定義
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はじめに
Microsoft(R) Windows(R) 7 Professional Edition
Windows

Windows 7

Microsoft(R) Windows(R) 7 Enterprise Edition

Microsoft(R) Windows(R) 7 Ultimate Edition

Microsoft(R) Windows(R) 7 Professional x64 Edition

Microsoft(R) Windows(R) 7 Enterprise x64 Edition

Microsoft(R) Windows(R) 7 Ultimate x64 Edition

Microsoft(R) Windows(R) 2000 Advanced Server Operating 
System

Windows 2000

Microsoft(R) Windows(R) 2000 Professional Operating 
System

Microsoft(R) Windows(R) 2000 Server Operating System

Microsoft(R) Windows Server(R)2003，Enterprise Edition Windows Server 2003

Microsoft(R) Windows Server(R)2003，Standard Edition

Microsoft(R) Windows Server(R)2003 R2，Enterprise 
Edition

Microsoft(R) Windows Server(R)2003 R2，Standard Edition

Microsoft(R) Windows Server(R)2003，Enterprise X64 
Edition

Microsoft(R) Windows Server(R)2003，Standard X64 
Edition

Microsoft(R) Windows Server(R)2003 R2，Enterprise X64 
Edition

Microsoft(R) Windows Server(R)2003 R2，Standard X64 
Edition

Microsoft(R) Windows Server(R)2008，Enterprise Edition Windows Server 2008
 

Microsoft(R) Windows Server(R)2008，Standard Edition
 

Microsoft(R) Windows Server(R)2008，Enterprise x64 
Edition  

Microsoft(R) Windows Server(R)2008，Standard x64 
Edition  

Microsoft(R) Windows Server(R)2008 R2，Enterprise x64 
Edition  

製品名称 略称
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はじめに
■常用漢字以外の漢字の使用について
このマニュアルでは，常用漢字を使用することを基本としていますが，次に示す用語について
は，常用漢字以外の漢字を使用しています。
個所（かしょ）

■ KB（キロバイト）などの単位表記について
1KB（キロバイト），1MB（メガバイト），1GB（ギガバイト），1TB（テラバイト）はそれぞれ
1,024バイト，1,0242バイト，1,0243バイト，1,0244バイトです。

Microsoft(R) Windows Server(R)2008 R2，Standard x64 
Edition  

Microsoft(R) Windows(R) XP Professional Operating System Windows XP

Microsoft(R) Windows(R) XP Professional x64 Edition

Microsoft(R) Windows Vista(R) Business Windows Vista

Microsoft(R) Windows Vista(R) Enterprise

Microsoft(R) Windows Vista(R)Ultimate

Microsoft(R) Windows Vista(R) Business x64 Edition

Microsoft(R) Windows Vista(R) Enterprise x64 Edition

Microsoft(R) Windows Vista(R) Ultimate x64 Edition

Microsoft(R) Visual C++(R) Visual C++

Red Hat Enterprise Linux AS 4(x86) Linux

Red Hat Enterprise Linux ES 4(AMD64&Intel EM64T)

Solaris 8(SPARC) Solaris

Solaris 9(SPARC)

製品名称 略称
VII





目次目次目次目次
1 解説 1

1.1　 Bibliotheca2 TSの概要 2

1.1.1　Bibliotheca2 TSの目的 2

1.1.2　Bibliotheca2 TSを構成するプログラム 2

1.2　Bibliotheca2 TSの特長 6

1.2.1　文書の管理 6

1.2.2　文書の検索 6

1.2.3　メモリ常駐化機能 7

1.3　Bibliotheca2 TSでの検索と Library 9

2 検索の概要 11

2.1　Bibliotheca2 TSでの検索 12

2.1.1　テキストデータベースの検索方法 12

2.1.2　検索の条件の指定 13

2.2　いろいろな検索と条件式の例題 28

3 関数の文法 35

3.1　関数の概要 36

3.2　使用するファイル 37

3.2.1　OSがWindowsの場合 37

3.2.2　OSが UNIXの場合 37

3.3　関数の発行順序 39

3.3.1　TS2F_cmd関数でサーチコマンドを処理する 39

3.3.2　TS2F_sndcmd関数および TS2F_rcvdat関数でサーチコマンドを処理する 40

3.4　UAPを作成する上での注意 42

3.4.1　OSがWindowsの場合 42

3.4.2　OSが UNIXの場合 43

3.5　Development Kitまたは Server Libraryで使用する関数 45

3.5.1　説明する項目 45

3.5.2　TS2F_cancelcmd（サーチコマンドの中断） 45

3.5.3　TS2F_canceldat（サーチコマンドの実行結果の破棄） 47

3.5.4　TS2F_cmd（サーチコマンドの実行） 49
i



目次
3.5.5　TS2F_cmd_DATA（入力データ付きサーチコマンドの実行） 52

3.5.6　TS2F_con（通信セションの確立） 55

3.5.7　TS2F_discon（通信セションの切断） 56

3.5.8　TS2F_geterror（詳細エラー情報の取得） 57

3.5.9　TS2F_gettermpos（検索タームのヒット位置の取得） 59

3.5.10　TS2F_mlookcnv（サーチコマンド MLOOKの実行結果の変換） 61

3.5.11　TS2F_rcvdat（サーチコマンドの実行結果の取得および終了の確認） 63

3.5.12　TS2F_sesopt（セションオプションの操作） 68

3.5.13　TS2F_sndcmd（サーチコマンドの実行の要求） 70

3.5.14　TS2F_sndcmd_DATA（入力データ付きサーチコマンドの実行の要求） 72

3.5.15　TS2F_well_formed_xmlcpl（整形式 XML文書の全文検索データ変換） 74

3.5.16　TS2F_well_formed_xmlcpl_free（整形式 XML文書の全文検索データ
格納領域解放） 78

4 サーチコマンドの文法 79

4.1　サーチコマンドの概要 80

4.2　サーチコマンドの使用上の注意 81

4.3　サーチコマンド 82

4.3.1　説明する項目 82

4.3.2　MCONCEPT（概念検索） 82

4.3.3　MDATAMAKE（文書の追加） 90

4.3.4　MDATARM（文書の削除） 94

4.3.5　MDBINF（テキストデータベース情報の出力） 95

4.3.6　MDISPLAY（検索結果の文書の出力） 102

4.3.7　MEND（テキストデータベースの使用終了宣言） 106

4.3.8　MFIND（全文検索） 107

4.3.9　MFIND（範囲指定検索） 116

4.3.10　MINCREMENTAL（テキストデータベースのインクリメンタル（最適化）） 120

4.3.11　MLOOK（検索タームの同義語・異表記展開の出力） 121

4.3.12　MOPT（検索オプションの指定） 124

4.3.13　MOSTAT（検索オプションの設定値の取得） 126

4.3.14　MSORT（検索結果のソート） 128

4.3.15　MSTART（テキストデータベースの使用開始宣言） 132

4.3.16　MSWEEP（検索結果集合の削除） 133
ii



目次
付録 135

付録 A　Libraryの環境設定 136

付録 A.1　OSがWindowsの場合の環境設定 136

付録 A.2　OSが UNIXの場合の環境設定 136

付録 A.3　文字コード種別の環境設定 137

付録 A.4　通信ソケットの環境設定 137

付録 B　ユーザープログラムの作成例 139

付録 C　検索および登録に使用できる文字 147

付録 D　XMLファイルを全文検索用データファイルに変換する 152

付録 E　関数のエラーステータス 162

付録 E.1　エラーステータスの分類 162

付録 E.2　エラーステータスの形式 162

付録 E.3　エラーステータスの詳細 163

付録 F　TSサーバーのエラーコード 174

付録 F.1　エラーコードの形式 174

付録 F.2　エラーコードの詳細 174

付録 G　用語解説 200

索引 205
iii



図目次図目次図目次図目次

iv

目次

図 1-1　OSがWindowsの場合の Bibliotheca2 TSシステムの構成例 4

図 1-2　OSが UNIXの場合の Bibliotheca2 TSシステムの構成例 5

図 2-1　Bibliotheca2 TSでの検索の概要 13

図 2-2　ランキング検索でのスコアの算出（検索ターム同士の論理演算検索の場合）に使用する
例題 20

図 2-3　ランキング検索でのスコアの算出（近傍条件検索の場合）に使用する例題 21

図 2-4　ランキング検索でのスコアの算出（検索条件式同士の論理演算検索の場合）に使用する
例題 22

図 2-5　概念検索の概要 25

図 2-6　例題に使用するテキストデータベース（検索対象ファイル）に格納された文書の
構造 28

図 2-7　例題に使用するテキストデータベース（関連情報ファイル）に格納された文字列の
構造 28

図 3-1　ファイルの格納位置 37

図 3-2　ファイルの格納位置 38

図 3-3　TS2F_cmd関数の処理手順 39

図 3-4　TS2F_sndcmd関数および TS2F_rcvdat関数の処理手順 41

図 B-1　ユーザープログラムの作成例（1/8） 139

図 B-2　ユーザープログラムの作成例（2/8） 140

図 B-3　ユーザープログラムの作成例（3/8） 141

図 B-4　ユーザープログラムの作成例（4/8） 142

図 B-5　ユーザープログラムの作成例（5/8） 143

図 B-6　ユーザープログラムの作成例（6/8） 144

図 B-7　ユーザープログラムの作成例（7/8） 145

図 B-8　ユーザープログラムの作成例（8/8） 146

図 D-1　全文検索用データ変換定義ファイルの記述例（OSが Linuxの場合） 155



目次

表目次表目次表目次表目次
表 2-1　検索タームに指定できるワイルドカードと特殊文字 14

表 2-2　同義語・異表記の展開例 16

表 2-3　ランキング検索でのスコアの算出方法（検索ターム同士の論理演算検索の場合） 20

表 2-4　ランキング検索でのスコアの算出方法（近傍条件検索の場合） 21

表 2-5　ランキング検索でのスコアの算出方法（検索条件式同士の論理演算検索の場合） 23

表 2-6　検索条件式を使用した例題 29

表 2-7　複合条件式を使用した例題 31

表 2-8　特定構造検索条件式を使用した例題 32

表 2-9　範囲指定検索条件式を使用した例題 32

表 2-10　検索結果のソートの条件式を使用した例題 33

表 2-11　概念検索の条件式を使用した例題 33

表 3-1　Development Kitまたは Server Libraryで使用する関数 36

表 3-2　使用するファイル（Windowsの場合） 37

表 3-3　使用するファイル（UNIXの場合） 37

表 4-1　サーチコマンドの一覧 80

表 4-2　指定できるワイルドカード，および特殊文字 110

表 4-3　除外文字検索用の特殊文字の指定例 110

表 A-1　TSLANGの指定値 137

表 A-2　通信ソケットの設定 138

表 C-1　登録するテキストデータに使用できる文字 147

表 C-2　UTF-8コードで使用できる文字 147

表 C-3　JISX0221とMS-Unicodeの文字別全半角対応 UTF-8 文字コード 149

表 C-4　登録文字コードと検索ターム文字コードの組み合わせによるヒット有無 149

表 C-5　¥（円記号）の取り扱い 151

表 D-1　Windows上で TS2XMLcnvコマンドを実行する場合に設定する環境変数 156

表 E-1　エラーステータスの範囲と意味 162
v





1　 解説
この章では，Bibliotheca2 TSの概要，特長および機能につい
て説明します。

1.1　 Bibliotheca2 TSの概要

1.2　Bibliotheca2 TSの特長

1.3　Bibliotheca2 TSでの検索と Library
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1.　解説
1.1　 Bibliotheca2 TSの概要

この節では，Bibliotheca2 TSの目的，および Bibliotheca2 TSを構成するプログラムに
ついて説明します。

1.1.1　Bibliotheca2 TSの目的
企業やさまざまな研究機関では，知的財産として膨大な文書を所有しています。これら
の文書は整然と管理されていても，必要な情報をすばやく検索することは困難です。
Bibliotheca2 TSは，データベースで管理する文書（テキストデータ）を高速に検索する
ためのプログラムであり，Bibliotheca2 TSを利用することで膨大な文書の中から必要な
情報を迅速に探し出すことができます。

Bibliotheca2 TSで管理するデータベースは，テキストデータを管理するテキストデータ
ベースです。例えば，新聞記事を管理しているテキストデータベースから「最新技術」
に関する記事を検索する場合，キーワードとして「最新技術」を指定して検索します。
すると，「最新技術」という言葉を含む記事がすべて検索できます。

また，Bibliotheca2 TSで管理するテキストデータベースでは，SGML（Standard 
Generalized Markup Language）や XML（eXtensible Markup Language）で，見出し
や段落などの構造を明確に定義した文書を管理できます。定義した構造は検索条件とし
て利用できます。例えば，新聞記事を管理しているテキストデータベースから，「記事の
見出しに『情報技術』という単語を含む記事を探す」というような検索ができます。

また，文書の構造のほかにもさまざまな条件を指定できるので，用途に合わせたきめの
細かい，柔軟な検索ができます。

1.1.2　Bibliotheca2 TSを構成するプログラム
Bibliotheca2 TSは次に示すプログラムで構成されます。

Bibliotheca2 TextSearch Server Version 2
Bibliotheca2 TSのサーバープログラムです。検索エンジンとして位置づけられ，テ
キストデータベースを管理しています。また，検索に利用するサーチコマンドを提
供しています。

Bibliotheca2 TextSearch Extension Version 2
Bibliotheca2 TextSearch Server Version 2で使用できるテキストデータベースの最
大容量を変更するときに利用します。

！！！！ 注意事項
 

テキストデータベースの容量は，インデクスのサイズを基に計算されます。
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1.　解説
Bibliotheca2 TextSearch Runtime Library Version 2（OSがWindowsの場合だけ）
TSサーバーと通信して，テキストデータベースを検索するためのランタイムライブ
ラリです。

Bibliotheca2 TextSearch Development Kit Version 2（OSがWindowsの場合だけ）および
Bibliotheca2 TextSearch Server Library Version 2

検索用のUAPの作成に利用する関数と，UAPの実行に必要なライブラリを提供す
るプログラムです。UAPを作成，および実行するクライアントマシンにインストー
ルします。Development Kitおよび Server Libraryには，Runtime Libraryのモ
ジュールが含まれます。
なお，Development Kitと Server Libraryではライセンスの形態が異なるため，OS
がWindowsの場合は，使用する環境に応じてどちらかをインストールしてくださ
い。

Text Search Dictionary
検索に利用する同義語辞書を提供します。一般用語や企業名，地域名などが収録さ
れていますので，ご活用ください。

Bibliotheca2 TextSearch Gateway Version 2
インターネット，イントラネットを利用した文書検索用のインターフェースを提供
します。Bibliotheca2 TextSearch Gateway Version 2を利用すれば，UAPを作成し
なくても文書を検索できます。なお，Bibliotheca2 TextSearch Gateway Version 2
を利用した検索には，Internet Explorerなどのブラウザが必要です。

OSごとの Bibliotheca2 TSシステムの構成例を，図 1-1および図 1-2に示します。
3



1.　解説
図 1-1　OSがWindowsの場合の Bibliotheca2 TSシステムの構成例
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1.　解説
図 1-2　OSが UNIXの場合の Bibliotheca2 TSシステムの構成例
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1.　解説
1.2　Bibliotheca2 TSの特長

この節では，Bibliotheca2 TSの特長について説明します。

1.2.1　文書の管理
Bibliotheca2 TSの文書管理には，次の二つの特長があります。

（1） 大量の文書の管理

Bibliotheca2 TSで管理するデータベースは，テキストデータを管理するテキストデータ
ベースです。テキストデータを管理するので，一つのデータベースに多くのデータを格
納できます。テキストデータベースは 1サーバー当たり最大 16個定義できます。

（2） テキストデータ以外の関連情報の管理

Bibliotheca2 TSは，テキストデータを文書として管理しています。しかし，通常扱う
データはテキストだけで作成されているとは限りません。見出し情報や図，表などの
データもテキストデータと同様に管理しておく必要があります。

Bibliotheca2 TSは，検索に利用するテキストデータとテキストデータ以外のデータを関
連づけて管理できます。構造を持たない文書の管理には，文書情報や見出し情報などを
関連情報として定義しておくと便利です。

1.2.2　文書の検索
Bibliotheca2 TSでの文書検索には，次の特長があります。

（1） ユーザー指定のキーワードによる全文検索

Bibliotheca2 TSは，文書中の単語をキーワード（検索ターム）にして文書を検索しま
す。この検索方法を全文検索といいます。

例えば，「文書中に『最新技術』という単語が使われている文書を探す」などの検索がで
きます。

（2） 検索範囲を条件にした検索

Bibliotheca2 TSでは，文書の作成日時や文書の整理番号など，前後関係のあるデータを
検索キーとして，指定したデータの範囲にある文書を検索できます。この検索方法を範
囲指定検索といいます。

例えば，「『2001年 03月 01日から 2001年 05月 01日まで』に作成された文書を探す」
などの検索ができます。
6



1.　解説
（3） 任意の文字列や文章を手がかりとした検索

Bibliotheca2 TSでは，ユーザーが任意に指定した文章や文字列を手がかりにして，その
条件と似た概念を持つ文書を検索できます。この検索方法を概念検索といいます。

例えば，「『近年，環境保護に力を入れる自治体が増えている』という概念を持つ文書を
探す」などの検索ができます。

（4） SGMLや XMLで書かれた構造を持つ文書の管理と検索

Bibliotheca2 TSは，SGMLや XMLのように文書の構造を定義する言語で書かれたファ
イルを文書として管理できます。検索条件には，文書に定義した構造を利用できます。

例えば，「『見出し』として定義された構造内の文章中に『情報技術』という単語が存在
する文書を探す」などの検索ができます。

（5） 同義語や異表記を利用した検索

同義語辞書を作成しておくと，検索条件として指定するキーワードと同義語辞書に定義
されている同義語を基に文書を検索できます。

例えば「コンピューター」をキーワードにして検索する場合，「PC」や「パソコン」な
どの単語を含む文書も検索できます。同義語辞書の定義内容によっては，シソーラスを
利用するような検索もできます。例えば，「インターネット」の同義語として「イントラ
ネット」を定義しておくような利用方法も考えられます。なお，同義語を収録した Text 
Search Dictionaryが用意されています。同義語辞書として，一般用語や企業名，地域名
などが収録されていますので，ご活用ください。

また，キーワードの異表記を含む文書を検索することもできます。異表記はシステムで
定義されている情報が基になります。

（6） 「重み付け」を利用した検索

検索条件に複数のキーワードを指定する場合，それぞれの条件に対して重み（重要度）
を指定できます。

例えば，「政治」と「経済」という二つのキーワードが存在する文書を検索する場合に，
「経済」というキーワードより，「政治」というキーワードの重要度を上げて検索できま
す。この場合，「政治」の出現回数によって得点（スコア）を付けた検索結果が得られま
す。また，このスコアを利用して検索した文書をソート（ランキング）することもでき
ます。

1.2.3　メモリ常駐化機能
メモリ常駐化機能とは，メモリを使用して登録や検索の性能を向上させる機能です。

メモリ常駐化機能を使用した場合，ディスク上に格納されているデータを入出力するた
めのバッファをメモリ上に確保し，使用頻度の高いデータをメモリ上に常駐化させるこ
7



1.　解説
とができます。登録や検索に使用するデータをメモリ上でやりとりすることで，文書の
登録や検索性能を高速化できます。
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1.　解説
1.3　Bibliotheca2 TSでの検索と Library

ここでは Libraryの概要，および Bibliotheca2 TSでの Libraryの位置づけについて説
明します。

（1） Libraryの概要

Libraryは，Bibliotheca2 TSで検索機能を使用するためのライブラリ関数を提供します。

テキストデータベースを検索するためのユーザープログラム（UAP）を，C言語で作成
する場合に利用します。また，作成したUAPの実行に必要なライブラリを提供します。
UAPを作成および実行するクライアントマシンに組み込んで使用します。

（2） 作成する UAPの概要

Libraryは，テキストデータベースを検索するためのコマンドを TSサーバーに発行し
て，実行結果を取り込む関数を提供します。テキストデータベースを検索するコマンド
をサーチコマンドといいます。サーチコマンドは，UAPに記述された関数の中に指定
し，テキストデータベースを検索するための条件の指定に使用します。
9





2　 検索の概要
この章では，Bibliotheca2 TSでの検索の概要について，例題
とあわせて説明します。

2.1　Bibliotheca2 TSでの検索

2.2　いろいろな検索と条件式の例題
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2.　検索の概要
2.1　Bibliotheca2 TSでの検索

この節では，Bibliotheca2 TSでの検索方法とその概要について説明します。

説明文に「参照例：」と記載している個所は，「2.2　いろいろな検索と条件式の例題」
の表 2-6～表 2-11の項番を示しています。

2.1.1　テキストデータベースの検索方法
Bibliotheca2 TSでは，単語や文章の概念をキーワードにしてテキストデータベースを検
索します。例えば，キーワードを「最新技術」として，「『最新技術』という単語を含む
文書を探す」という検索ができます。

検索のキーワードになる単語を，検索タームといいます。検索タームにさらに条件を付
けることで，さまざまな条件での検索ができます。また，検索の条件に文字列や文章を
指定して検索することもできます。これらの検索の条件は，サーチコマンドMFINDま
たはMCONCEPTの検索条件式に指定します。

検索条件に該当（ヒット）した文書は，検索結果集合としてグループ化されます。検索
結果集合には ID（検索結果集合 ID）が付けられて管理されます。

Bibliotheca2 TSでの検索の概要を次の図に示します。
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2.　検索の概要
図 2-1　Bibliotheca2 TSでの検索の概要

2.1.2　検索の条件の指定
Development Kitまたは Server Libraryを使用して作成したUAPから検索する場合，
検索の条件は UAPから指定します。UAPから指定された検索条件は，UAP内でサーチ
コマンドMFINDまたはMCONCEPTのパラメーターの条件式として受け取られ，TS
サーバーに発行されます。

（1） 検索タームを指定した検索

（a）検索タームを１語指定した検索

「『最新技術』という単語を含む文書」を検索する場合は，『最新技術』が検索タームにな
ります。

参照例：
検索タームを１語指定した例：表 2-6の項番 1

検索タームには，ワイルドカードや特殊文字も指定できます。検索タームに指定できる
ワイルドカードと特殊文字を次の表に示します。
13



2.　検索の概要
表 2-1　検索タームに指定できるワイルドカードと特殊文字

参照例：
ワイルドカードを指定した例：表 2-6の項番 3～ 5
除外文字を指定した例：表 2-6の項番 6

（b）検索タームを複数個指定した検索

検索条件には，検索タームを複数個指定できます。例えば，「『最先端技術』および『パ
ソコン』の両方の単語が含まれる文書」を検索できます。この例では，検索ターム同士
の論理積（AND条件）を検索の条件にしています。また，論理和（OR条件）を検索条
件にして，「『最先端技術』または『パソコン』のうち，どちらかを含む文書」を検索で
きます。

検索タームを複数個指定する場合は，重み（重要度）も付けられます。例えば，上記の

種類 意味 指定例 検索結果の例

* ０文字以上の任意の文字列
に相当する。

文書 *検索 文書と記事を検索
文書の検索

? 任意の１文字に相当する。
？を続けて記述すると，続
けた分だけの文字列に相当
する。

概要 ?検索 概要と検索
概要の検索

??システム 管理システム
昔のシステム

| 指定した文字列を構造の先
頭，または末尾に含むこと
に相当する。

|大阪府 大阪府大阪市
大阪府で開催

文字列を囲んで指定した場
合は，指定した文字列だけ
を構造内に含むことに相当
する。

|株式会社 | 株式会社

¥ ワイルドカード，または特
殊文字の意味を消して，通
常の文字と同様に検索する
場合に使用する（エスケー
プ文字）。

¥*高速 ¥?システム *高速 ?システム

＾ 直後にある 1文字を検索対
象から除外する。
ただし，特殊文字を ¥（エス
ケープ文字）とともに指定
した 2文字は，1文字とみ
なして除外する

ローマ ^字 ローマの
ローマ人

^¥¥100 $100
約 100

［］ 除外する 1文字を ,（半角コ
ンマ）で区切って複数指定
する場合に使用する。

大阪 ^[市 ,府 ] 大阪の
大阪弁

, [ ]の中の文字を区切る場合
に使用する。

文書 ^[の ,を ]管理 文書が管理
文書で管理
14



2.　検索の概要
例で「『最先端技術』に重みを付けて検索したい」という検索ができます。重みについて
は，「(8)重み（重要度）を付けた検索」を参照してください。

参照例：
検索タームの論理積を指定した例：表 2-6の項番 7
検索タームの論理和を指定した例：表 2-6の項番 10

（c）検索ターム間の文字数を条件にした検索

二つの検索ターム間の文字数（距離）を検索条件にできます。例えば，「『最新』と『技
術』の間の文字数が 20文字ちょうどの文字列を含む文書」を検索できます。このような
検索を近傍条件検索といいます。

参照例：
近傍条件検索の例：表 2-6の項番 11～ 14

（2） 範囲を指定した検索

例えば，2001年 1月以降に作成した文書を検索したいなど，ある範囲内の文書を検索し
たい場合があります。範囲指定検索は，このような場合に利用します。

範囲指定検索では，日時や数字などの前後関係のあるテキストデータを検索タームに指
定します。このとき，『Aから B』という指定だけでなく，『A以降』または『B以前』
という条件も指定できます。

参照例：表 2-9の項番 1～ 3

（3） 同義語・異表記展開検索

例えば「ｓｋｉ」を検索タームにする場合，「ski」，「SKI」，「Ｓｋｉ」などで表記されて
いる文書も検索したい場合があります。同義語・異表記展開検索はこのような場合に使
用します。

同義語・異表記展開検索では，同義語辞書での定義に基づいて，検索タームの同義語が
自動的に展開されます。さらに，Bibliotheca2 TSでのルールに基づいて検索タームの異
表記が自動的に展開されます。展開された同義語・異表記は，検索タームと併せて検索
条件にできます。

展開方法には次の 4種類があり，これらを展開モードといいます。展開モードは組み合
わせて検索条件にできます。

●同義語展開

●かたかな異表記展開

●アルファベット異表記展開

●半角アルファベット異表記展開

●全角・半角異表記展開
15



2.　検索の概要
同義語・異表記の展開例を，次の表に示します。

表 2-2　同義語・異表記の展開例

注※
「ＰＣ」の同義語が「コンピューター」，「パソコン」であると，あらかじめ同義語辞書に定義す
る必要があります。
なお，同義語を収録した Text Search Dictionaryが用意されています。同義語辞書として，一
般用語や企業名，地域名などが収録されていますので，ご活用ください。

参照例：

同義語検索の例：表 2-6の項番 15

（4） 検索対象の文書

検索の対象にする文書の集合をベースといいます。ベースとして，テキストデータベー
スに格納されているすべての文書または検索結果集合を選択できます。

ベースは，ハイアラーキサーチとユニバースサーチの２種類の方法で設定します。ハイ
アラーキサーチは，１回目の検索結果を自動的に２回目のベースとし，さらに２回目の
検索結果を３回目のベースとする，という繰り返しで検索を続け，結果を絞り込む方法
です。これに対して，自動的に絞り込みをしないで，ベースを固定して検索する方法を
ユニバースサーチといいます。例えば，テキストデータベースに格納されているすべて
の文書を常にベースにして検索する場合は，ユニバースサーチを選択します。

なお，ベースの設定は，サーチコマンドMOPTまたはMFINDで指定します。

（5） 論理演算検索

検索条件式同士や検索結果同士の論理演算を条件にする検索を，論理演算検索といいま
す。例えば，「『条件Ａで検索した結果』および『条件Ｂで検索した結果』で，両方の
検索結果に含まれる文書」を検索できます。この例では，検索結果同士の論理積（AND
条件）を検索条件にしています。さらに，論理和（OR条件）を検索の条件にして，「『条

検索ター
ム

展開モード
展開結果の例

同義語展開 ＰＣ ＰＣ，コンピューター，パソコン※

かたかな異表記展開 バイオリ
ン

ヴアイオリン，ヴアイォリン，ヴアィオリ
ン，ヴアィォリン，ヴァイオリン，ヴァ
イォリン，ヴァィオリン，ヴァィォリン，
バイオリン，バイォリン，バィオリン，
バィォリン

アルファベット異表記展開 ＤＯＣ Ｄｏｃ，ＤＯＣ，ｄｏｃ

半角アルファベット異表記展開 DOC Doc，DOC，doc

全角・半角異表記展開 Ｔｅｘｔ Ｔｅｘｔ，Text
16



2.　検索の概要
件Ａで検索した結果』または『条件Ｂで検索した結果』のうち，どちらかの検索結果
に含まれる文書」を検索できます。これらの論理演算検索の条件は，サーチコマンド
MFINDのオプションの複合条件式に指定します。

なお，複合条件式に検索条件式を複数指定する場合は，重み（重要度）を付けられます。
重みについては，「(8)　重み（重要度）を付けた検索」を参照してください。

参照例：
検索条件式同士の論理積を指定した例：表 2-7の項番 1
検索条件式同士の論理和を指定した例：表 2-7の項番 4
検索結果同士の論理積を指定した例：表 2-7の項番 5

（6） 構造名を指定した検索

SGMLや XML文書などの構造化された文書を格納するテキストデータベースを，構造
文書用テキストデータベースといいます。例えば，「文書・章・節」という構造で定義さ
れた文書を格納する構造文書用テキストデータベースがあるとします。このテキスト
データベースは，「節の中に『SGML』という単語を含む文書」のように，構造を条件に
して検索できます。

参照例：
構造名を指定した例：表 2-6の項番 2，4

（a）複数の構造を指定した検索

複数の構造の論理演算を検索の条件にできます。例えば，「章題および本文の中に
『SGML』という単語を含む文書」を検索できます。

参照例：
複数の構造を指定した例：表 2-7の項番 2

（b）繰り返し構造に対する検索

章，節などのように繰り返し現れる構造に対して条件を指定できます。例えば，章が１
章，２章…と繰り返している場合，章ごとに検索され，そのうちのどれかの章で条件を
満たした文書がヒットします。

例えば，「章の中に『全文検索』を含む文書」を検索条件にします。この場合，「１章の
中に『全文検索』を含む文書」や「３章の中に『全文検索』を含む文書」などがヒット
します。「章の中に『全文検索』および『テキストサーチ』を含む文書」を検索条件にし
た場合，「全文検索」および「テキストサーチ」が同じ章の中にある文書がヒットしま
す。

参照例：
繰り返し構造を指定した例：表 2-6の項番 16

（c）特定の構造に対する検索

特定の構造を検索条件にして指定できます。この場合は，サーチコマンドMFINDのオ
17



2.　検索の概要
プションの特定構造検索条件式に記述します。

次に示す構造を持つ文書を例に，特定構造検索条件式を説明します。

例えば，「章見出しに『Ａ』を含み，章の本文に『Ｂ』を含む文書を検索する。ただし，
『Ａ』および『Ｂ』は同じ章の中に存在すること」を検索条件にしたとします。「同じ章
の中に存在する」という条件は，章という特定の構造を条件にしています。この場合，
文書Ｙの章－１が条件に該当するため，文書Ｙがヒットします。

参照例：
特定の構造を指定した例：表 2-7の項番 6

また，構造を特定しないで「章見出しに『Ａ』を含み，章の本文に『Ｂ』を含む文書」
と指定するとします。この場合，文書Ｙと章－１の章見出しに「Ａ」を含み，章－２の
本文に「Ｂ」を含む文書 Xもヒットします。

参照例：
複数の構造を指定した例：表 2-8の項番 1

（d）タグ属性に対する検索

SGML文書，および XML文書の構造を表したタグ属性を条件にして検索できます。例
えば「属性 "security"の値が "secret"である文書」などを検索できます。
18



2.　検索の概要
参照例：
タグ属性を指定した例：表 2-6の項番 17

（7） ランキング検索

（a）ランキング検索とは

「『インターネット』および『検索システム』が含まれる文書を検索したい。ただし，こ
れらの単語が出現する回数の多い文書から取り出したい」という場合があります。この
ような場合は，ランキング検索を使用します。

ヒットした文書にスコア（得点）を付けてランクを付けることをランキングといいます。
上記の例では，「インターネット」および「検索システム」の出現数が多い文書に高いス
コアが付けられます。付けられたスコアの高い順番に検索結果をソートして，結果を取
り出すこともできます。

参照例：
ランキング検索を指定した例：表 2-6の項番 8

（b）ランキング検索でのスコアの算出

スコアは，ヒットした文書に対して 1～ 100の範囲で与えられます。検索タームを指定
した検索では，指定した検索タームの出現数が多い文書ほど高いスコアが与えられます。

例えば，次の文書で検索タームをＡとしてランキング検索すると，検索タームＡを多
く含む文書Ｘの方に，文書Ｙよりも高いスコアが付与されます。

●複数の検索タームの論理演算結果を条件にした場合のスコアの算出
図 2-2に示す文書を例にして，検索ターム同士の論理演算を条件にした場合のスコア
の算出方法を，次の表に示します。
19



2.　検索の概要
図 2-2　ランキング検索でのスコアの算出（検索ターム同士の論理演算検索の場合）に使
用する例題

表 2-3　ランキング検索でのスコアの算出方法（検索ターム同士の論理演算検索の場合）

（凡例）

検索条件 スコアの算
出方法

説明 スコアリングの例

BOOLEAN方式 論理積
（fand
条件）

演算対象
（検索ター
ム）の文書
内での各出
現数のうち，
最小値を基
にスコアが
付けられる。

「ＡおよびＢ
が含まれる文
書」を検索した
結果，文書内で
の出現数がＡ
の方が多かった
場合，Ｂの出
現数を基にスコ
アが付けられ
る。

図 2-2で「Ａおよび
Ｂが含まれる文書」
を検索すると，文書
Ｘのスコアは 50，文
書Ｙのスコアは 100
となる。

論理和
（for条
件）

演算対象
（検索ター
ム）の文書
内での各出
現数のうち，
最大値を基
にスコアが
付けられる。

「ＡまたはＢ
が含まれる文
書」を検索した
結果，文書内で
の出現数として
Ａの方が多
かった場合，Ａ
の出現数を基に
スコアが付けら
れる。

図 2-2で「Ａまたは
Ｂが含まれる文書」
を検索すると，文書
Ｘのスコアは 100，
文書Ｙのスコアは 75
となる。

スコア総和方式 論理積
および
論理和
（fand
条件お
よび for
条件）

演算対象
（検索ター
ム）の文書
内でのそれ
ぞれの出現
数の合計値
を基にスコ
アが付けら
れる。

「ＡおよびＢ
が含まれる文
書」，または
「ＡまたはＢ
が含まれる文
書」の検索で
ヒットした文書
内のＡとＢの
出現数の合計を
基にスコアが付
けられる。

図 2-2で「Ａおよび
Ｂが含まれる文書」
または「ＡまたはＢ
が含まれる文書」を
検索すると，文書Ｘ
のスコアは 100，文
書Ｙのスコアは 100
となる。
20



2.　検索の概要
Ａ：検索ターム「Ａ」
Ｂ：検索ターム「Ｂ」

注　ここでの算出方法は，検索タームに重みが付けられていないことが前提です。検索タームに重
みが付けられている場合は，算出結果が異なります。

●近傍条件検索した場合のスコアの算出
次の図に示す文書を例にして，近傍条件検索した場合のスコアの算出方法を，表 2-4
に示します。

図 2-3　ランキング検索でのスコアの算出（近傍条件検索の場合）に使用する例題

表 2-4　ランキング検索でのスコアの算出方法（近傍条件検索の場合）

検索条件 スコアの算出方
法

説明 スコアリングの
例

二つの検索タームの間の距離（文字数）
が，指定した値と一致することを条件に
する。
（例）

FindFile:

c=10('X','Y')

指定した距離と
ヒットした距離
が等しい場合は，
100が与えられ
る。

「ＸＹ間の距離が
10文字ちょうど
の文書」を検索
した結果，文書
内でのＸとＹ
の距離が 10であ
れば 100が与え
られる。

図 2-3で「ＸＹ
間の距離が 10文
字ちょうどの文
書」を検索する
と，文書Ｄだけ
がヒットする。
スコアは 100と
なる。
21



2.　検索の概要
（凡例）
Ｘ：検索ターム「Ｘ」
Ｙ：検索ターム「Ｙ」

●検索条件式同士の論理演算結果を条件にした場合のスコアの算出
次の図に示す文書を例にして，検索条件式同士の論理演算検索を条件にした場合のス
コアの算出方法を，表 2-5に示します。

図 2-4　ランキング検索でのスコアの算出（検索条件式同士の論理演算検索の場合）に使
用する例題

二つの検索タームの間の距離（文字数）
が指定した値以下であることを条件にす
る。
（例）

FindFile:

c<=10('X','Y')

ヒットした距離
が０に近いほど
100に近付く。

「ＸＹ間の距離が
10文字以下の文
書」を検索した
結果，文書内で
のＸＹの距離が
0ならば 100が
与えられる。10
以下の値は，10
に近いほど低い
スコアが与えら
れる。

図 2-3で「ＸＹ
間の距離が 10文
字以下の文書」
を検索すると，
文書Ａ，B，C
およびＤがヒッ
トする。スコア
の高い順に，文
書Ａ，Ｂ，Ｃ，
Ｄとなる。

二つの検索ターム間の距離（文字数）が
指定した値以上であることを条件にする。
（例）

FindFile:

c>=10('X','Y')

指定した距離と
ヒットした距離
が等しい場合は，
100が与えられ
る。遠ざかるほ
ど低くなる。

「ＸＹ間の距離が
10文字以上の文
書」を検索した
結果，文書内で
のＸＹの距離が
10ならば 100が
与えられる。10
を超える値は，
10から遠いほど
低いスコアが与
えられる。

図 2-3で「ＸＹ
間の距離が 10文
字以上の文書」
を検索すると，
文書Ｄ，Ｅおよ
びＦがヒットす
る。スコアの高
い順に，文書Ｄ，
Ｅ，Ｆとなる。

検索条件 スコアの算出方
法

説明 スコアリングの
例

22



2.　検索の概要
表 2-5　ランキング検索でのスコアの算出方法（検索条件式同士の論理演算検索の場合）

（凡例）
Ａ：検索条件Ａ
Ｂ：検索条件Ｂ

注　ここでの算出方法は，検索条件式の構造に重みが付けられていないことが前提です。構造に重
みが付けられている場合は，算出結果が異なります。

（8） 重み（重要度）を付けた検索

「『インターネット』および『検索システム』を含む文書を検索したい。ただし，『検索シ
ステム』に重みを付けて検索したい」という場合があります。

重み（重要度）は複数の検索タームを指定する場合，重要度を高くしたい方の単語に付
けます。上記の例で，「検索システム」に「10」，「インターネット」に「1」の割合で重
みを付けたとします。この場合，「検索システム」は「インターネット」の 10倍の重み
が付けられます。ランキング検索の指定時，重みを付けた検索タームはより高いスコア
が付けられます。

検索条件 スコアの算
出方法

説明 スコアリングの例

BOOLEAN方式 論理積
（AND
条件）

演算対象
（検索条件）
の文書内で，
各出現数の
うち，最小
値を基にス
コアが付け
られる。

「ＡおよびＢ
が含まれる文
書」を検索した
結果，文書内で
の出現数がＡ
の方が多かった
場合，Ｂの出
現数を基にスコ
アが付けられ
る。

図 2-4で「Ａおよび
Ｂが含まれる文書」
を検索すると，文書
Ｘのスコアは 50，文
書Ｙのスコアは 100
となる。

論理和
（OR条
件）

演算対象
（検索条件）
の文書内で
の各出現数
のうち，最
小値を基に
スコアが付
けられる。

「ＡまたはＢ
が含まれる文
書」を検索した
結果，文書内で
の出現数がＡ
の方が多かった
場合，Ａの出
現数を基にスコ
アが付けられ
る。

図 2-4で「Ａまたは
Ｂが含まれる文書」
を検索すると，文書
Ｘのスコアは 100，
文書Ｙのスコアは 75
となる。

スコア総和方式 論理積
および
論理和
（AND
条件お
よび OR
条件）

演算対象
（検索条件）
の文書内で
のそれぞれ
の出現数の
合計値を基
にスコアが
付けられる。

「ＡおよびＢ
が含まれる文
書」，または
「ＡまたはＢ
が含まれる文
書」の検索で
ヒットした文書
内のＡとＢの
出現数の合計を
基にスコアが付
けられる。

図 2-4で「Ａおよび
Ｂが含まれる文書」
または「ＡまたはＢ
が含まれる文書」を
検索すると，文書Ｘ
のスコアは 100，文
書Ｙのスコアは 100
となる。
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2.　検索の概要
ただし，論理積を条件にして重みを付けた場合，重み付けとは関係なくスコアが付与さ
れる場合があります（表 2-3参照）。したがって，論理積を条件にして重みを付ける場合
は，極端な配分にならないように注意してください。

重みは検索タームのほか，検索対象にする構造にも付けられます。

参照例：
検索タームに重みを付けて指定した例：表 2-6の項番 9
構造に重みを付けて指定した例：表 2-7の項番 3

（9） 検索結果のソート

（1）～（8）で説明した検索方法で文書を取得する場合，文書 IDの昇順にソートされま
す。ただし，ランキング検索の SORTオプション指定時は，文書 IDの昇順にソートさ
れません。

検索結果のソートは，この文書 IDの順番を，関連情報ファイルに登録されているテキス
トデータをキーにして，昇順または降順に並び替える機能です。この機能を使うと，例
えば，検索対象ファイルに書籍情報が登録されていて，関連情報ファイルにその書籍の
発行日が登録されている場合，「作者名で検索し，その書籍の発行順で取得する」といっ
た検索が実行できます。

参照例：
検索結果のソートの例：表 2-10の項番 1～ 2

（10） 文章の概念を手がかりとした検索

例えば，漠然としたイメージだけがあって適切なキーワードが思いつかない場合があり
ます。概念検索はこのような場合に利用します。

概念検索では，ユーザーが任意に指定した文章や文字列を手がかりにして，その条件と
似た概念を持つ文書を検索します。例えば，「『近年，環境保護に関する対策に力を入れ
ている自治体が増えている』という概念を持つ文書を探す」などの検索ができます。

概念検索の検索条件に指定する文章を，種文章といいます。概念検索では，初めに種文
章を特徴づける単語が，種文章から抽出されます。この単語を特徴タームといいます。
次に，抽出された特徴タームの中から，種文章の概念を表すタームが選出されます。こ
こで選出された特徴タームを検索用特徴タームといいます。この検索用特徴タームが実
際の検索に使用されます。

検索用特徴タームの抽出には，テキストデータベース内の統計情報を使用します。検索
用特徴タームは，次の優先順位に従って種文章から抽出されます。

• 種文章に多く出現する特徴タームほど優先順位が高くなる
• テキストデータベース中に存在する数が少ない特徴タームほど優先順位が高くなる

上記の優先順位に従って抽出された検索用特徴タームを基に，テキストデータベース内
の文書が検索されます。
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2.　検索の概要
概念検索の概要を次の図に示します。

図 2-5　概念検索の概要

参照例：
概念検索の事項例：表 2-11の項番 1～ 4

Bibliotheca2 TSでは，次の概念検索を実行できます。
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2.　検索の概要
（a）種文章を複数指定する検索

検索条件には種文章を複数個指定できます。例えば，「近年，環境保護に関する対策に力
を入れている自治体が増えている」という文章と「リサイクルは，資源の有効活用に寄
与するだけではなく，ゴミの減量化にも効果が期待できる」という文章を種文章として
指定し，それぞれの概念の和で表される仮想的な種文章に似た概念を持つ文書を検索で
きます。

（b）同義語・異表記展開検索

概念検索での同義語展開検索では，同義語辞書での定義に基づいて，検索用特徴ターム
の同義語が自動的に展開されます。概念検索での異表記展開検索では，Bibliotheca2 TS
でのルールに基づいて，自動的に検索用特徴タームの異表記が展開されます。展開され
た同義語・異表記は，検索用特徴タームとあわせて検索条件となります。

（c）論理演算検索

概念検索での論理演算検索は，例えば，『近年，環境保護に関する対策に力を入れている
自治体が増えている』という文章と似た概念を持つ文書を検索した結果と，『リサイクル
は，資源の有効活用に寄与するだけではなく，ゴミの減量化にも効果が期待できる』と
いう文章と似た概念を持つ文書を検索した結果の両方に含まれる文書を検索できます。
この例では，検索条件同士の論理積（AND条件）を検索条件にしています。

また，論理和（OR条件）を検索の条件にして，『近年，環境保護に関する対策に力を入
れている自治体が増えている』という文章と似た概念を持つ文書を検索した結果と，『リ
サイクルは，資源の有効活用に寄与するだけではなく，ゴミの減量化にも効果が期待で
きる』という文章と似た概念を持つ文書を検索した結果のどちらかに含まれる文書を検
索することもできます。

（d）構造名を指定した検索

構造化文書を格納した表の列を検索対象とする場合は，その表の構造化文書を格納した
列に定義された文書の構造を検索条件として利用できます。例えば，「文書・章・節・
項」という構造を持つ文書を格納する列があるとします。この列に対しては，「節の中に
『近年，環境保護に関する対策に力を入れている自治体が増えている』という文章と似た
概念を持つ文書」のように，構造を条件にして検索できます。

（e）スコア検索

概念検索の結果文書に，種文章の概念に対する適合度から算出した得点（スコア）を付
けます。適合度が高い文書ほど得点が高くなります。

スコア算出時には，例えば「種文章を 100点として，相対的な値に得点を調整する（ス
コアを正規化する）」，「一定のスコア以上の文書だけを検索結果とする」などの指定もで
きます。

（f） 検索用特徴ターム出力

検索条件として指定した種文章から抽出される，検索用特徴タームを出力します。概念
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2.　検索の概要
検索ではこれらの特徴タームから，検索結果の妥当性を判断します。

（g）検索タームによる絞り込み検索

概念検索で文書を抽出しておき，その抽出結果に対して検索タームで絞り込むという，
概念検索と全文検索の長所を利用した検索を実現できます。この機能を利用することで，
概念検索結果が散漫になることを防止できます。
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2.　検索の概要
2.2　いろいろな検索と条件式の例題
この節では，Bibliotheca2 TSでのいろいろな検索方法を例題とあわせて説明します。

（1） 例題の使い方

例題は，図 2-6および図 2-7に示す構造の文書を格納したテキストデータベースを想定
しています。

図 2-6　例題に使用するテキストデータベース（検索対象ファイル）に格納された文書の
構造

図 2-7　例題に使用するテキストデータベース（関連情報ファイル）に格納された文字列
の構造

例題は，サーチコマンドMFIND，MSORT，またはMCONCEPTに指定する条件式の
形式で説明しています。
28



2.　検索の概要
サーチコマンドMFIND，MSORT，またはMCONCEPTの詳細については，「4.サーチ
コマンドの文法」を参照してください。

例題の見方について説明します。

項番
「2.1　Bibliotheca2 TSでの検索」での例題の参照先と一致しています。

検索の種類
「2.1　Bibliotheca2 TSでの検索」で説明した検索の種類を挙げています。

検索の内容
検索条件の内容を，次の凡例に基づいて説明しています。
<　>：この括弧で囲まれた文字列は，テキストデータベースの構造名を示します。
「　」：この括弧で囲まれた文字列は，検索タームを示します。

記述例
サーチコマンドMFIND，MSORT，またはMCONCEPTに指定する条件式の指定
例を示します。なお，検索対象ファイル名は「FindFile」，関連情報ファイル名は
「InfoFile」としています。

（2） 条件式（MFIND）の例題

検索（サーチコマンドMFIND）に使用する条件式の例題を，表 2-6～表 2-9に示しま
す。なお，表 2-6～表 2-9に示す例題での検索対象ファイル名は「FindFile」としてい
ます。

表 2-6　検索条件式を使用した例題

項番 検索の種類 検索の内容 記述例

1 検索タームを１語指定
した検索

「最新技術」を含む文
書を検索する。

FindFile:eq('最新
技術 ')

2 構造名を指定した検索 <本文 >に「最新技
術」を含む文書を検索
する。

FindFile<文書 .本文
>:

eq('最新技術 ')

3 検索タームにワイルド
カードを指定した検索

任意の２文字で始まる
「システム」という語
を含む文書を検索す
る。

FindFile:eq

('??システム ')

4 <本文 >に「M」で始
まり「Y」で終わる文
字列を含む文書を検索
する。

FindFile<文書 .本文
>:

eq('M*Y')

5 「How?」を含む文書を
検索する。

FindFile:eq('How¥
?')
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2.　検索の概要
6 検索タームに除外文字
を指定した検索

任意の 2文字で始まる
「システム」という語
を含む文書の中で，
「検索システム」を含
む文書を除外して検索
する。

FindFile:eq('^検
^索システム ')

7 検索ターム同士の論理
積

「最新」および「情報」
の両方を含む文書を検
索する。

FindFile:

fand('最新 ','情報
')

8 ランキング検索 「最新」および「情報」
の両方を含む文書を検
索する。ただし，それ
ぞれの検索タームが多
く含まれる文書から検
索結果を取り出す。

FindFile:

fand('最新 ','情報
'),

RANK COUNTS SORT

9 検索タームに重みを付
けた検索

「最新」および「情報」
の両方を含む文書を検
索する。ただし「最
新」に５倍の重みを付
けて検索する。

FindFile:for

('最新 '[5],'情報
'),

RANK COUNTS SORT

10 検索ターム同士の論理
和

「最新」または「情報」
を含む文書を検索す
る。

FindFile:

for('最新 ','情報
')

11 近傍条件検索 「最新」と「情報」の
間の文字数が 20文字
ちょうどの文字列を含
む文書を検索する。

FindFile:

c=20('最新 ','情報
')

12 「最新」と「情報」の
間の文字数が 20文字
ちょうどで，かつ「最
新」と「情報」の順序
で現れる文字列を含む
文書を検索する。

FindFile:

C=20('最新 ','情報
')

13 「最新」と「情報」の
間の文字数が 20文字
以下の文字列を含む文
書を検索する。

FindFile:

c<=20('最新 ','情
報 ')

14 「最新」と「情報」の
間の文字数が 20文字
以上の文字列を含む文
書を検索する。

FindFile:

c>=20('最新 ','情
報 ')

15 同義語・異表記展開検
索

「PC」を含む文書を検
索する。ただし，同義
語展開，アルファベッ
ト異表記展開および全
角・半角異表記展開し
た結果も条件にして検
索する。

FindFile:eq('PC')
,

EXPANS Uae

項番 検索の種類 検索の内容 記述例
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2.　検索の概要
表 2-7　複合条件式を使用した例題

16 繰り返し構造に対する
検索

<章 >に「最新」と
「情報」を含む文書を
検索する。ただし「最
新」と「情報」は同じ
章にある文書を検索す
る。

FindFile

<文書 .本文 .章 >:

fand('最新 ','情報
')

17 タグ属性を条件にする
検索

<本文 >の属性
"security"の値が
"secret"である文書を
検索する。

FindFile<文書 .本
文 :

security>:

eq('secret')

項番 検索の種類 検索の内容 記述例

1 検索条件式同士の論理
積

「PC」を含む文書，お
よび「最新」と「情
報」の間の文字数が 20
文字ちょうどの文字列
を含む文書の論理積を
求めて検索する。

AND

(FindFile:eq('PC'
),

FindFile:c=20('最
新 ',

'情報 '))

2 複数の構造を指定した
検索

<要旨 >に「インター
ネット」を含み，かつ
<本文 >に「PC」を含
む文書を検索する。

AND

(FindFile<文書 .要
旨 >:

eq('インターネット
'),

FindFile<文書 .本文
>:

eq('PC'))

3 構造に重みを付けた検
索

<要旨 >に「インター
ネット」を含むか，ま
たは <本文 >に「PC」
を含む文書を検索す
る。ただし，構造名 <
本文 >に 10倍の重み
を付けて検索する。

OR

(FindFile

<文書 .要旨 >:

eq('インターネット
'),

FindFile<文書 .本文
>[10]:

eq('PC')),

RANK COUNTS SORT

4 検索条件式同士の論理
和

「PC」を含む文書，お
よび「最新」と「情
報」の間の文字数が 20
文字ちょうどの文字列
を含む文書の論理和を
求めて検索する。

OR

(FindFile:eq('PC'
),

FindFile:c=20

('最新 ','情報 '))

5 検索結果同士の論理積 IDが 10，および 12の
検索結果集合に含まれ
る文書 IDごとの論理
積を求めて検索する。

AND(SET(10),SET(1
2))

項番 検索の種類 検索の内容 記述例
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2.　検索の概要
表 2-8　特定構造検索条件式を使用した例題

表 2-9　範囲指定検索条件式を使用した例題

6 検索結果の否定 「社会」という単語が
存在しない文書を検索
する。

NOT

(FindFile:eq('社
会 '))

7 見出しに「社会」が存
在し，かつ本文に「政
治」が存在する文書以
外の文書を検索する。

NOT

(AND(FindFile<章
.見出し >:

eq('社会 '),

FindFile<章 .本文
>:

eq('政治 ')))

8 見出しに「社会」が存
在するか，または本文
に政治が存在しない文
書を検索する。

OR

(FindFile<章 .見出
し >:

eq('社会 '),

NOT(FindFile<章 .

本文 >:

eq('政治 ')))

項番 検索の種類 検索の内容 記述例

1 特定の構造に対する検
索

<章 >の <見出し >に
「PC」を含み，かつ <
節 >の <見出し >に
「インターネット」を
含む文書を検索する。
ただし，二つの検索
タームは，同じ章に存
在することとする。

SAND

(FindFile<文書 .本
文 .章 >,

FindFile<文書 .本
文 .章 .

見出し >:

eq('PC'),

FindFile<文書 .本
文 .章 .

節 .見出し >:

eq('インターネット
'))

項番 検索の種類 検索の内容 記述例

1 範囲指定検索 西暦 2000年の範囲を
検索する。

InfoFile:rg('2000
/01/01 
00:00:00,2000/12/
31 23:59:59')

2 西暦 2001年以降の範
囲を検索する。

InfoFile:rg('2001
/01/01 
00:00:00,')

3 西暦 2000年以前の範
囲を検索する。

InfoFile:rg(',200
0/12/31 
23:59:59')

項番 検索の種類 検索の内容 記述例
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2.　検索の概要
（3） 条件式（MSORT）の例題

ソートに使用する条件式の例題を表 2-10に示します。なお，例題での関連情報ファイル
名は「InfoFile」としています。

表 2-10　検索結果のソートの条件式を使用した例題

（4） 条件式（MCONCEPT）の例題

概念検索（サーチコマンドMCONCEPT）に使用する条件式の例題を，次の表に示しま
す。なお，例題での検索対象ファイル名は「FindFile」としています。

表 2-11　概念検索の条件式を使用した例題

注※：上段はサーチコマンド，下段は条件式を示しています。

項番 検索の種類 検索の内容 記述例

1 ソート サーチコマンド
MFINDの検索結果集
合 ID5の結果を，作成
日時の古い順にソート
する。

MSORT 
SET(5),InfoFile

2 サーチコマンド
MFINDの検索結果集
合 ID10の結果を，作
成日時の新しい順に
ソートする。

MSORT

SET(10),InfoFile,
DESC

項番 検索の種類 検索の内容 記述例※

1 概念検索 種文章を一つ指定して
検索する。

MCONCEPT
FindFile：eq('種文
章'）

2 種文章を一つ指定して
ランキング検索し，検
索結果をソートする。

MCONCEPT RANK SORT
FindFile：eq('種文
章'）

3 種文章を二つ指定して
ランキング検索し，検
索結果をソートする。

MCONCEPT RANK SORT
FindFile：eq('種文
章1','種文章2'）

4 見出しが種文章 1に該
当するか，または本文
が種文章 2に該当しな
い文書を検索する。

MCONCEPT
OR (FindFile <章.
見出し>:eq('種文章
1'),NOT(FindFile 
<章.本文>:eq('種文
章2')))
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3　 関数の文法
この章では，Development Kitまたは Server Libraryが提供
する関数の文法について説明します。

3.1　関数の概要

3.2　使用するファイル

3.3　関数の発行順序

3.4　UAPを作成する上での注意

3.5　Development Kitまたは Server Libraryで使用する関数
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3.　関数の文法
3.1　関数の概要
Development Kitまたは Server Libraryは，テキストデータベースを検索するUAPを
C言語で作成するために使用します。作成した UAPは，TSサーバーと接続して，クラ
イアントプログラムとして使用できます。

Development Kitまたは Server Libraryで使用する関数を，次の表に示します。

表 3-1　Development Kitまたは Server Libraryで使用する関数

関数名 機能

TS2F_cancelcmd サーチコマンドを中断する

TS2F_canceldat サーチコマンドの実行結果を破棄する

TS2F_cmd サーチコマンドを実行する

TS2F_cmd_DATA 入力データ付きサーチコマンドを実行
する

TS2F_con TSサーバーとの通信セションを確立
する

TS2F_discon TSサーバーとの通信セションを切断
する

TS2F_geterror 詳細エラー情報を取得する

TS2F_gettermpos テキストデータ中の検索タームのヒッ
ト位置を取得する

TS2F_mlookcnv サーチコマンドMLOOKの実行結果
を文字列に変換する

TS2F_rcvdat サーチコマンドの実行結果を取得して
終了を確認する

TS2F_sesopt セションオプションを操作する

TS2F_sndcmd サーチコマンドの実行を TSサーバー
に要求する

TS2F_sndcmd_DATA 入力データ付きサーチコマンドの実行
を TSサーバーに要求する

TS2F_well_formed_xmlcpl 簡易 XML文書解析機能を使用して，
整形式 XML文書を全文検索用データ
に変換する

TS2F_well_formed_xmlcpl_free TS2F_well_formed_xmlcpl関数で取
得した全文検索用データ格納領域を解
放する
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3.　関数の文法
3.2　使用するファイル
UAPの作成に使用するファイルおよび各ファイルの格納位置を，OSごとに示します。

3.2.1　OSがWindowsの場合
OSがWindowsの場合に使用するファイルを，次の表に示します。

表 3-2　使用するファイル（Windowsの場合）

注※　UAPが使用するランタイムライブラリが「マルチスレッド（DLL）」の場合，ts2stlib.libを
リンケージしてください。ランタイムライブラリが「マルチスレッド（DLL，デバッグ）」の場合
は，ts2stlbd.libをリンケージしてください。

図 3-1　ファイルの格納位置

3.2.2　OSが UNIXの場合
OSが UNIXの場合に使用するファイルを，次の表に示します。

表 3-3　使用するファイル（UNIXの場合）

ファイルの種類 ファイル名 説明

ヘッダファイル TS2lib.h UAPにインクルードし
て使用するファイル

DLLファイル ts2lib.dll UAPを実行するときに
使用するファイル

スタティックライブラリ ts2stlib.lib
ts2stlbd.lib

UAPのリンケージ時に
使用するファイル※

ファイルの種類 ファイル名 説明

ヘッダファイル TS2lib.h UAPにインクルードし
て使用するファイル
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3.　関数の文法
ファイルの格納位置は使用する OSによって異なります。OS別のファイル構成を下記の
図に示します。

図 3-2　ファイルの格納位置

インストールディレクトリを次に示します。

/opt/Bib2TS/TS2/library

シェアドライブラリ • OSが HP-UXの場合
libts2.sl

• OSが AIXの場合
libts2.a

• OSが Linuxまたは
Solarisの場合
libts2.so

UAPを実行するときに
使用するファイル

ファイルの種類 ファイル名 説明
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3.　関数の文法
3.3　関数の発行順序
ここでは，関数の発行順序を示します。

3.3.1　TS2F_cmd関数でサーチコマンドを処理する
TS2F_cmd関数は，サーチコマンドを発行して結果の取り込みまで一度に行う関数です。
TS2F_cmd関数を使用してサーチコマンドを実行する順序を，次の図に示します。

図 3-3　TS2F_cmd関数の処理手順
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3.3.2　TS2F_sndcmd関数および TS2F_rcvdat関数でサーチ
コマンドを処理する

TS2F_sndcmd関数は，サーチコマンドを発行する関数です。TS2F_rcvdat関数は，
サーチコマンドの実行結果を取り込む関数です。TS2F_sndcmd関数，および
TS2F_rcvdat関数は組み合わせて使用します。

TS2F_cmd関数と異なり，TS2F_sndcmd関数を使うと，サーチコマンドを発行したあ
とに制御が一度戻るため，サーチコマンドをキャンセルできます。

TS2F_sndcmd関数，および TS2F_rcvdat関数でサーチコマンドを実行する順序を，次
の図に示します。
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図 3-4　TS2F_sndcmd関数および TS2F_rcvdat関数の処理手順
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3.4　UAPを作成する上での注意

UAPを作成する上での注意を OSごとに説明します。

3.4.1　OSがWindowsの場合
● UAPをリンケージするときは，リンケージライブラリ ts2stlib.libを使用してリン
ケージしてください。これによって，UAPの実行時に DLLファイル ts2lib.dllが
ロードされます。DLLファイル ts2lib.dllが存在しない場合は，テキストサーチ機能
を利用できないことを示すエラーコードが返されます。

● UAPを作成するときの Visual C++のプロジェクト設定方法は，Visual C++のバー
ジョンにより異なります。例として Visual C++ 5.0での手順を次に示します。

1. Visual C++を起動する

2. プロジェクトを作成する
• メニューから「ファイル」－「新規作成」を選択します
•「プロジェクト」タグを選択します
• 作成する UAPのタイプを選択し，プロジェクト名や位置などを入力します

3. インクルードヘッダ位置を設定する
• メニューから「プロジェクト」－「設定」を選択します
• 設定の対象に Debugと Releaseの両方を選択した状態で「C/C++」タグを選択し
ます

• カテゴリから「プリプロセッサ」を選択します
• インクルードファイルのパスに，「Development Kitまたは Server Libraryをイン
ストールしたディレクトリ ¥include」を追加します

4. Ｃランタイムライブラリのデバッグ版の設定をする
• メニューから「プロジェクト」－「設定」を選択します
• 設定の対象に「Debug」を選択した状態で「C/C++」タグを選択します
• カテゴリから「コード生成」を選択します
• 使用するランタイムライブラリを「マルチスレッド（DLL，デバッグ）」に設定し
ます

• 上記の状態から「リンク」タグを選択します
• カテゴリから「一般」を選択します
• オブジェクト／ライブラリモジュールに，「Development Kitまたは Server 

Libraryをインストールしたディレクトリ ¥lib¥ts2stlbd.lib」を追加します

5. Ｃランタイムライブラリのリリース版の設定をする
• メニューから「プロジェクト」－「設定」を選択します
• 設定の対象に「Release」を選択した状態で「C/C++」タグを選択します
• カテゴリから「コード生成」を選択します
• 使用するランタイムライブラリを「マルチスレッド（DLL）」に設定します
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3.　関数の文法
• 上記の状態から「リンク」タグを選択します
• カテゴリから「一般」を選択します
• オブジェクト／ライブラリモジュールに，「Development Kitまたは Server 

Libraryをインストールしたディレクトリ ¥lib¥ts2stlib.lib」を追加します

6. プロジェクトにファイルを追加する
• UAPのソースファイルをプロジェクトに追加します

7. プログラムをビルドする
• リンケージの際に，次のようなメッセージが出力される場合，プロジェクトのコー
ドの設定およびリンケージ時に使用した Development Kitまたは Server Library
のスタティックライブラリを確認してください。

「LINK:warning LNK4098:defaultlib"xxxx"は他のライブラリの使用と競合していま
す ;～」

3.4.2　OSが UNIXの場合
Bibliotheca2 TS上で管理されるテーブルなどの情報は，すべて Bibliotheca2 TS用のイ
ンクルードファイルである TS2lib.h内で宣言されています。したがって，UAP上で
Server Libraryの関数を使用するときには，次の内容を定義してください。

 
#include "TS2lib.h"
 

コンパイルには，次のオプションを指定してください。

OSが HP-UXの場合
• -I/opt/Bib2TS/TS2/library/include
• -L/opt/Bib2TS/TS2/library/lib
• -lts2

OSが AIXの場合
• -qchars=signd -qalias=noansi
• -I/opt/Bib2TS/TS2/library/include
• -L/opt/Bib2TS/TS2/library/lib
• -lts2

OSが Solarisの場合
• -I/opt/Bib2TS/TS2/library/include
• -L/opt/Bib2TS/TS2/library/lib
• -misalign -lts2 -lsocket -lpthread -lnsl

上記のオプションを指定した場合，シェアドライブラリがリンケージされます。作
成したプログラムを実行するときは，LD_LIBRARY_PATH環境変数に「opt/
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3.　関数の文法
BibTS/TS2/Library/lib」を設定してください。

OSが Linuxの場合
• -I/opt/Bib2TS/TS2/library/include

• -W1,-rpath,/opt/BibTS/TS2/Library/lib

• -L/opt/Bib2TS/TS2/library/lib

• -lts2
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3.　関数の文法
3.5　Development Kitまたは Server Libraryで
使用する関数

この節では，Development Kitまたは Server Libraryで使用する関数について説明しま
す。

3.5.1　説明する項目
各関数で説明する項目を次に示します。

（1） 形式

関数の記述形式を示します。

（2） 機能

関数の機能について説明しています。

（3） 引数

関数の引数を示します。後ろに《in》が付いている引数は，値を入力する引数を意味し
ます。後ろに《out》が付いている引数は，関数によって値が設定される引数を意味しま
す。

（4） 戻り値

関数の戻り値を示します。

（5） 注意事項

関数を使用する上での注意事項を示します。

（6） 指定例

関数の指定例を示します。

3.5.2　TS2F_cancelcmd（サーチコマンドの中断）

（1） 形式
long TS2F_cancelcmd(long lSession,long lCommand)

（2） 機能

サーチコマンドの実行を中断します。
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（3） 引数

lSession《in》
TS2F_con関数で返されたセション識別子を指定します。

lCommand《in》
中断するサーチコマンドのコマンド情報 IDを指定します。コマンド情報 IDは，
TS2F_sndcmd関数から返されます。

（4） 戻り値

0
正常終了

負の整数値
エラー番号を示します。詳細については，「付録 E　関数のエラーステータス」を参
照してください。

（5） 注意事項

サーチコマンドが中断されたかどうかを確認するには，TS2F_rcvdat関数でサーチコマ
ンドの実行結果を取得して確認してください。エラーステータス -130010（エラーマク
ロ名 TS2DERL_CCLED_CID）が返されれば，サーチコマンドは中断されています。エ
ラーステータスの詳細については，「付録 E　関数のエラーステータス」を参照してくだ
さい。

（6） 指定例
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3.5.3　TS2F_canceldat（サーチコマンドの実行結果の破棄）

（1） 形式
long TS2F_canceldat(long lSession,long lCommand)

（2） 機能

サーチコマンドの実行結果を破棄します。

（3） 引数

lSession《in》
TS2F_con関数で返されたセション識別子を指定します。

lCommand《in》
実行結果を破棄するサーチコマンドのコマンド情報 IDを指定します。コマンド情報
IDは，次の各関数から返されます。
• TS2F_cmd
• TS2F_sndcmd

（4） 戻り値

0
正常終了

負の整数値
エラー番号を示します。詳細については，「付録 E　関数のエラーステータス」を参
照してください。

（5） 注意事項
• TS2F_canceldat関数では，TS2F_cmd関数または TS2F_rcvdat関数で実行結果不足
（エラーステータス -130016（エラーマクロ名 TS2DERL_LESS_BUFSIZ））になった
サーチコマンドの実行結果だけを破棄できます。エラーステータスの詳細については，
「付録 E　関数のエラーステータス」を参照してください。
• サーチコマンドの実行結果が破棄されたかどうかは，TS2F_rcvdat関数でサーチコマ
ンドの実行結果を取得して確認してください。エラーステータス -130010（エラーマ
クロ名 TS2DERL_CCLED_CID）が返されれば，実行結果は破棄されています。エ
ラーステータスの詳細については，「付録 E　関数のエラーステータス」を参照してく
ださい。
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（6） 指定例
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3.5.4　TS2F_cmd（サーチコマンドの実行）

（1） 形式
long TS2F_cmd(long  lSession,  long *plCommand,
              char *strCommand,void *pvResult,
              long  lResultLL, long *plResultLL)

（2） 機能

サーチコマンドを TSサーバーへ発行し，実行結果を引数 pvResultに取り込みます。さ
らに，実行結果のサイズ（バイト数）を引数 plResultLLで示す領域に設定します。

（3） 引数

lSession《in》
TS2F_con関数で返されたセション識別子を指定します。

plCommand《out》
コマンド情報 IDを受け取る領域のポインタを指定します。

strCommand《in》
実行するサーチコマンドを指定します。

pvResult《out》
サーチコマンドの実行結果を受け取る領域のポインタを指定します。

lResultLL《in》
サーチコマンドの実行結果を受け取る領域のサイズを指定します。

plResultLL《out》
サーチコマンドの実行結果のサイズを受け取る領域のポインタを指定します。

（4） 戻り値

0
正常終了

負の整数値
エラー番号を示します。詳細については，「付録 E　関数のエラーステータス」を参
照してください。

（5） 注意事項
• 引数 lResultLLに設定した実行結果領域のサイズより実行結果のサイズが大きい場
合，サーチコマンドの実行結果が受け取れないで，エラーステータス -130016（エ
ラーマクロ名 TS2DERL_LESS_BUFSIZ）が戻り値として返されます。この場合は次
のように対応してください。

対応１：実行結果が必要な場合
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1. 引数 plResultLLに設定されている実行結果領域を大きくする
このとき，すべての実行結果を受け取るだけの領域を確保してください。

2. TS2F_rcvdat関数の引数 lModeに TS2DL_RETRYを指定して実行結果を受け取
る

対応２：実行結果が不要な場合
TS2F_canceldat関数を使用し，実行結果を破棄する

実行結果を受け取るかまたは破棄しないと，次のコマンドを実行できません。
エラーステータスの詳細については，「付録 E　関数のエラーステータス」を参照して
ください。

• 引数 strCommandに指定できるサーチコマンドの最大長は，終端のNULL文字を含
めて 1,024バイトです。

• １メガバイトを超える実行結果は，サーチコマンド側で１メガバイトに格納できるよ
うに調整されます。
サーチコマンドMDISPLAYの実行結果は，1メガバイトを超える場合があります。
サーチコマンドMDISPLAYは，文書の何バイトから何バイトまでを取得する，とい
う指定ができます。このため，1メガバイトを超える文書を取得する場合は，次に示
すように取得してください。
• 1メガバイトを超える文書を取得する場合は，一つの文書を分割して取得してくだ
さい。

• 同時に複数の文書を取得する場合は，一度サーチコマンドMDISPLAYを実行した
時点でどこまで取得できたかを確認して，再度取得する文書を変更して実行してく
ださい。
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（6） 指定例
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3.5.5　TS2F_cmd_DATA（入力データ付きサーチコマンドの
実行）

（1） 形式
long TS2F_cmd_DATA(long lSession,   long *plCommand,
                   char *strCommand,void *pvIndata,
                   long lIndataLL,  void *pvResult,
                   long lResultLL,  long *plResultLL)

（2） 機能

入力データが必要なサーチコマンドを TS2サーバーへ発行し，実行結果を引数 pvResult
に取り込みます。さらに，実行結果のサイズ（バイト数）を引数 plResultLLに設定しま
す。

（3） 引数

lSession《in》
TS2F_con関数で返されたセション識別子を指定します。

plCommand《out》
コマンド情報 IDを受け取る領域のポインタを指定します。

strCommand《in》
実行するサーチコマンドを指定します。

pvIndata《out》
入力データの領域のポインタを指定します。

lIndataLL《in》
入力データ長を指定します。

pvResult《out》
サーチコマンドの実行結果を受け取る領域のポインタを指定します。

lResultLL《in》
サーチコマンドの実行結果を受け取る領域のサイズを指定します。

plResultLL《out》
サーチコマンドの実行結果のサイズを受け取る領域のポインタを指定します。

（4） 戻り値

0
正常終了

負の整数値
エラー番号を示します。詳細については，「付録 E　関数のエラーステータス」を参
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照してください。

（5） 注意事項
• 引数 plResultLLに設定した実行結果領域のサイズより，実行結果のサイズが大きい
場合，エラーステータス -130016（エラーマクロ名 TS2DERL_LESS_BUFSIZ）が戻
り値として返されます。この場合は次のように対応してください。

対応１：実行結果が必要な場合
1. 引数 plResultLLに設定されている実行結果領域を大きくする
このとき，すべての実行結果を受け取るだけの領域を確保してください。

2. TS2F_rcvdat関数の引数Modeに TS2DL_RETRYを指定して実行結果を受け取る

対応２：実行結果が不要な場合
TS2F_canceldat関数を使用し，実行結果を破棄する

実行結果を受け取るかまたは破棄しないと，次のコマンドを実行できません。
エラーステータスの詳細については，「付録 E　関数のエラーステータス」を参照して
ください。

• 引数 strCommandに指定できるサーチコマンドの最大長は，終端の NULL文字を含
めて 1,024バイトです。

• この関数に渡す入力データのサイズは，最大 1メガバイトまでです。
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（6） 指定例
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3.5.6　TS2F_con（通信セションの確立）

（1） 形式
long TS2F_con(char *strServer)

（2） 機能

引数 strServerに指定された TSサーバーとの間にセションを確立します。

（3） 引数

strServer《in》
接続する TSサーバーのサーバー名を指定します。

（4） 戻り値

0以上の整数値
セション識別子を示します。セション識別子は，サーチコマンドを発行する場合な
どに使用します。

負の整数値
エラー番号を示します。詳細については，「付録 E　関数のエラーステータス」を参
照してください。

（5） 注意事項

通信ソケットの使用方法は環境変数で設定できます。詳細は「付録 A.4　通信ソケットの
環境設定」を参照してください。

（6） 指定例
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3.5.7　TS2F_discon（通信セションの切断）

（1） 形式
long TS2F_discon(long lSession)

（2） 機能

TS2F_con関数で接続した通信セションを切断します。

（3） 引数

lSession《in》
TS2F_con関数で返されたセション識別子を指定します。

（4） 戻り値

0
正常終了

負の整数値
エラー番号を示します。詳細については，「付録 E　関数のエラーステータス」を参
照してください。

（5） 注意事項

なし。

（6） 指定例
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3.5.8　TS2F_geterror（詳細エラー情報の取得）

（1） 形式
long TS2F_geterror(char  *pcMsg,long lMsgLL,
                   long  *plDetail)

（2） 機能

関数発行時の詳細エラー情報を取得します。

サーバー側でエラーが発生し，サーバー側が詳細メッセージを返している場合に取得で
きます。

（3） 引数

pcMsg《out》
詳細メッセージのテキストを受け取る領域のポインタを指定します。

lMsgLL《in》
詳細メッセージのテキストを受け取る領域のサイズを指定します。

plDetail《out》
詳細エラーコードを受け取る領域のポインタを指定します。

（4） 戻り値

エラー発生種別が返されます。

0
エラーは発生していないか，またはエラー情報が存在しません。

TS2DERL_SERVER
サーバーでエラーが発生しました。

TS2DERL_CLIENT
クライアントでエラーが発生しました。

（5） 注意事項
• この関数では，直前に発行した関数のエラー情報を取得できます。
• 引数 lMsgLLに設定した領域を超えるメッセージテキストが設定された場合，指定さ
れた領域に格納できるだけのテキストがコピーされます。なお，メッセージテキスト
の末端には，NULL文字 '¥0'が設定されます。メッセージテキストに漢字が含まれる
場合，漢字コードの途中でメッセージが中断されるときがあります。
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（6） 指定例
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3.5.9　TS2F_gettermpos（検索タームのヒット位置の取得）

（1） 形式
long TS2F_gettermpos(void *pvText, long  lTextLL,
                     void *pvMlook,
                     TS2T_HITPOS  *ptHitpos,
                     long  lEntry, long  *plPosCount)

ヒット情報構造体
typedef struct TS2T_HITPOS  {
  long lHitPos;
  long lHitLL;
} TS2T_HITPOS ;

（2） 機能

サーチコマンドMLOOK　OUTMODE ALLでの実行結果を基にテキストデータを検索
し，指定された検索タームのヒット位置を取得します。

（3） 引数

pvText《in》
ヒット位置を取得するテキストデータのポインタを指定します。

lTextLL《in》
テキストデータの長さを指定します。

pvMlook《in》
サーチコマンドMLOOK　OUTMODE ALLの実行結果を受け取る領域を指定しま
す。

ptHitpos《out》
ヒット情報を受け取る TS2T_HITPOS領域のポインタを指定します。

lEntry《in》
引数 ptHitposに指定した領域に受け取れるヒット情報の件数を指定します。

plPosCount《out》
引数 ptHitposに設定された，ヒット情報の件数を受け取る領域のポインタを指定し
ます。

ヒット情報構造体

lHitPos《out》
• ヒットした位置が，テキストの先頭からのバイト数で設定されます。

lHitLL《out》
• ヒットした文字列の長さがバイト数で設定されます。
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3.　関数の文法
（4） 戻り値

0
正常終了

負の整数値
エラー番号を示します。詳細については，「付録 E　関数のエラーステータス」を参
照してください。

（5） 注意事項

なし。

（6） 指定例
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3.5.10　TS2F_mlookcnv（サーチコマンド MLOOKの実行結
果の変換）

（1） 形式
long TS2F_mlookcnv(void *pvMlook, long *plTermArea,
                   long  lAreaLL, long *plResultLL)

（2） 機能

サーチコマンドMLOOKのオプションに OUTMODE ALLが指定されている場合，実行
結果から異表記展開された文字列を生成します。

異表記展開された文字列は，引数 plTermAreaに次の形式で設定されます。

（3） 引数

pvMlook《in》
サーチコマンドMLOOK　OUTMODE ALLの実行結果を受け取る領域を指すポイ
ンタを指定します。

plTermArea《out》
異表記展開の結果の文字列を受け取る領域のポインタを指定します。

lAreaLL《in》
異表記展開の結果の文字列を格納する領域のサイズを指定します。

plResultLL《out》
異表記展開の結果のサイズを受け取る領域のポインタを指定します。

（4） 戻り値

0
正常終了

負の整数値
エラー番号を示します。詳細については，「付録 E　関数のエラーステータス」を参
照してください。
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（5） 注意事項

なし。

（6） 指定例
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3.　関数の文法
3.5.11　TS2F_rcvdat（サーチコマンドの実行結果の取得およ
び終了の確認）

（1） 形式
long TS2F_rcvdat(long lSession ,long  lCommand, 
                 void *pvResult,
                 long lResultLL,long *plResultLL,
                 long lMode)

（2） 機能

TS2F_sndcmd関数で発行したサーチコマンドの実行結果を受け取ります。さらに，
TS2F_cmd関数または TS2F_rcvdat関数で実行結果不足エラーステータス -130016（エ
ラーマクロ名 TS2DERL_LESS_BUFSIZ）となったサーチコマンドの実行結果を受け取
ります。

エラーステータスの詳細については，「付録 E　関数のエラーステータス」を参照してく
ださい。

（3） 引数

lSession《in》
TS2F_con関数で返されたセション識別子を指定します。

lCommand《in》
TS2F_cmd関数または TS2F_sndcmd関数が返したコマンド情報 IDを指定します。

pvResult《out》
サーチコマンドの実行結果を受け取る領域のポインタを指定します。

lResultLL《in》
サーチコマンドの実行結果を受け取る領域のサイズを指定します。

plResultLL《out》
サーチコマンドの実行結果のサイズを受け取る領域のポインタを指定します。

lMode《in》
実行結果を受け取るときのモードを指定します。指定できる値は次のとおりです。
• TS2DL_WAIT
サーチコマンドの実行が終了してから実行結果を受け取ります。

• TS2DL_NOWAIT
サーチコマンドの実行が終了している場合，実行結果を受け取ります。サーチコ
マンドの実行が終了していない場合，エラーステータス -130035（エラーマクロ
名 TS2DERL_NOTEND）が戻り値として返されます。エラーステータスの詳細
については，「付録 E　関数のエラーステータス」を参照してください。

• TS2DL_RETRY
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3.　関数の文法
実行結果不足（エラーステータス -130016（エラーマクロ名
TS2DERL_LESS_BUFSIZ））となった実行結果を受け取ります。エラーステータ
スの詳細については，「付録 E　関数のエラーステータス」を参照してください。

（4） 戻り値

0
正常終了

負の整数値
エラー番号を示します。詳細については，「付録 E　関数のエラーステータス」を参
照してください。

（5） 注意事項

１メガバイトを超える実行結果はサーチコマンド側で１メガバイトに格納できるように
調整されます。

サーチコマンドMDISPLAYの実行結果は，1メガバイトを超える場合があります。サー
チコマンドMDISPLAYは，文書の何バイトから何バイトまでを取得する，という指定
ができます。このため，1メガバイトを超える文書を取得する場合は，次に示すように取
得してください。

• 1メガバイトを超える文書を取得する場合は，一つの文書を分割して取得してくださ
い。

• 同時に複数の文書を取得する場合は，一度サーチコマンドMDISPLAYを実行した時
点でどこまで取得できたかを確認して，再度取得する文書を変更して実行してくださ
い。

（6） 指定例

●サーチコマンドの終了まで待ち，実行結果を受け取る場合（TS2DL_WAITモード）
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3.　関数の文法
●サーチコマンドの終了を待たないで，実行結果を受け取る場合（TS2DL_NOWAIT
モード）
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3.　関数の文法
●実行結果の不足時，実行結果を再度受け取る場合（TS2DL_RETRYモード）
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3.　関数の文法
3.5.12　TS2F_sesopt（セションオプションの操作）

（1） 機能

lModeに指定したセションオプションに従って，セションオプションを操作します。

（2） 形式
long TS2F_sesopt(long lSession, long lMode,
TS2T_SESOPT *ptSesopt, unsigned long ulSesoptsiz)

セションオプション構造体
typedef struct TS2T_SESOPT {
  unsigned long ulSendDataType;
} TS2F_SESOPT;

（3） 引数

lSession《in》
TS2F_con関数で返されたセション識別子を指定します。

lMode《in》
セションオプションの操作モードを指定します。指定できる値は次のとおりです。
• TS2DL_GET
セションオプションを指定します。

• TS2DL_SET
セションオプションを取得します。

ptSesopt《in》
セションオプションテーブルのポインタを指定します。

lSesoptsiz《in》
セションオプションテーブルのサイズを指定します。sizeof（TS2T_SESOPT）を指
定してください。

セションオプション構造体
ulSendDataType《in》
• TS2DL_SDT_MDTMK：MDATAMAKE用入力データ（デフォルト）
• TS2DL_SDT_BINARY：バイナリデータ

（4） 戻り値

0
正常終了

負の整数値
エラー番号を示します。詳細については，「付録 E　関数のエラーステータス」を参
照してください。
68



3.　関数の文法
（5） 注意事項

複数のスレッドから同一セションに対してセションオプションを設定した場合，最後に
設定したオプションが有効となります。

（6） 指定例
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3.　関数の文法
3.5.13　TS2F_sndcmd（サーチコマンドの実行の要求）

（1） 形式
long TS2F_sndcmd(long lSession, long *plCommand,
                 char *strCommand)

（2） 機能

サーチコマンドを TSサーバーへ発行します。

サーチコマンドの終了の確認および実行結果の受け取りには，TS2F_rcvdat関数を使用
します。実行中のサーチコマンドの中断には TS2F_cancelcmd関数を使用します。

（3） 引数

lSession《in》
TS2F_con関数で返されたセション識別子を指定します。

plCommand《out》
コマンド情報 IDを受け取る領域のポインタを指定します。

strCommand《in》
実行するサーチコマンドを指定します。

（4） 戻り値

0
正常終了

負の整数値
エラー番号を示します。詳細については，「付録 E　関数のエラーステータス」を参
照してください。

（5） 注意事項

引数 strCommandに設定できるサーチコマンドの最大長は，終端のNULL文字を含め
て 1,024バイトです。
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（6） 指定例
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3.5.14　TS2F_sndcmd_DATA（入力データ付きサーチコマン
ドの実行の要求）

（1） 形式
long TS2F_sndcmd_DATA(long lSession,   long *plCommand,
                      char *strCommand,void *pvIndata,
                      long lIndataLL)

（2） 機能

入力データが必要なサーチコマンドを TSサーバーへ発行します。

サーチコマンドの終了の確認および実行結果の受け取りには，TS2F_rcvdat関数を使用
します。実行中のサーチコマンドの中断には TS2F_cancelcmd関数を使用します。

（3） 引数

lSession《in》
TS2F_con関数で返されたセション識別子を指定します。

plCommand《out》
コマンド情報 IDを受け取る領域のポインタを指定します。

strCommand《in》
実行するサーチコマンドを指定します。

pvIndata《out》
入力データ領域のポインタを指定します。

lIndataLL《in》
入力データ長を指定します。

（4） 戻り値

0
正常終了

負の整数値
エラー番号を示します。詳細については，「付録 E　関数のエラーステータス」を参
照してください。

（5） 注意事項
• 引数 strCommandに設定できるサーチコマンドの最大長は，終端のNULL文字を含
み 1,024バイトです。

• この関数に渡す入力データのサイズは，最大 1メガバイトまでです。
72



3.　関数の文法
（6） 指定例
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3.　関数の文法
3.5.15　TS2F_well_formed_xmlcpl（整形式 XML文書の全文
検索データ変換）

（1） 形式
long TS2F_well_formed_xmlcpl (
  TS2T_WELLFORMEDXMLOPT *ptXmlOpt,
  TS2T_WELLFORMEDXMLDAT *ptXmlDat,
  void **ppvResult,
  long *plResultLL
)

XML変換オプション構造体

typedef struct TS2T_WELLFORMEDXMLOPT (
  long lCplmode;
  long lCharaspec;
  long lReserve[4];
) TS2T_WELLFORMEDXMLOPT;

XMLデータ情報構造体

typedef struct TS2T_WELLFORMEDXMLDAT (
  long  lEntryCnt;
  TS2T_WELLFORMEDXMLENTRY   tXmlent[1];
) TS2T_WELLFORMEDXMLDAT;

XMLデータエントリ構造体

typedef struct TS2T_WELLFORMEDXMLENTRY (
  long  lTextid;
  long  lXmldataLL;
  unsigned char *strXmldata;
) TS2T_WELLFORMEDXMLENTRY;

（2） 機能

簡易 XML文書解析機能を使用して，整形式 XML文書を全文検索用データ，または
MDATAMAKEの入力データ形式に変換します。MDATAMAKEの入力データ形式に変
換した場合，そのままMDATAMAKEコマンドの入力として扱うことができます。

（3） 引数

ptXmlOpt《in》
XML変換オプションのポインタを指定します。

ptXmlDat《in》
XMLデータ情報のポインタを指定します。

ppvResult《out》
全文検索用データ変換結果格納領域の受け取り領域ポインタを指定します。

plResultLL《out》
全文検索用データ変換結果サイズの受け取り領域ポインタを指定します。
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3.　関数の文法
XML変換オプション構造体
lCplmode《in》
• TS2D_ESISB_ORG
全文検索用データに変換する場合に指定します。
変換対象の XML文書のデータサイズが 3MBを超える場合，戻り値がエラーとな
り ppvResult，および plResultLLに結果を返しません。

• TS2D_ESISB_MDATAMAKE
MDATAMAKEの入力データ形式に変換する場合に指定します。
変換結果のサイズが 1MBを超える場合，戻り値がエラーとなり ppvResult，およ
び plResultLLに結果を返しません。

lCharaspec《in》
• TS2D_SPEC_JIS
登録先データベース文字コード種別が utf-8，または utf-8_ucs4の場合に指定しま
す。

• TS2D_SPEC_MS
登録先データベース文字コード種別が utf-8-ms，または utf-8-ms_ucs4の場合に
指定します。

lReserve[4]《in》
• すべて 0を指定します。

XMLデータ情報構造体
lEntryCnt《in》
• 1を指定します。

tXmlent《in》
• XMLデータエントリ構造体です。

XMLデータエントリ構造体
lTextid《in》
• MDATAMAKEの入力データ形式に変換する場合に設定する文書 IDを指定しま
す。

lXmldataLL《in》
• strXmldataに指定した XML文書データサイズを指定します。

strXmldata《in》
• XML文書データ格納ポインタを指定します。

（4） 戻り値

0
正常終了

負の整数値
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3.　関数の文法
エラー番号を示します。詳細については，「付録 E　関数のエラーステータス」を参
照してください。

（5） 注意事項
• 正常終了した場合，TS2F_well_formed_xmlcpl関数で確保した領域ポインタを

ppvResultに設定します。設定したポインタを解放する場合は，
TS2F_well_formed_xmlcpl_free関数を使用してください。

• lTextidには，MDATAMAKEで指定できる値を指定してください。
• エラー情報の詳細は，TS2F_geterror関数で取得してください。

（a）XML文書の制限

TS2F_well_formed_xmlcpl関数で変換できる XML文書には，次の制限事項があります。

XML文書の構造
複数の XML文書を一つのテキストデータベースに登録する場合は，最上位タグ名
称を同じにしてください。下位の構造は同じにする必要はありません。
なお，テキストデータベースの最上位タグ名称は，テキストデータベースを作成し
たときに指定した，構造検証用ファイルの最上位タグ名称です。

タグ名称
タグ名称に半角英小文字が含まれている場合は，半角英大文字として扱われます。
大文字小文字の区別はされません。

タグのネスト数
タグのネスト数（深さ）は 100を上限とします。ただし，属性が指定できるネスト
数（深さ）は 99が上限です。

XML文書の仕様
妥当性制約の検証は行ないません。

XML文書の形式
処理できるのは整形式な XML文書です。DTD，XMLスキーマ，コメント，接頭
辞，および処理命令が記述されている場合は，記述されていないものとして処理さ
れます。

使用できる実体
使用できるのは，次に示す定義済み実体だけです。これ以外の場合は，文字として
処理されます。
&lt;　&gt;　&amp;　&apos;　&quot;

タグ名，属性名の長さ
タグ名，属性名の長さは，UTF-8エンコード換算で 4,096バイトまで指定できます。

XML文書のエンコーディング属性
XML文書の文字コードは，XML宣言の encoding属性（encoding="XXX"の XXX
76



3.　関数の文法
の部分）に指定します。
指定できるエンコーディング属性はUTF-8，または US-ASCIIです。そのほかのエ
ンコーディング属性の場合はエラーとなります。また，指定を省略した場合は
UTF-8を仮定します。

正規化
空白類が XML文書のテキストノードに含まれる場合は，次に示す正規化を行いま
す。空白類とは空白（0x20），水平タブ（0x09），改行（0x0A），復帰（0x0D）をい
います。ただし，xml:space="preserve"属性を持つ要素の子孫のテキストノードは
正規化されません。
• 先頭，および末尾の空白類を削除します。
• 連続する空白類を一つの空白（0x20）に置き換えます。

（6） 指定例
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3.5.16　TS2F_well_formed_xmlcpl_free（整形式 XML文書の
全文検索データ格納領域解放）

（1） 形式
void TS2F_well_formed_xmlcpl_free( void *pvResult )

（2） 機能

TS2F_well_formed_xmlcpl関数で取得した全文検索用データ格納領域を解放します。

（3） 引数

pvResult
TS2F_well_formed_xmlcpl関数で取得した全文検索用データ格納領域ポインタを指
定します。

（4） 戻り値

なし。

（5） 注意事項

TS2F_well_formed_xmlcpl関数で取得した全文検索用データ格納領域の解放以外に使用
しないでください。

（6） 指定例

TS2F_well_formed_xmlcpl関数の指定例を参照してください。
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4　 サーチコマンドの文法
この章では，TSサーバーが提供するサーチコマンドの文法に
ついて説明します。

4.1　サーチコマンドの概要

4.2　サーチコマンドの使用上の注意

4.3　サーチコマンド
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4.　サーチコマンドの文法
4.1　サーチコマンドの概要
サーチコマンドは，テキストデータベースの検索や文書の取得に使用するコマンドです。
Development Kitまたは Server Libraryの関数を使って作成したUAPに記述し，TS
サーバーに対して発行します。UAPでは，関数のパラメーターに指定して実行します。

サーチコマンドの一覧を，次の表に示します。

表 4-1　サーチコマンドの一覧

サーチコマンド名 機能

MCONCEPT 概念を指定してテキストデータベー
スを検索する

MDATAMAKE テキストデータベースに文書を追加
する

MDATARM テキストデータベースの文書を削除
する

MDBINF テキストデータベースに関する情報
を出力する

MDISPLAY 検索した結果の文書を取得する

MEND 検索したテキストデータベースに対
して使用を終了する宣言をする

MFIND（全文検索） 検索条件を指定してテキストデータ
ベースを検索する

MFIND（範囲指定検索） 検索範囲を指定してテキストデータ
ベースを検索する

MINCREMENTAL テキストデータベースのインクリメ
ンタル（最適化）を実行する

MLOOK 検索タームの同義語・異表記展開の
結果を出力する

MOPT 検索オプションを指定する

MOSTAT 検索オプションの設定されている状
態を取得する

MSORT 検索結果をソートする

MSTART 検索するテキストデータベースに対
して使用を開始する宣言をする

MSWEEP 検索結果集合を削除する
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4.2　サーチコマンドの使用上の注意
サーチコマンドを使用する上での注意を示します。

●サーチコマンドは，テキストデータベース名や検索タームなどユーザーが指定する値
を除いて，半角の英数字および記号で指定してください。

●サーチコマンドのオプションを指定する場合は，半角１文字以上の空白を指定してく
ださい。
（例）
正しい記述：MFIND△本文 :eq('情報処理 ')

誤った記述：MFIND本文 :eq('情報処理 ')

●サーチコマンドMSTARTを実行してからサーチコマンドMENDを実行するまでの検
索できる状態を，検索セションといいます。サーチコマンドMSTARTおよび
MDBINF以外のサーチコマンドは，サーチコマンドMSTARTで検索セションを開始
してから実行してください。
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4.3　サーチコマンド
この節では，サーチコマンドの文法について説明します。

4.3.1　説明する項目
サーチコマンドの文法は，次の形式に従って説明します。

なお，該当する説明項目がない場合は，記述を省略しています。

（1） 形式

サーチコマンドを記述する形式を示します。

（2） 機能

サーチコマンドの機能について説明しています。

（3） オプション

サーチコマンドのオプションの指定方法について説明しています。

（4） 注意事項

サーチコマンドを使用する上での注意事項を示します。

（5） 指定例

サーチコマンドの指定例を示します。

（6） 入力データ形式

サーチコマンド実行時に入力するデータのデータ形式について説明しています。

（7） 実行結果の出力形式

サーチコマンドが実行結果として値を返す場合のデータ形式について説明しています。

4.3.2　MCONCEPT（概念検索）

（1） 形式
MCONCEPT 〔概念検索オプション〔,概念検索オプション〕…〕

概念検索オプション
ランキングオプション |検索オプション |ターム指定オプション

• ランキングオプション
RANK〔SORT〕

• 検索オプション
82



4.　サーチコマンドの文法
〔EXPANS〔展開モード〕〕｜〔BASE〔検索結果集合 ID〕〕

展開モード：〔U〕〔k〕〔a〕〔h〕〔e〕

• ターム指定オプション
TERM

（2） 機能

指定した条件に従って，概念検索用データベースを検索します。

（3） オプション

概念検索のオプションを次の形式で指定します。
ランキングオプション |検索オプション |ターム指定オプション

• ランキングオプション
検索結果に重み（重要度）を付けて検索する場合に指定します。ランキングオプ
ションを指定して検索すると，それまでのランキング検索の結果は消去されます。
ランキングオプションは RANK〔SORT〕の形式で指定します。

SORT：検索結果を重みの降順にソートします。

• 検索オプション
検索時の展開モード，またはベースを指定します。検索オプションを省略した場
合は，サーチコマンドMOPTで指定された値が仮定されます。
検索オプションには EXPANS句，または BASE句を指定します。

• EXPANS〔展開モード〕
検索タームの展開モードを指定します。展開モードを省略すると，同義語・異表
記展開検索されません。次の 5種類を組み合わせて指定します。

• BASE〔検索結果集合 ID〕

検索時のベースを指定します。
〔検索結果集合 ID〕には，検索のベースにする検索結果集合の IDを指定します。
ここで指定した検索結果集合に含まれる文書が検索の対象になります。
なお，0を指定するとすべての文書が検索の対象になります。検索結果集合 IDを
省略すると 0が仮定されます。

• ターム指定オプション
種文章から特徴タームを抽出しないで，種文章自体を検索タームとして検索する

展開モード 意味

U 検索タームを同義語展開する場合に指定します。ただし，同義語辞書が設定されてい
ない場合は，エラーになります。

k 検索タームかたかな異表記展開する場合に指定します。

a 検索タームをアルファベット異表記展開する場合に指定します。

h 検索タームを半角アルファベット異表記展開する場合に指定します。

e 検索タームを全角・半角異表記展開する場合に指定します。
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場合に指定します。ターム指定オプションは，次の形式で指定します。
TERM

（4） 注意事項

●このコマンドを実行する前にサーチコマンドMSTARTを実行して，使用するテキス
トデータベースの検索セションを開始しておいてください。

●送信データ種別がバイナリデータではない場合は，TS2F_sesopt()で送信データ種別
をバイナリデータに設定してから実行してください。

●データベースの文字コード種別が utf-8または utf-8-msの場合，UTF-8→シフト JIS
→ UTF-8の順序で変換を行なったときに，可逆性のある文字を検索の対象とします。
可逆性のない文字の場合は，無視します。

（5） 指定例

指定例を次に示します。例では上段がサーチコマンドを，下段が条件式を示します。

●種文章を一つ指定して検索する場合
MCONCEPT
ファイル：eq('種文章')

●種文章を一つ指定し，ランキング検索する場合
MCONCEPT RANK
ファイル：eq('種文章')

●種文章を一つ指定してランキング検索し，検索結果をソートする場合
MCONCEPT RANK SORT
ファイル：eq('種文章')

●種文章を二つ指定して検索する場合
MCONCEPT
ファイル：eq('種文章1','種文章2')

●種文章を二つ指定し，ランキング検索する場合
MCONCEPT RANK
ファイル：eq('種文章1','種文章2')

●種文章を二つ指定してランキング検索し，検索結果をソートする場合
MCONCEPT RANK SORT
ファイル：eq('種文章1','種文章2')

●かたかな異表記展開を指定して検索する場合
MCONCEPT EXPANS ｋ
ファイル：eq('種文章1','種文章2')

●エスケープする必要がある種文章を LEN指定なしで検索する場合
MCONCEPT RANK
ファイル：eq('¥*はエスケープが必要です')

●エスケープする必要がある種文章を LEN指定で検索する場合
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MCONCEPT RANK
ファイル：eq(LEN=23'*はエスケープが必要です')

●指定した条件に一致しない文章を検索する場合
MCONCEPT
NOT(ファイル：eq('種文章'))

●見出しが種文章 1に該当し，かつ本文が種文章 2に該当する文書を検索する場合
MCONCEPT
AND(ファイル<章.見出し>:eq('種文章1'),ファイル<章.本文>:eq('種文章2'))

●見出しが種文章 1に該当するか，または本文が種文章 2に該当しない文書を検索する
場合
MCONCEPT
OR(ファイル<章.見出し>:eq('種文章1'),NOT(ファイル<章.本文>:eq('種文章
2')))

●種文章に該当するか，または検索タームが存在する文書を検索する場合
MCONCEPT
AND(ファイル:eq('種文章'),BASE(ファイル:eq('検索ターム')))

●特徴タームを抽出しないで，指定した検索タームを検索する場合
MCONCEPT TERM
ファイル:eq('検索ターム')

（6） 入力データ形式

サーチコマンドMCONCEPTは，入力データに概念検索の条件式を指定します。条件式
の指定形式を次に示します。

検索条件式｜複合条件式

検索条件式
検索条件式は，次の形式で記述します。
ファイル名〔構造名指定〔［構造重み値］〕〕:eq（種文章指定）| BASE（サーチコマ

ンド MFINDの条件式）

• ファイル名
検索対象ファイルを指定します。

• 構造名指定
特定の構造を指定して検索する場合は構造名を指定します。構造名は，次の形式
で指定します。
＜構造名〔.構造名〔.構造名〕…〕〔:属性名〕＞

• 構造名
検索する構造名を指定します。
構造名は，テキストデータベースに登録された文書に存在する構造名だけを指定
できます。このため，DTDに指定されていても文書に存在しない構造名を指定し
た場合は，エラーになります。

• 属性名
構造に指定された属性を条件にして検索する場合，構造に対する属性名を指定し
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ます。

•［構造重み値］
検索条件式中の構造に重み（重要度）を付ける場合に指定します。複合条件式を
使用して複数の検索条件式を記述する場合で，ランキング機能を使用するときに
指定します。
構造重み値は，１～ 100の整数を［］で囲んで指定します。数値が大きいほど，
重要度も上がります。省略した場合は１が仮定されます。

• 種文章指定
検索対象となる種文章を指定します。種文章は次の形式で指定します。
種文章〔重み指定〕〔＜ .種文章〔重み指定〕＞…〕

• 種文章
検索したい種文章を指定します。次の形式で指定します。
'種文章 '｜ LEN=数値 '種文章 '

• '種文章 '
検索したい種文章を '（シングルクォーテーション）で囲んで指定します。なお，
次の文字を含む種文章を検索したい場合には，文字の前に必ず ¥（エスケープ文
字）を指定してください。
*　？　|　¥　^　［　］　，　（　）　’

• LEN=数値 '種文章 '
検索したい種文章の長さを数値（バイト）で指定し，その直後に種文章を '（シン
グルクォーテーション）で囲んで指定します。この指定では，エスケープ文字を
指定する必要ありません。

• 重み指定
ランキングオプションとターム指定オプションを指定して検索する場合で，それ
ぞれの検索タームに重み（重要度）を付けたいときに指定します。重みは次の形
式で指定します。
［重み値］
• 重み値
重みは 1～ 100の数字で指定します。省略した場合には，1が仮定されます。

複合条件式
検索結果同士の論理演算を検索条件とします。複合条件式は，次の形式で指定しま
す。
複合論理演算子（要素〔〔,要素〕…〕）

• 複合論理演算子
要素または要素間の検索条件を指定します。次の複合論理演算子を指定します。

• AND
要素同士の論理積を検索結果とします。ANDを指定する場合は，二つ以上の要素
を指定してください。

• OR
要素同士の論理和を検索結果とします。ORを指定する場合は，二つ以上の要素を
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指定してください。
• NOT
要素の排他（補集合）を検索結果とします。指定した要素以外の文書を検索する
場合に指定します。
要素は一つ指定してください。NOTを指定した場合は，ランキングオプションは
無視されます。

• 要素
検索の条件にする検索結果集合，または条件式を指定します。要素は，次の形式
で指定します。
検索条件式｜複合条件式
なお，NOT指定をした場合には，ランキングオプションを指定しても無視されま
す。

（7） 実行結果の出力形式

MCONCEPTを指定した場合の実行結果の出力イメージを次に示します。
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構造体の定義
typedef struct TS2T_SEED_INFO ｛
  long    lTermnum；
  long    lScoreoff；
  long    lTermoff；
｝TS2T_SEED_INFO；
typedef struct TS2T_SCMDOT_MCONCEPT ｛
  long    lBaseid；
  long    lNewid；
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  long    lHitcnt；
  unsigned long ulFlag；
  long    lDisplaycnt；
  long    lSeedcnt；
  struct TS2T_SEED_INFO seedinfo[1]；
｝TS2T_SCMDOT_MCONCEPT；
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4.3.3　MDATAMAKE（文書の追加）

（1） 形式
MDATAMAKE ファイル名〔,REPLACE〕

（2） 機能

テキストデータベース（検索対象ファイル，および関連情報ファイル）に文書を追加し
ます。このとき，構造なし文書用テキストデータベース，および構造文書用テキスト
データベースのどちらにでも文書を追加できます。

（3） オプション

ファイル名
文書を追加する検索対象ファイル名，または関連情報ファイル名を指定します。

REPLACE
すでに登録されている文書の内容を置き換えたいときに指定します。REPLACEを
指定すると，指定した文書 IDと同一の文書 IDの文書と置き換えます。REPLACE
の指定がない場合，指定した文書 IDが登録されているとエラーになります。

（4） 注意事項

●このコマンドを実行する前にサーチコマンドMSTARTを実行して，使用するテキス
トデータベースの検索セションを開始しておいてください。

●文書データ中に不正データがあった場合や，REPLACE指定なしで既存文書 IDに登
録しようとした場合は，TS2F_cmd_DATA関数，または TS2F_rcvdat関数の戻り値
が -200001になります。エラーの詳細については，実行結果のステータスで確認して
ください。

● 0バイトの文書は登録できません。

●送信データ種別が「MDATAMAKE用入力データ」でない場合は，TS2F_sesopt()で
送信データ種別を「MDATAMAKE用入力データ」に設定してから実行してくださ
い。

●テキストデータベース種別が XMLの場合は，文書データに全文検索用データを設定
してください。全文検索用データの設定については「付録 D　XMLファイルを全文
検索用データファイルに変換する」を参照してください。

（5） 指定例

指定例を次に示します。

●ファイル「Web」に文書データを追加する場合
MDATAMAKE Web

●ファイル「Web」に REPLACEを指定して文書データを追加する場合
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MDATAMAKE Web,REPLACE

（6） 入力データ形式

サーチコマンドMDATAMAKEの入力形式を次に示します。

文書データは，エントリ部の次に続けて格納してください。

構造体の定義
typedef struct TS2T_SCMDIN_MDATAMAKE {
  long lEntry;
  struct {
    long lTextid;
    long lOffset;
    long lLength;
  } txtdir[1];
} TS2T_SCMDIN_MDATAMAKE;
 

lEntry
エントリ数を指定します。１を指定してください。

lTextid
文書 IDを 0～ 16,777,215の範囲で指定します。「-1」を指定すると，文書 ID
は自動的に採番されます。ただし，関連情報ファイルの場合は「-1」を指定で
きません。

lOffset
文書データの位置を示す基点アドレスからの相対オフセット値を指定します。
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lLength
文書データの長さを指定します。

txtdir
テキストディレクトリ（1エントリ分のデータ）を示します。

（7） 実行結果の出力形式

MDATAMAKEを指定した場合の実行結果の出力イメージを次に示します。

構造体の定義
typedef struct TS2T_SCMDOT_MDATAMAKE {
  long          lEntry;
  unsigned long ulStatus;
  long          lErrcnt;
  long          lPosition;
  struct {
    long        lTextid;
  } txtdir[1];
} TS2T_SCMDOT_MDATAMAKE;
 

lEntry
エントリ数（1）が設定されます。

ulStatus
実行結果のステータスが次に示す定数で設定されます。
• TS2D_SCMD_ASTAT_NORMAL：正常終了
• TS2D_SCMD_ASTAT_DUPL：指定した文書 IDはすでに登録されているが，

REPLACEが指定されていない
• TS2D_SCMD_ASTAT_DATER：文書データ中に不正データが存在する

lErrcnt
エラーが発生した文書データのエントリ番号（1）が設定されます。
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lPosition
エラーが発生したテキストの先頭からの位置が設定されます。

lTextid
文書 IDが設定されます。
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4.3.4　MDATARM（文書の削除）

（1） 形式
MDATARM ファイル名,sdid(削除文書ID群)

（2） 機能

テキストデータベース（検索対象ファイル，および関連情報ファイル）の文書を削除し
ます。このとき，構造なし文書用テキストデータベース，および構造文書用テキスト
データベースのどちらからでも文書を削除できます。

（3） オプション

ファイル名
文書を削除する検索対象ファイル名，または関連情報ファイル名を指定します。

削除文書 ID群
削除する文章の文書 IDを ,（半角コンマ）で区切って指定します。文書 IDを半角
の－（ハイフン）で区切ると，その範囲の文書 IDが削除対象となります。

（4） 注意事項

●このコマンドを実行する前に，サーチコマンドMSTARTを実行して，使用するテキ
ストデータベースの検索セションを開始しておいてください。

（5） 指定例

指定例を次に示します。

●ファイル「Web」の文書 ID5の文書を削除する場合
MDATARM Web,sdid(5)

●ファイル「Web」の文書 ID０から 100の文書を削除する場合
MDATARM Web,sdid(0-100)
94



4.　サーチコマンドの文法
4.3.5　MDBINF（テキストデータベース情報の出力）

（1） 形式
MDBINF｛DB｜DETAIL テキストデータベース名
          ｜STRUCT テキストデータベース名｝

（2） 機能

テキストデータベースに関する情報を出力します。

（3） オプション

DB
TSサーバーに登録されている，すべてのテキストデータベースの名称と数を取得す
る場合に指定します。

DETAIL テキストデータベース名
テキストデータベースの詳細情報を取得する場合に指定します。

STRUCT テキストデータベース名
テキストデータベースの構造情報を取得する場合に指定します。構造文書用テキス
トデータベースにだけ指定できます。

（4） 注意事項

●オプションに STRUCTを指定して取得できる構造名は，テキストデータベースに登
録された文書に存在する構造名だけを取得できます。このため，DTDに指定されてい
ても，文書に存在しない構造名は取得できません。

●構造名に半角の英小文字が含まれている場合，これらの文字は半角の英大文字に変換
されます。

（5） 指定例

指定例を次に示します。

● TSサーバーに登録されているテキストデータベースの名称と数を取得する場合
MDBINF DB

●テキストデータベース「新聞記事」の詳細情報を取得する場合
MDBINF DETAIL 新聞記事

●テキストデータベース「研究論文」の構造情報を取得する場合で，テキストデータ
ベース「研究論文」は，構造文書用テキストデータベースであるとき
MDBINF STRUCT 研究論文
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（6） 実行結果の出力形式

（a）DB句を指定した場合

DB句を指定した場合の実行結果の出力イメージを次に示します。

構造体の定義
typedef struct TS2T_SCMDOT_MDBINF_DB {
  long lDbcnt;
  char caDbname[1][TS2DSZ_NAME];
} TS2T_SCMDOT_MDBINF_DB;
 

lDbcnt
TSサーバーに登録されているテキストデータベースの数が設定されます。

caDbname
テキストデータベース名が設定されます。lDbcntでの値分繰り返されます。

（b）DETAIL句を指定した場合

DETAIL句を指定した場合の実行結果の出力イメージを次に示します。
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構造体の定義
typedef struct TS2T_SCMDOT_MDBINF_FINDFILE {
  char caName[TS2DSZ_NAME];
  char caReserve[36];
} TS2T_SCMDOT_MDBINF_FINDFILE;
typedef struct TS2T_SCMDOT_MDBINF_INFFILE {
  char caName[TS2DSZ_NAME];
  char caReserve[36];
} TS2T_SCMDOT_MDBINF_INFFILE;
typedef struct TS2T_SCMDOT_MDBINF_FILE {
  long lFileType;
  union {
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   TS2T_SCMDOT_MDBINF_FINDFILE tFind;
   TS2T_SCMDOT_MDBINF_INFFILE  tInf;
  } unDetail;
} TS2T_SCMDOT_MDBINF_FILE;
typedef struct TS2T_SCMDOT_MDBINF_DETAIL { 
  char                        caDb[TS2DSZ_NAME];
  char                        cDct;
  char                        cDBType;
  char                        caRsv[2];
  long                        lMaxid;
  char                        caRsv2[44];
  long                        lFileEntry;
  TS2T_SCMDOT_MDBINF_FILE     tFile[1];
} TS2T_SCMDOT_MDBINF_DETAIL;
 

TS2T_SCMDOT_MDBINF_FINDFILE
検索対象ファイル構造体です。

caName
指定したテキストデータベースの検索対象ファイル名が設定されます。

caReserve
予備

TS2T_SCMDOT_MDBINF_INFFILE
関連情報ファイル構造体です。

caName
指定したテキストデータベースの関連情報ファイル名が設定されます。

caReserve
予備

TS2T_SCMDOT_MDBINF_FILE
ファイル情報構造体です。

lFileType
ファイルの種別が次に示す定数で設定されます。
• TS2D_SCMD_FILETYPE_FIND：検索対象ファイル
• TS2D_SCMD_FILETYPE_INF：関連情報ファイル

TS2T_SCMDOT_MDBINF_DETAIL
DB詳細情報を格納する構造体です。

caDb
テキストデータベース名が設定されます。

cDct
同義語辞書の設定の有無が設定されます。指定したテキストデータベースに同
義語辞書が設定されている場合は，1が出力されます。

cDBType
テキストデータベースの種別が次に示す定数で設定されます。
98



4.　サーチコマンドの文法
• TS2D_SCMD_DBTYPE_STD：構造を持たないテキストデータベース
• TS2D_SCMD_DBTYPE_STRUCT：構造を持つテキストデータベース
• TS2D_SCMD_DBTYPE_XML：XMLのテキストデータベース

caRsv
予備

lMaxid
登録された最大文書 IDが設定されます。

caRsv2
予備

lFileEntry
指定したテキストデータベースのファイル数が設定されます。

tFile
ファイル情報構造体です。lFileEntryでの値分，構造体が存在します。

（c）STRUCT句を指定した場合

STRUCT句を指定した場合の実行結果の出力イメージを次に示します。
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構造体の定義
typedef struct TS2T_SCMDOT_MDBINF_STRUCT { 
  unsigned long  ulType; 
  unsigned long  ulNext; 
  unsigned long  ulDown;
  char           caName[1]; 
} TS2T_SCMDOT_MDBINF_STRUCT; 
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ulType
caNameに出力された文字列が構造名，または属性名のどちらであるかを判断
する次の定数が設定されます。
• TS2D_SCMD_STTYPE_STRUCT

caNameに出力された文字列は構造名です。
• TS2D_SCMD_STTYPE_ATTR

caNameに出力された文字列は属性名です。

ulNext
構造体 TS2D_SCMDOT_MDBINF_STRUCTがある場合，オフセットが設定さ
れます。ない場合は，0xffffffffが設定されます。

ulDown
下位の構造体 TS2D_SCMDOT_MDBINF_STRUCTのオフセットが設定されま
す。

caName
構造名，または属性名が文字列で設定されます。
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4.3.6　MDISPLAY（検索結果の文書の出力）

（1） 形式
MDISPLAY　ファイル名,｛集合情報,outd(出力文書指定)｜sdid(文書ID指定)｝
                         〔,tsize(文書範囲指定)〕

（2） 機能

検索した結果の文書を，テキストデータベースから取得します。

（3） オプション

ファイル名
取得する文書の検索対象ファイル名または関連情報ファイル名を指定します。

集合情報
出力する文書の集合の形式を，次の形式で指定します。
｛set（検索結果集合 ID）｜ RANK｝

• set（検索結果集合 ID）
出力する文書が属する検索結果集合の IDを指定します。

• RANK
サーチコマンドMFINDでのランキング検索の結果を基に文書が出力されます。
したがって，RANKを指定する場合は，ランキングオプションを指定したサーチ
コマンドMFINDが実行されている必要があります。
RANKで指定した情報がソートされるかは，サーチコマンドMFINDのランキン
グオプションの指定によって決まります。

出力文書指定
出力する文書を，次の形式で指定します。
• ALL
検索結果集合，またはランキング検索の結果に含まれるすべての文書が出力され
ます。

• 番号１－番号２
検索結果集合，またはランキング検索の結果に含まれる番号１番目から番号２番目

までの文書が出力されます。番号とは，検索結果集合またはランキング検索の結
果で何番目の文書かを示します。

• 番号〔〔,番号〕…〕
番号に指定した文書が出力されます。番号とは，検索結果集合またはランキング
検索の結果で何番目の文書かを示します。

文書 ID指定
出力する文書の文書 IDを，次の形式で指定します。
• 文書 ID〔〔,文書 ID〕…〕
指定された文書 IDに応じた文書が出力されます。

• 文書 ID１－文書 ID２
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文書 ID１から文書 ID２までの文書 IDに応じた文書が出力されます。

文書範囲指定
出力する文書の範囲をバイト数で指定します。形式は次のとおりです。
• 位置－
指定した位置以降の文書が出力されます。

•〔－〕位置
指定した位置までの文書が出力されます。

• 位置－位置
指定した位置の範囲での文書が出力されます。

（4） 注意事項

●このコマンドを実行する前にサーチコマンドMSTARTコマンドを実行して，使用す
るテキストデータベースの検索セションを開始しておいてください。

● OSがWindowsの場合，サーチコマンドMDISPLAYで取得した文書をWindowsの
環境などで出力すると，表示が不正になるときがあります。これは，サーチコマンド
MDISPLAYで取得した文書の改行コード（0x0a）とWindowsの環境での改行コード
（0x0d＋ 0x0a）が異なるためです。必要に応じて，文書の改行コードを変換して出力
してください。

（5） 指定例

指定例を次に示します。

●検索結果集合 ID10の集合に含まれる文書を「本文」ファイルから出力する場合
MDISPLAY 本文 ,set(10),outd(ALL)

●ランキング検索で得た結果に含まれる文書のうち，上位 50文書を「見出し」ファイ
ルから出力する場合
MDISPLAY 見出し ,RANK,outd(1-50)

●検索結果集合 ID10の集合に含まれる文書のうち，先頭 20バイトを「本文」ファイル
から出力する場合
MDISPLAY 本文 ,set(10),outd(ALL),tsize(-20)

●文書 ID15の文書を「記事」ファイルから出力する場合
MDISPLAY 記事 ,sdid(15)

（6） 実行結果の出力形式

サーチコマンドMDISPLAYを指定した場合の実行結果の出力イメージを次に示します。
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構造体の定義
typedef struct TS2T_SCMDOT_MDISPLAY {
  long lTextcnt;
  struct {
    long lTextid;
    long lOffset;
    long lLength;
    long lScore;
  } txtdir[1];
} TS2T_SCMDOT_MDISPLAY;
 

lTextcnt
取得した文書の件数が設定されます。

lTextid
取得した文書の文書 IDが設定されます。

lOffset
文書の格納位置を示す構造体の先頭からの相対オフセット値が設定されます。

lLength
文書の長さが設定されます。

lScore
ランキング検索での検索結果が存在する場合，文書に対するスコア値が設定さ
れます。ランキング検索での結果が存在しない場合は，０が設定されます。

txtdir
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取得した文書に関する情報が設定されます。
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4.3.7　MEND（テキストデータベースの使用終了宣言）

（1） 形式
MEND

（2） 機能

検索するテキストデータベースの使用を終了する宣言をして，検索セションを終了しま
す。

（3） 注意事項

すでに使用開始を宣言しているテキストデータベースに対して実行してください。

（4） 指定例

指定例を次に示します。

●テキストデータベースの使用を終了する場合
MEND
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4.3.8　MFIND（全文検索）

（1） 形式
MFIND　条件式〔,ランキングオプション〕
            〔,検索オプション〔,検索オプション〕…〕
　

条件式
検索条件式｜複合条件式｜特定構造検索条件式
• 検索条件式
ファイル名〔構造名指定〔［構造重み値］〕〕:演算式

• 構造名指定
<構造名〔.構造名〔.構造名〕…〕〔:属性名〕>

• 演算式
演算子（項〔〔,項〕…〕）

• 演算子
｛eq｜ fand｜ for｜｛c|C｝｛=｜ <=｜ >=｝距離｝
• 項
｛'検索ターム '〔[検索ターム重み値 ]〕｜演算式｝

• 複合条件式
複合論理演算子 (要素〔〔,要素〕…〕)

• 複合論理演算子
｛AND｜ OR｜ NOT｝

• 要素
｛SET(検索結果集合 ID)｜検索条件式｜複合条件式｜特定構造検索条件式｝

• 特定構造検索条件式
SAND(ファイル名 <特定構造名〔〔.特定構造名〕…〕>,検索条件式 ,検索条件

式 ,〔〔,検索条件式〕…〕)

ランキングオプション
RANK〔〔スコア算出方法〕〔論理演算指定時のスコア算出方法〕〔ランキング詳細指

定〕〕
• スコア算出方法
〔COUNTS〕

• 論理演算指定時のスコア算出方法
〔BOOLEAN｜ TOTAL〕

• ランキング詳細指定
〔SCORE｜ SORT〔対象件数〔FORCE〕〕〕

検索オプション
〔EXPANS〔展開モード〕〕｜〔BASE〔検索結果集合 ID〕〕
• 展開モード
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〔U〕〔k〕〔a〕〔h〕〔e〕

（2） 機能

指定した条件に従って，テキストデータベースを検索します。

（3） オプション

条件式
検索の条件を，次の形式で指定します。
検索条件式｜複合条件式｜特定構造検索条件式

検索条件式
検索条件式は，次の形式で記述します。
ファイル名〔構造名指定〔［構造重み値］〕〕：演算式
• ファイル名
検索対象ファイルを指定します。

• 構造名指定
特定の構造を指定して検索する場合，構造名を指定します。構造名は，次の形式
で指定します。
＜構造名〔．構造名〔．構造名〕…〕〔：属性名〕＞

• 構造名
検索する構造名を指定します。
構造名は，テキストデータベースに登録された文書に存在する構造名だけを指定
できます。このため，DTDに指定されていても文書に存在しない構造名を指定し
た場合は，エラーになります。

• 属性名
構造に指定された属性を条件にして検索する場合，構造に対する属性名を指定し
ます。

•［構造重み値］
検索条件式中の構造に重み（重要度）を付ける場合に指定します。複合条件式を
使用して複数の検索条件式を記述する場合で，ランキング機能を使用するときに
指定します。
構造重み値は，１～ 100の整数を［］で囲んで指定します。数値が大きいほど，
重要度も上がります。省略した場合は１が仮定されます。

• 演算式
演算式は，次の形式で指定します。
演算子（項〔〔,項〕…〕）

• 演算子
次の演算子を指定します。

• eq
項に指定した検索タームを検索します。項には文字列だけを指定できます。

• fand
項同士の論理積を検索結果とします。したがって，すべての項が存在または成立
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することを条件にする場合に指定します。
fandを指定する場合は，二つ以上の項を指定してください。さらに，項には検索
タームまたは eqを除く演算式を指定してください。

• for
項同士の論理和を検索結果とするため，項の中で少なくとも一つが存在，または
成立することを条件にする場合に指定します。
forを指定する場合は，二つ以上の項を指定してください。さらに，項には検索
ターム，または eqを除く演算式を指定してください。

•｛c|C｝｛=｜ <=｜ >=｝距離
項と項の間の文字列を条件にした検索（近傍条件検索）の場合に指定します。項
は二つ指定してください。指定できる項は，検索タームまたは近傍条件を記述し
た演算式だけです。
なお，各演算子（c（または C）と =（または <=および >=）と距離）の間に空白
などを記述しないでください。
演算子の意味を次の表に示します。

• 項
検索の条件になる文字列（検索ターム）を指定します。検索タームの代わりに演
算式を指定することもできます。
項は，次の形式で指定します。
'検索ターム '〔［検索ターム重み値］〕｜演算式

• 検索ターム
検索する文字列を '（アポストロフィ）で囲んで指定します。ただし，次に示す文
字が検索タームに含まれる場合は，各文字の前に ¥（円記号）を指定してくださ

演算子 意味

c 項の順序を条件にしない場合に指定し
ます。

C 項の順序を条件にする場合に指定しま
す。
Cを指定すると最初に指定した項に続
いて，二つ目の項が現れることを条件
とします。

= 項と項との間の文字列が，距離で指定
する値と一致することを条件にする場
合に指定します。

<= 項と項との間の文字列が，距離で指定
する値以下であることを条件にする場
合に指定します。

>= 項と項との間の文字列が，距離で指定
する値以上であることを条件にする場
合に指定します。

距離 項と項の間の文字数を０以上の整数で
指定します。
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い。
＊　？　｜　￥　＾　［　］　，　（　）　’
検索タームにはワイルドカード，および特殊文字を指定できます。ワイルドカー
ド，および特殊文字は半角で指定してください。
指定できるワイルドカード，および特殊文字の意味を次の表に示します。

表 4-2　指定できるワイルドカード，および特殊文字

表 4-3　除外文字検索用の特殊文字の指定例

ワイルドカード，および特殊文字 意味

* ０文字以上の任意の文字列に相当しま
す。

? 任意の１文字に相当します。

| 構造の先頭または末尾に一致します。

¥ ワイルドカードまたは特殊文字の意味
を消します。

^ 直後にある１文字を検索対象から除外
します。ただし，特殊文字をエスケー
プ文字（¥）と同時に指定した 2文字
は，1文字とみなして除外します。

[ , ] 除外する１文字を ,（半角コンマ）で
区切って 2個以上指定する場合に使用
します。

指定例
意味

ローマ ^字
「ローマ ?」から「ローマ字」の場合
を除外して検索します

^誤文書
「?文書」から「誤文書」の場合を除
外して検索します

データ ^ベ ^ー ^ス
「データ ???」から「データベース」
の場合を除外して検索します

テキスト ^¥*
「テキスト ?」から「テキスト *」の
場合を除外して検索します

大阪 ^[府 ,市 ] 「大阪 ?」から「大阪市」と「大阪府」
の場合を除外して検索します

文書 ^[の ,を ]管理 「文書 ?管理」から「文書の管理」と
「文書を管理」を除外して検索します
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！！！！ 注意事項
 

除外文字検索を使用する場合

• 除外対象文字だけを検索タームに指定すると，不正な検索条件としてエラーとなります。
検索タームには，検索対象文字と除外対象文字を併せて指定してください。
ワイルドカード検索の場合も *で区切られた個々の文字列に除外文字の指定をする場合
は，検索対象文字を併せて指定する必要があります。
指定例を次に示します。
誤った例：^ア，^[ア ,イ ]，^ア *，^ア *イ，ア *^イ，?^ア
正しい例：^アイ，^[ア ,イ ]ウ，イ ^ア *，ウ ^ア *イ，ア *^イウ，?^アイ

• 除外文字検索は同義語展開されません。
•「^誤文書」を検索する場合，「?文書」から「誤文書」を除外するので，構造または文書
の先頭が「文書」で始まる文書はヒットしません。
同じように「大阪 ^府」で検索した場合，構造または文書の終端が「大阪」の文書はヒッ
トしません。

•［検索ターム重み値］
検索タームに重み（重要度）を付ける場合に指定します。fand，forおよび近傍条
件検索で複数の検索タームを記述する場合で，ランキング機能を使用するときに
指定できます。
検索ターム重み値は，１～ 100の整数を［］で囲んで指定します。数値が大きい
ほど重要度も上がります。省略した場合は 1が仮定されます。

複合条件式
検索結果同士の論理演算を検索条件とします。複合条件式は，次の形式で指定しま
す。
複合論理演算子（要素〔〔，要素〕…〕）
• 複合論理演算子
要素または要素間の検索条件を指定します。次の複合論理演算子を指定します。

• AND
要素同士の論理積を検索結果とします。ANDを指定する場合は，二つ以上の要素
を指定してください。

• OR
要素同士の論理和を検索結果とします。ORを指定する場合は，二つ以上の要素を
指定してください。

• NOT
要素の排他（補集合）を検索結果とするため，指定した要素以外の文書を検索す
る場合に指定します。
要素は一つ指定してください。NOTを指定した場合は，ランキングオプションは
無視されます。

• 要素
検索の条件にする検索結果集合，または条件式を指定します。要素は次の形式で
指定します。
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• SET（検索結果集合 ID）｜検索条件式｜複合条件式｜特定構造検索条件式
SET句を指定した要素と，条件式を指定した要素を混在して記述できません。ま
た，SET句を指定した場合，ランキングオプション，および BASE以外の検索オ
プションの指定は，無視されます。

• 検索結果集合 ID
検索時に取得した検索結果集合 IDを指定します。

特定構造検索条件式
複数の構造を対象として，指定した条件を満たす構造が，ある特定の構造に含まれ
るかどうかを検索する場合に指定します。特定構造検索条件式は，次の形式で指定
します。
SAND（ファイル名＜特定構造名〔〔.特定構造名〕…〕＞ ,検索条件式 ,検索条件

式 ,〔〔,検索条件式〕…〕）

• ファイル名
検索対象ファイルを指定します。

• 特定構造名
範囲を特定するための構造名を指定します。
特定構造名は，テキストデータベースに登録された文書に存在する構造名だけを
指定できます。このため，DTDに指定されていても文書に存在しない構造名を指
定した場合は，エラーになります。

ランキングオプション
検索結果に重み（重要度）を付けて検索する場合に指定します。ランキングオプ
ションを指定して検索すると，それまでのランキング検索の結果は消去されます。
ランキングオプションは，次の形式で指定します。
RANK〔〔スコア算出方法〕〔論理演算時スコア算出方法〕〔ランキング詳細指定〕〕

• スコア算出方法
ランキングのために与えるスコア（得点）の算出方法を指定します。スコア算出
方法には COUNTSを指定します。

• COUNTS
ヒットした検索タームの数，または成立した条件の数に基づいてスコアが付けら
れる方法です。

論理演算指定時のスコア算出方法
論理演算時のスコア算出方法を指定します。論理演算時のスコア算出方法は次の形
式で指定します。この指定を省略した場合，BOOLEANが仮定されます。
BOOLEAN｜ TOTAL

• BOOLEAN
BOOLEAN方式でスコアの算出をします。検索条件が論理積のときは，演算対象
（検索タームまたは検索条件）の文書内でのそれぞれの出現数のうち，最小値に基
づいてスコアが付けられる方式です。検索条件が論理和のときは，演算対象の文
書内でのそれぞれの出現数のうち，最大値に基づいてスコアが付けられる方式で
す。
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• TOTAL
スコア総和方式でスコアの算出をします。検索条件が論理積のときも論理和のと
きも，演算対象の文書内でのそれぞれの出現数の合計値に基づいてスコアが付け
られる方式です。

ランキング詳細指定
ランキングの方法を指定します。ランキング詳細指定は，次の形式で指定します。
指定を省略した場合は SCOREが仮定されます。
SCORE｜ SORT〔対象件数〔FORCE〕〕

• SCORE
スコアを算出する場合に指定します。

• SORT〔対象件数〔FORCE〕〕
ヒット件数が対象件数に指定した値以下の場合は，算出されたスコアをキーとし
て降順にソートされます。対象件数を省略した場合は，1,000が仮定されます。
FORCEを指定すると，ヒット件数が対象件数での値を超える場合でも降順に
ソートされ，上位から対象件数分の情報でランキングされます。
FORCEが指定されていない場合にヒット件数が対象件数を超えるときは，ラン
キングされません。
対象件数に大きな値を指定したり，FORCEを指定したときにヒット件数が多
かったりすると，処理時間が長くなりますので注意してください。

検索オプション
検索時の展開モード，またはベースを指定します。検索オプションを省略した場合
は，サーチコマンドMOPTで指定された値が仮定されます。
検索オプションには EXPANS句，または BASE句を指定します。
• EXPANS〔展開モード〕
検索タームの展開モードを指定します。展開モードを省略すると，同義語・異表
記展開検索されません。
展開モードは次の表に示す 5種類を組み合わせて指定します。

• BASE〔検索結果集合 ID〕
検索時のベースを指定します。

• 検索結果集合 ID
検索のベースにする検索結果集合の IDを指定します。ここで指定した検索結果集

展開モード 意味

U 検索タームを同義語展開する場合に指定します。ただし，同義語辞書が設定されてい
ない場合は，エラーになります。

k 検索タームかたかな異表記展開する場合に指定します。

a 検索タームをアルファベット異表記展開する場合に指定します。

h 検索タームを半角アルファベット異表記展開する場合に指定します。

e 検索タームを全角・半角異表記展開する場合に指定します。
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合に含まれる文書が検索の対象になります。なお，０を指定すると，すべての文
書が検索の対象になります。検索結果集合 IDを省略すると０が仮定されます。

（4） 注意事項

このコマンドを実行する前に，サーチコマンドMSTARTを実行して，使用するテキスト
データベースの検索セションを開始しておいてください。

（5） 指定例

●検索条件式の記述例 1
• ファイル名「新聞記事」から「社会」および「政治」という単語がどちらも存在す
る文書を検索する場合
MFIND 新聞記事 :fand('社会 ','政治 ')

●検索条件式の記述例 2
• 検索条件式の記述例 1に「社会」に重みを付けてランキング検索する場合
MFIND 新聞記事 :fand('社会 '[5],'政治 '),RANK COUNTS SORT

●複合条件式の記述例 1
• 構造名「見出し」に「消費税」が含まれる文書，および構造名「本文」に「5％」が
含まれる文書を検索する場合
MFIND AND(新聞記事 <文書 .見出し >:eq('消費税 '),新聞記事 <文書 .本文

>:eq('5％'))

●複合条件式の記述例 2
• 複合条件式の記述例 1に，構造「本文」に重みを付けてランキング検索する場合
MFIND AND(新聞記事 <文書 .見出し >:eq('消費税 '),

新聞記事 <文書 .本文 >[10]:eq('5％')),

RANK COUNTS SORT 100 FORCE

●特定構造検索条件式の記述例
• ファイル名「研究論文」から，章見出しに「イントラネット」を含んでいる場合で，
章題に「ホームページ」を含む文書を検索するとき
ただし「イントラネット」および「ホームページ」は，同じ章に存在することを条
件とします。
MFIND SAND(研究論文 <本文 .章 >,研究論文 <本文 .章 .見出し >:eq('イン

トラネット '),研究論文 <本文 .章 .章題 >:eq('ホームページ '))

（6） 実行結果の出力形式

サーチコマンドMFIND（全文検索）を指定した場合の実行結果の出力イメージを次に
示します。
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構造体の定義
typedef struct TS2T_SCMDOT_MFIND {
   long          lBaseid;
   long          lNewid;
   long          lHitCnt;
   unsigned long ulFlag;
   long          lDisplaycnt;
} TS2T_SCMDOT_MFIND;
 

lBaseid
ベースの検索結果集合 IDが設定されます。

lNewid
検索結果集合 IDが設定されます。ヒットした文書がない場合は -1が設定され，
指定した検索条件に対する検索結果集合は作成されません。

lHitCnt
ヒットした文書の件数が設定されます。

ulFlag
次に示す定数が設定されています。状態を判定する場合は，値とマスク（ビッ
トの論理積）を取り，0以外の値になるかどうかを確認します。
マスク後，0以外の値は次の状態を意味します。
• TS2D_SCMD_CREATE_RANK：ランキング検索による検索結果が作成され
ました。

lDisplaycnt
TSサーバーが保持しているランキング情報の件数が設定されます。ランキング
指定がない場合は，-1が設定されます。
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4.3.9　MFIND（範囲指定検索）

（1） 形式
MFIND 関連情報ファイル名:rg('範囲指定ターム')〔,検索オプション〕

検索オプション
BASE〔検索結果集合 ID〕

（2） 機能

関連情報ファイルのテキストデータを検索タームとして，テキストデータベースを検索
します。

（3） オプション

関連情報ファイル名
検索対象となる関連情報ファイルを指定します。

範囲指定ターム
検索範囲として次のどれか指定します。指定した検索タームも検索対象となりヒッ
トします。
• 検索ターム 1,検索ターム 2
検索ターム 1と検索ターム 2の範囲を検索します。二つの検索タームの間は ,（コ
ンマ）で区切ります。なお，検索ターム 1と検索ターム 2の文字列を文字コード
順で前後逆に指定した場合，検索は無効になりヒットしません。

• 検索ターム 1,
指定した値以降を検索する場合は，1個の検索タームのあとに ,（コンマ）を指定
します。

• ,検索ターム 1
指定した値以前を検索する場合は，1個の検索タームの前に ,（コンマ）を指定し
ます。

範囲指定検索の検索タームには，ワイルドカード，および特殊文字は使用できませ
ん。また，次に示す文字が検索タームに含まれる場合は，各文字の前に ¥を指定して

ください。
＊　？　｜　¥　＾　［　］　，　（　）　’

検索オプション
検索時のベースを指定します。指定を省略した場合は，サーチコマンドMOPTで指
定された値が仮定されます。ただし，サーチコマンドMOPTの展開モード指定は無
視されます。
BASE〔検索結果集合 ID〕

検索時のベースを指定します。
• 検索結果集合 ID
検索のベースにする検索結果集合の IDまたは 0を指定します。ここで指定した検
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索結果集合に含まれる文書 IDの関連情報登録データが検索の対象となります。0
を指定すると，すべての関連情報登録データが検索の対象になります。指定を省
略した場合は，0が仮定されます。
検索結果集合 IDには，全文検索結果，範囲指定検索のどちらでも指定できます。
また，範囲指定結果集合の IDを，全文検索実行時に指定することもできます。
BASE指定を省略した場合は，ベースとなる検索結果集合は，サーチコマンド
MOPTの SRCHMODEオプションに指定した値となります。

（4） 注意事項

●このコマンドを実行する前に，サーチコマンドMSTARTを使用して，使用するテキ
ストデータベースの検索セションを開始してください。

●範囲指定検索の検索タームには，「付録 C　検索および登録に使用できる文字」の表
C-1および表 C-2に示す文字を使用してください。表 C-1および表 C-2に示す文字以
外を使用した場合，期待した検索結果を取得できない場合があります。

●範囲指定検索では，異表記展開および同義語辞書展開は実行できません。

●範囲指定検索では，大小文字・全角半角文字統一機能を使用できません。

●範囲指定検索の検索結果集合同士や，範囲指定検索と全文検索の検索結果集合を指定
した複合論理演算（集合間論理演算）を実行できます。ただし，集合間論理演算では，
検索対象ファイルに登録されていない文書 IDはヒットしません。このため，範囲指
定検索で集合間論理演算を実行する場合は，関連情報ファイルに登録した文書 IDを
検索対象ファイルにも登録しておく必要があります。

●データが 1件も登録されていない関連情報ファイルに対して範囲指定検索を実行する
と，サーチコマンドはエラーステータス -200001（エラーマクロ名
TS2DERL_ERR_IN_SERVER）となります。このときの TSサーバーのエラーコー
ドは 2067となります。

●次の検索を実行した場合は，サーチコマンドはエラーステータス -200001（エラーマ
クロ名 TS2DERL_ERR_IN_SERVER）となります。このときの TSサーバーのエ
ラーコードは 2006となります。
• 全文検索と範囲指定検索を同時に指定して実行した場合
ただし，範囲指定検索時に全文検索結果集合 IDを BASEに指定すると，絞り込み
検索が実行できます。同様に，全文検索時に範囲指定検索結果の集合 IDを BASE
に指定した場合も絞り込み検索が実行できます。

• 複合条件式やランキング検索など，範囲指定検索条件式以外で範囲指定検索を実行
した場合

• 範囲指定検索の検索タームにワイルドカードを指定して検索を実行した場合
• 検索対象ファイルに範囲指定検索を実行した場合
• 関連情報ファイルに対して全文検索を実行した場合
• 範囲指定検索の設定をしていない関連情報ファイルに対して範囲指定検索を実行し
た場合
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（5） 指定例

関連情報ファイル名「日時データ」に，範囲指定検索用データとして次のフォーマット
で文字列が登録されている場合を例に，指定例を示します。

フォーマット：YYYY/MM/DD hh:mm:ss
YYYY：西暦 4けた
MM：月 2けた（01～ 12）
DD：日 2けた（01～ 31）
hh：時間 2けた（00～ 23）
mm：分 2けた（00～ 59）
ss：秒 2けた（00～ 59）

• 西暦 2000年の範囲指定検索の場合
MFIND 日時データ：rg（'2000/01/01 00:00:00,2000/12/31 23:59:59'）

• 西暦 2001年以降の検索の場合
MFIND 日時データ：rg（'2001/01/01 00:00:00,'）

• 西暦 2000年以前の検索の場合
MFIND 日時データ：rg（',2000/12/31 23:59:59'）

（6） 実行結果の出力形式

サーチコマンドMFIND（範囲指定検索）を指定した場合の実行結果の出力イメージを
次に示します。

構造体の定義
typedef struct TS2T_SCMDOT_MFIND {
   long          lBaseid;
   long          lNewid;
   long          lHitCnt;
   unsigned long ulFlag;
   long          lDisplaycnt;
} TS2T_SCMDOT_MFIND;
 

lBaseid
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ベースの検索結果集合 IDが設定されます。

lNewid
検索結果集合 IDが設定されます。ヒットした文書がない場合は -1が設定され，
指定した検索条件に対する検索結果集合は作成されません。

lHitCnt
ヒットした文書の件数が設定されます。

ulFlag
0が設定されます。

lDisplaycnt
-1が設定されます。
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4.3.10　MINCREMENTAL（テキストデータベースのインク
リメンタル（最適化））

（1） 形式
MINCREMENTAL〔term(文字列)〔,force〕〕

（2） 機能

指定した文字列をインクリメンタル（最適化）します。

（3） オプション

文字列
インクリメンタルを実行したい文字列を次の形式で実行します。
'文字列 '〔〔,'文字列 '〕…〕
文字列は，2文字以上 3文字以下で指定します。文字列は 100個まで指定できます。
なお，インクリメンタルを実行する文字列中に次の半角文字を含む場合は，各文字
の前に ¥を指定してください。
＊　？　｜　￥　＾　［　］　，　（　）　’
• force
指定した文字列がインクリメンタルを実行する必要がないと判断できる場合でも，
インクリメンタルを実行します。

（4） 注意事項

●このコマンドを実行する前に，サーチコマンドMSTARTを実行して，使用するテキ
ストデータベースの検索セションを開始しておいてください。

●データベースに対して，データ登録（サーチコマンドMDATAMAKE）が実行されて
いる場合，このコマンドを実行するとエラーとなります。

●サーチコマンドタイムアウト機能は，このコマンドに対して機能しません。

●データベースのオープン時にメモリ常駐化定義ファイルを指定している場合，このコ
マンドを実行するとエラーとなります。

（5） 指定例

●テキストデータベースをインクリメンタルする場合
MINCREMENTAL
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4.3.11　MLOOK（検索タームの同義語・異表記展開の出力）

（1） 形式
MLOOK〔EXPANS　展開モード,〕OUTMODE　出力モード,term('検索ターム'〔,'検索
ターム'…〕)

展開モード
〔U｜ k｜ a｜ h｜ e〕

出力モード
〔ALL｜ COUNT〕

（2） 機能

指定した検索タームの同義語および異表記を展開して，結果を出力します。

（3） オプション

EXPANS〔展開モード〕
検索タームの展開モードを指定します。EXPANS句を省略すると，サーチコマンド
MOPTで指定された値が仮定されます。展開モードを省略すると，同義語・異表記
展開検索されません。

展開モード
展開モードは次の表に示す 5種類を組み合わせて指定します。

出力モード
検索タームの出力方法を指定します。出力モードは次のどちらかのモードを指定で
きます。
• ALL
実行結果として，異表記展開した結果とその語数が出力されます。

• COUNT
実行結果として，展開した語数だけが出力されます。

検索ターム
検索する文字列を '（アポストロフィ）で囲んで指定します。ただし，次に示す文字
が検索タームに含まれる場合は，各文字の前に￥を指定してください。

展開モード 意味

U 検索タームを同義語展開する場合に指定します。ただし，同義語辞書が設定されてい
ない場合は，エラーになります。

k 検索タームかたかな異表記展開する場合に指定します。

a 検索タームをアルファベット異表記展開する場合に指定します。

h 検索タームを半角アルファベット異表記展開する場合に指定します。

e 検索タームを全角・半角異表記展開する場合に指定します。
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＊　？　｜　￥　＾　［　］　，　（　）　’
検索タームには，ワイルドカードおよび特殊文字を指定できません。指定された場
合は，次のように処理されます。
• ＊または？が指定された場合
＊または？を境にして，前後の二つの検索タームに分割されて処理されます。例
えば，'ABC*XYZ'と指定した場合は，'ABC'と 'XYZ'の二つの検索タームが指定
されたものとして処理されます。

• ｜が指定された場合
文字列の先頭または末尾に指定された場合は無視されます。それ以外の個所にあ
る場合はエラーになります。

（4） 注意事項

●このコマンドを実行する前に，サーチコマンドMSTARTを実行して，使用するテキ
ストデータベースの検索セションを開始しておいてください。

●出力モードに ALLを指定した場合，サーチコマンドMLOOKの実行結果は直接参照
できません。サーチコマンドMLOOKの実行結果は，TS2F_mlookcnv関数で編集し
てください。

●大小文字統一機能を指定しているデータベースに対してこのコマンドを実行した場合
は，EXPANS ahを指定したものとして仮定されます。

●全角半角文字統一機能を指定しているデータベースに対してこのコマンドを実行した
場合は，EXPAN Seを指定したものとして仮定されます。

（5） 指定例

●「コンピューター」の異表記展開の結果を取得する場合で，展開モードはサーチコマン
ドMOPTでの設定値に従うとき
MLOOK OUTMODE ALL,term('コンピューター ')

●「コンピューター」および「パソコン」の同義語およびかたかな異表記展開の結果を取
得する場合
MLOOK EXPANS Uk,OUTMODE ALL,

term('コンピューター ','パソコン ')

●「パソコン」の同義語展開した語数を取得する場合
MLOOK EXPANS U,OUTMODE COUNT,

term('パソコン ')

（6） 実行結果の出力形式

出力モードに COUNTを指定した場合の実行結果の出力イメージを次に示します。
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構造体の定義
typedef struct TS2T_SCMDOT_MLOOK_COUNT {
  long lTermcnt;
} TS2T_SCMDOT_MLOOK_COUNT; 
 

• lTermcnt
異表記展開された単語の数が設定されます。

！！！！ 注意事項
 

出力モードに ALLを指定した場合の実行結果の出力イメージは，TS2F_mlookcnv関数を参
照してください。
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4.3.12　MOPT（検索オプションの指定）

（1） 形式
MOPT　検索オプション〔〔,検索オプション〕…〕

検索オプション
〔EXPANS〔展開モード〕〕｜〔SRCHMODE〔サーチモード〔検索結果集合 ID〕〕〕

• 展開モード
〔U｜ k｜ a｜ h｜ e〕

• サーチモード
〔U｜ H〕

（2） 機能

検索オプションを指定します。検索オプションには，次の２種類を指定できます。

• 展開モード
同義語・異表記展開した結果も検索条件にする場合に指定します。

• サーチモード
検索時のベース，およびベースの設定方法（サーチモード）を指定します。

（3） オプション

検索オプション
EXPANS句，または SRCHMODE句を指定します。
• EXPANS〔展開モード〕
検索タームの展開モードを指定します。展開モードを省略すると，同義語・異表
記展開検索されません。

• 展開モード
展開モードは次の表に示す 5種類を組み合わせて指定します。

SRCHMODE〔サーチモード〔検索結果集合 ID〕〕
検索時のベースを指定します。SRCHMODE句を省略すると，U 0が仮定されます。

サーチモード
次のどちらかのモードを指定します。

展開モード 意味

U 検索タームを同義語展開する場合に指定します。ただし，同義語辞書が設定されてい
ない場合は，エラーになります。

k 検索タームかたかな異表記展開する場合に指定します。

a 検索タームをアルファベット異表記展開する場合に指定します。

h 検索タームを半角アルファベット異表記展開する場合に指定します。

e 検索タームを全角・半角異表記展開する場合に指定します。
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• U
ユニバースサーチで検索します。ユニバースサーチとは，ベースにする検索結果
集合を固定して検索する方法です。

• H
ハイアラーキサーチで検索します。ハイアラーキサーチとは，検索結果から検索
を続け，検索結果を絞り込む方法です。

検索結果集合 ID
検索のベースにする検索結果集合の IDを指定します。ここで指定した検索結果集合
に含まれる文書が検索の対象になります。なお，0を指定すると，すべての文書が
検索の対象になります。検索結果集合 IDを省略すると 0が仮定されます。

（4） 注意事項

このコマンドを実行する前に，サーチコマンドMSTARTを実行して，使用するテキスト
データベースの検索セションを開始しておいてください。

（5） 指定例

●検索オプションの展開モードに，かたかな異表記展開および全角・半角異表記展開を
指定する場合
MOPT EXPANS ke

●検索結果集合 IDが 10の集合をベースにしてハイアラーキサーチで検索し，更に同義
語展開を指定する場合
MOPT SRCHMODE H 10,EXPANS U
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4.3.13　MOSTAT（検索オプションの設定値の取得）

（1） 形式
MOSTAT

（2） 機能

サーチコマンドMOPTで設定された検索オプションの設定値を取得します。

（3） 注意事項

このコマンドを実行する前に，サーチコマンドMSTARTを実行して，使用するテキスト
データベースの検索セションを開始しておいてください。

（4） 指定例

●サーチコマンドMOPTで設定した検索オプションの設定値を出力する場合
MOSTAT

（5） 実行結果の出力形式

サーチコマンドMOSTATの実行結果の出力イメージを次に示します。

構造体の定義
typedef struct TS2T_SCMDOT_MOSTAT {
   char          caDbname[TS2DSZ_NAME];
   long          lBaseid; 
   unsigned long ulExpans;
   unsigned long ulSrchmode;
} TS2T_SCMDOT_MOSTAT;
 

caDbname
使用しているテキストデータベースの名称が設定されます。

lBaseid
ベースの検索結果集合 IDが設定されます。

ulExpans
次の表に示す定数が設定されています。状態を判定する場合は，値とマスク
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（ビットの論理積）を取り，0以外の値になるかどうかを確認します。

ulSrchmode
サーチモードが次に示す定数で設定されます。
• TS2D_SCMD_SMODE_H：ハイアラーキモード
• TS2D_SCMD_SMODE_U：ユニバースモード

定数 意味

TS2D_SCMD_EXPN_DOUGI 同義語展開

TS2D_SCMD_EXPN_KATA かたかな異表記展開

TS2D_SCMD_EXPN_ALPHA アルファベット異表記展開

TS2D_SCMD_EXPN_HALPHA 半角アルファベット異表記展開

TS2D_SCMD_EXPN_EXCHG 全角・半角異表記展開
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4.3.14　MSORT（検索結果のソート）

（1） 形式
MSORT SET(検索結果集合ID),関連情報ファイル名[,｛ASC｜DESC｝]
                         〔,LIMIT 上限件数〕

（2） 機能

検索結果を，指定した関連情報ファイルに登録されているテキストデータでソートしま
す。

ソートキーとなるテキストデータは，関連情報ファイルに登録されている各データの先
頭から 32文字までです。「付録 C　検索および登録に使用できる文字」の表 C-1に示す
文字以外の文字がある場合は，その文字の直前までがソートキーとして使用されます。
データが 32文字未満の場合は，登録されているだけのデータでソートします。また，2
バイト文字コードも 1バイト文字コードもそれぞれ 1文字として扱われます。

このコマンドの実行結果は，サーチコマンドMFINDの実行結果と同様に，検索結果集
合に格納されます。このため，検索結果集合 IDはサーチコマンドMSORT，および
MFINDの実行結果を通して，一意となります。

このコマンドの実行結果である検索結果集合 IDを指定して，サーチコマンド
MDISPLAYを実行すると，ソートされた順番で文書を取得できます。

（3） オプション

検索結果集合 ID
ソートする検索結果集合 IDを指定します。

関連情報ファイル名
ソート対象とする関連情報ファイル名を指定します。

ASC｜ DESC
ソート方法を指定します。指定を省略した場合は，ASCが仮定されます。
• ASC
昇順のソート結果を取得する場合に指定します。ソートキーとなるテキストデー
タが同じ場合は，文書 IDの昇順にソートされます。関連情報ファイルにソート
キーとなるデータが登録されていない文書 IDは，ソート結果の後方に文書 IDの
昇順に並びます。

• DESC
降順のソート結果を取得する場合に指定します。キーとなるテキストデータが同
じ場合は，文書 IDの降順にソートされます。関連情報ファイルにソートキーとな
るデータが登録されていない文書 IDは，ソート結果の後方に文書 IDの降順に並
びます。

LIMIT 上限件数
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ソート対象となる検索結果集合 IDの結果に含まれるヒット件数（ソート対象件数）
の上限値を，0以上の整数で指定します。ソート対象件数が上限値を超えている場
合はソートを実行しないで，サーチコマンドはエラーステータス -200001（エラー
マクロ名 TS2DEL_ERR_IN_SERVER）となります。このときの TSサーバーのエ
ラーコードは 2082となります。0を指定した場合は，ソート対象件数に関係なく，
ソートを実行します。
指定を省略した場合は，10,000が仮定されます。

（4） 注意事項

●このコマンドを実行する前にサーチコマンドMSTARTを実行して，使用するテキス
トデータベースの検索セションを開始しておいてください。

● LIMITに 0や大きな値を設定したときにソート対象件数が多かった場合，処理時間が
長くなります。

（5） 指定例

●検索結果集合 ID3の検索結果を「登録日時」関連情報ファイルで昇順にソートする場
合
MSORT SET(3),登録日時,ASC

または
MSORT SET(3),登録日時

●検索結果集合 ID5の検索結果を「登録日時」関連情報ファイルで降順にソートする場
合
MSORT SET(5),登録日時,DESC

●検索結果集合 ID10のソート対象件数が 1,500件以内の場合で「登録日時」関連情報
ファイルで昇順にソートするとき
MSORT SET(10),登録日時,ASC,LIMIT 1500

または
MSORT SET(10),登録日時,LIMIT 1500

●検索結果集合 ID15のソート対象件数が何件の場合でも「登録日時」関連情報ファイ
ルで降順にソートする場合
MSORT SET(15),登録日時,DESC,LIMIT 0

（6） 実行結果の出力形式

サーチコマンドMSORTの実行結果の出力イメージを次に示します。
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構造体の定義
typedef struct TS2T_SCMDOT_MSORT {
  long          lBaseid;
  long          lNewid;
  long          lBaseCnt;
  unsigned long ulFlag;
  long lSortCnt;
} TS2T_SCMDOT_MSORT;
 

lBaseid
ベースの検索結果集合 IDが設定されます。

lNewid
ソート結果の検索結果集合 IDが設定されます。

lBaseCnt
ソート対象になった件数が設定されます。

ulFlag
0が設定されます。

lSortCnt
ソート対象の文書 IDの中で，関連情報ファイルにデータが登録されていた有効
文書数です。

（7） 実行例

ソートの実行例を次に示します。
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4.3.15　MSTART（テキストデータベースの使用開始宣言）

（1） 形式
MSTART　テキストデータベース名

（2） 機能

検索するテキストデータベースの使用を開始する宣言をして，検索セションを開始しま
す。

（3） オプション

テキストデータベース名
使用するテキストデータベース名を指定します。

（4） 注意事項

●使用するテキストデータベースは，あらかじめオープンしておく必要があります。テ
キストデータベースはサーバーでオープンします。テキストデータベースのオープン
については，マニュアル「Bibliotheca2 TextSearch Version 2 システム管理者ガイド」
を参照してください。

●サーチコマンドMDBINF以外のサーチコマンドを使用する場合は，先にサーチコマ
ンドMSTARTを実行してください。

●すでに検索セションが開始しているテキストデータベースにサーチコマンドMSTART
を実行するとエラーになります。

（5） 指定例

●「議事録」という名称のテキストデータベースを使用する場合
MSTART　議事録
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4.3.16　MSWEEP（検索結果集合の削除）

（1） 形式
MSWEEP　〔検索結果集合ID〔,検索結果集合ID〕…〕

（2） 機能

検索結果集合を削除します。

（3） オプション

検索結果集合 ID
削除する検索結果の検索結果集合 IDを指定します。検索結果集合 IDを省略した場
合は，すべての検索結果が削除されます。
0または現在の検索セションにある最大の検索結果集合 IDを超える値が指定された
場合は，エラーになります。

（4） 注意事項

●このコマンドを実行する前に，サーチコマンドMSTARTを実行して，使用するテキ
ストデータベースの検索セションを開始しておいてください。

●すべての検索結果集合を削除した場合またはベースになる検索結果集合を削除した場
合は，ベースの検索結果集合 IDに０が設定されます。

（5） 指定例

●検索結果をすべて削除する場合
MSWEEP

●検索結果集合 ID５および６の検索結果を削除する場合
MSWEEP 5,6
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付録 A　Libraryの環境設定
ここでは，Libraryのインストール後の環境設定について，OSごとに説明します。

付録 A.1　OSがWindowsの場合の環境設定

（1） ポート番号の設定

インストールの終了後，servicesファイルに対して Libraryが使用するポート番号の定
義を追加する必要があります。

追加する行を次に示します。なお，行末には改行コードを入力してください。

servicesファイルのパス
OSのインストール先ディレクトリ ¥system32¥drivers¥etc¥services

追加する行
bib2ts     20025/tcp

TSサーバーにアクセスするアプリケーションプログラムをインストールしたマシンの
servicesファイルにも，同一のポート番号の設定が必要です。ポート番号の定義が無い
場合は，上記のポート番号を使用して動作します。

（2） インストールパス

Libraryを新規にインストールした場合のデフォルトインストールパスを次に示します。
なお，Runtime Libraryの場合インストールパスは固定です。

Development Kitまたは Server Libraryの場合
• 32bit OSの場合
OSドライブ :¥Program Files¥HITACHI¥Bib2TSDK

• 64bit OSの場合
OSドライブ :¥Program Files (x86)¥HITACHI¥Bib2TSDK

Runtime Libraryの場合
• 32bit OSの場合
OSドライブ :¥Program Files¥HITACHI¥Bib2TSLIB

• 64bit OSの場合
OSドライブ :¥Program Files (x86)¥HITACHI¥Bib2TSLIB

付録 A.2　OSが UNIXの場合の環境設定

（1） 通信環境の設定

インストールの終了後，通信環境を設定してください。設定内容を次に示します。
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hostsファイルの設定
/etc下の hostsファイルに，接続するサーバーマシンの IPアドレスを記述します。

servicesファイルの設定
/etc下の servicesファイルに，Server Libraryが使用するポート番号の定義を追加
します。追加する行を次に示します。なお，行末には，改行コードを入力してくだ
さい。
bib2ts    20025/tcp

TSサーバーにアクセスするアプリケーションプログラムをインストールしたマシンの
servicesファイルにも，同一のポート番号を設定してください。ポート番号の定義が無
い場合は，上記のポート番号を使用して動作します。

（2） インストールパス

Libraryをインストールした場合のインストールパスを次に示します。なお，インストー
ルパスは固定です。

/opt/Bib2TS/TS2/library

付録 A.3　文字コード種別の環境設定
接続するテキストデータベースの文字コード種別を環境変数 TSLANGで設定します。文
字コード種別の設定をしない場合は，シフト JISが設定されたものとします。設定する
値について次の表に示します。

表 A-1　TSLANGの指定値

付録 A.4　通信ソケットの環境設定
TSサーバーとの通信で使用するソケットの使用方法を，環境変数 TS2SOCKETで設定
できます。

通信ソケットの使用方法は，次の二つから選択します。

• アクション単位ソケット
セション確立，セション切断，サーチコマンド実行のアクション単位ごとにソケット
の生成，およびクローズを繰り返します。

クライアント側の文字コード種別 テキストデータベースの文字
コード種別

TSLANGの値

シフト JISコード sjis sjis

UTF-8コード utf-8または utf-8_ucs4
（JISX0221）

utf-8

utf-8-msまたは utf-8-ms_ucs4
（MS-Unicode）

utf-8-ms
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• セション単位ソケット
セション確立でソケット生成します。セション切断までソケットをクローズしません。

アクション単位ソケットは通信ソケットを必要な場合だけ確保するので，アクションが
ないときは通信ソケットを消費しません。しかし短時間にアクションを繰り返した場合，
OSの設定によっては OS側の通信ソケットの解放が間に合わず，通信ソケットの生成に
失敗するときがあります。

セション単位ソケットは，セション確立からセション切断まで一つの通信ソケットを維
持します。このため，通信ソケットを消費したままになりますが，通信ソケット生成の
失敗がほとんどありません。

アクションが頻繁に発生する場合は，セション単位ソケットを設定した運用を推奨しま
す。

アクション単位ソケットとセション単位ソケットの設定を次の表に示します。

表 A-2　通信ソケットの設定

• 値を指定しない場合，または不正な値を指定した場合は，デフォルトの設定で動作します。
• 通信ソケットの設定は，UAPが動作するマシンで行ってください。
• 通信ソケットの設定は，TS2F_con関数を発行した時点で有効になります。セション確立後に値
を変更した場合でも，セションを切断するまでセション確立時に設定した値が有効となります。

環境変数名 設定する値 説明

TS2SOCKET EACH アクション単位ソケットを使用する場合に指定します。
デフォルトの値です。

ONCE セション単位ソケットを使用する場合に指定します。
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付録 B　ユーザープログラムの作成例
図 B-1～図 B-8に Development Kitまたは Server Libraryを使った UAPの作成例を示
します。この UAPは，次の手順を実行するプログラムです。

1. 入力した検索タームを検索する
2. 該当した文書を一覧表示する
3. 一覧の中から，文書の内容をテキスト表示する

図 B-1　ユーザープログラムの作成例（1/8）
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図 B-2　ユーザープログラムの作成例（2/8）
140



付録 B　ユーザープログラムの作成例
図 B-3　ユーザープログラムの作成例（3/8）
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図 B-4　ユーザープログラムの作成例（4/8）
142



付録 B　ユーザープログラムの作成例
図 B-5　ユーザープログラムの作成例（5/8）
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図 B-6　ユーザープログラムの作成例（6/8）
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図 B-7　ユーザープログラムの作成例（7/8）
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図 B-8　ユーザープログラムの作成例（8/8）
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付録 C　検索および登録に使用できる文字
（1） シフト JISコードで使用できる文字

テキストデータベースの文字コード種別が sjisの場合，Bibliotheca2 TSで登録，および
検索に使用できる文字を次の表に示します。

表 C-1　登録するテキストデータに使用できる文字

（凡例）　－：該当しません。
注　上記以外の文字が登録文書中に含まれていても登録エラーにはなりません。ただし，上記以外
の文字は検索できません。

（2） UTF-8コードで使用できる文字

テキストデータベースの文字コード種別が utf-8，utf-8-ms，utf-8_ucs4，utf-8-ms_ucs4
のどれかの場合，Bibliotheca2 TSで登録，および検索に使用できる文字を次の表に示し
ます。

表 C-2　UTF-8コードで使用できる文字

注 1　上記以外の文字が登録文書中に含まれていても登録エラーにはなりません。ただし，上記以外
の文字は検索できません。
注 2　文字コード種別が utf-8，または utf-8-msのデータベースに 4バイト文字コードの文字が含ま
れる文書を登録した場合，エラーにはなりませんが 4バイト文字コードの文字は検索できません。4
バイト文字コードを検索する場合は，データベースの文字コード種別に utf-8_ucs4，または
utf-8-ms_ucs4を指定してデータベースを作成してください。
注 3　登録する文書が XML文書の場合，表 C-2の範囲の文字を encoding属性に従い変換したデー

使用できる文字コード（16進数）

文字種 1バイト目 2バイト目

１バイト文字コード 0x09
0x20～ 0x7E
0xA1～ 0xDF

－

２バイト文字コード 0x81～ 0x9F
0xE0～ 0xFC

0x40～ 0x7E
0x80～ 0xFC

文字種 使用できる文字コード（16進数）

1バイト文字コード 0x09
0x20～ 0x7E

2バイト文字コード UCSコード U+0080～ U+07FFを UTF-8にエンコードした文字コード

3バイト文字コード UCSコード U+0800～ U+FFFFを UTF-8にエンコードした文字コード

4バイト文字コード UCSコード U+010000～ U+10FFFFを UTF-8にエンコードした文字コー
ド
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タが使用できる文字です。

（3） 使用できない文字に関する注意

Bibliotheca2 TSでは，文字列中に使用できる文字以外（無効文字）が含まれている場合
は，検索タームを指定してもヒットしません。ただし，無効文字が登録文書中に含まれ
ている場合でも，登録は正常に処理されます。このため，文字列中に無効文字が含まれ
ている場合は注意が必要です。無効文字が不可視文字として含まれているときの検索を
例に説明します。

（例）連続した文字列中に，無効文字が不可視文字として含まれているときの検索
次の文字列を登録したとします。
• 表示されている文字列：日立
• 実際のデータ：日＜無効文字＞立
この場合，「日」と「立」の間に＜無効文字＞が含まれているため，1文字目は
「日」，＜無効文字＞は検索対象ではないので無視され，2文字目は「立」として登
録されます。つまり，連続した文字列「日立」ではなく，「日」と「立」の独立し
た文字として登録されます。
　

このとき，検索タームに「日立」を指定して検索を実行しても，登録データが「日」
と「立」の独立した文字のためにヒットしません。また，検索タームに＜無効文字
＞指定しても，＜無効文字＞は登録されていないためヒットしません。
このため，「日＜無効文字＞立」をヒットさせるには，検索タームを次のように指定
してください。
•「日 ?立」
•「日 *立」
•「日」と「立」の近傍条件

（4） UTF-8コードの JISX0221と MS-Unicodeの違い

UTF-8コードで運用するデータベース作成時の文字コード種別には，JISX0221準拠
（utf-8または utf-8_ucs4）と，MS-Unicode準拠（utf-8-msまたは utf-8-ms_ucs4）のど
ちらかを選択する必要があります。ただし，UTF-8コードの JISX0221とMS-Unicode
では，一部の文字の割り当てが違うため Bibliotheca2 TSの動作に影響を与える場合があ
ります。ここでは JISX0221とMS-Unicodeの Bibliotheca2 TSへの影響について，そ
れぞれ説明します。影響する内容を確認してから，登録データに使用されている文字
コードに合わせたデータベースの文字コード種別を選択してください。

（a）全半角文字統一機能および全角・半角異表記展開への影響

Bibliotheca2 TSには，同じ文字を全角文字と半角文字で区別なく検索できるようにする
ため，データベース作成時に指定する全半角文字統一機能，および検索実行時に指定す
る全角・半角異表記展開が存在します。しかし，JISX0221とMS-Unicodeでは全角文
字と半角文字の相互変換に対応する文字コードの一部に違いがあります。このため，違
いがある文字を使用して登録・検索を行う場合，JISX0221またはMS-Unicodeに合致
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しない文字コードはヒットしません。

違いがある文字ごとに対応するUTF-8の文字コードを，次の表に示します。

表 C-3　JISX0221と MS-Unicodeの文字別全半角対応 UTF-8 文字コード

注　括弧内は，UCS-2の文字コードを示します。

表 C-3に示す文字を全半角文字統一機能，または全角・半角異表記展開を使用して登録，
検索を実行する場合にヒットするかを次の表に示します。

表 C-4　登録文字コードと検索ターム文字コードの組み合わせによるヒット有無

文字 仕様 半角文字コード 全角文字コード

－（ハイフン） JISX0221 0x2D（U+002D） 0xE28892（U+2212）

MS-Unicode 0xEFBC8D
（U+FF0D）

¥（円記号） JISX0221 0xC2A5（U+00A5） 0xEFBFA5
（U+FFE5）

MS-Unicode 0x5C（U+005C）

~（チルダ） JISX0221 0xE280BE（U+203E） 0xEFBFA3
（U+FFE3）

MS-Unicode 0x7E（U+007E）

対象文字 登録文字コード データベースの文
字コード種別

検索タームの文字
コード

ヒット

－（ハイフン） 0x2D utf-8 0x2D ○

utf-8_ucs4 0xE28892 ○

0xEFBC8D ×

utf-8-ms 0x2D ○

utf-8-ms_ucs4 0xE28892 ×

0xEFBC8D ○

0xE28892 utf-8 0x2D ○

utf-8_ucs4 0xE28892 ○

0xEFBC8D ×

utf-8-ms 0x2D ×

utf-8-ms_ucs4 0xE28892 ○

0xEFBC8D ×

0xEFBC8D utf-8 0x2D ×

utf-8_ucs4 0xE28892 ×

0xEFBC8D ○

utf-8-ms 0x2D ○
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utf-8-ms_ucs4 0xE28892 ×

0xEFBC8D ○

¥（円記号） 0xC2A5 utf-8 0xC2A5 ○

utf-8_ucs4 0x5C ×

0xEFBFA5 ○

utf-8-ms 0xC2A5 ○

utf-8-ms_ucs4 0x5C ×

0xEFBFA5 ×

0x5C utf-8 0xC2A5 ×

utf-8_ucs4 0x5C ○

0xEFBFA5 ×

utf-8-ms 0xC2A5 ×

utf-8-ms_ucs4 0x5C ○

0xEFBFA5 ○

0xEFBFA5 utf-8 0xC2A5 ○

utf-8_ucs4 0x5C ×

0xEFBFA5 ○

utf-8-ms 0xC2A5 ×

utf-8-ms_ucs4 0x5C ○

0xEFBFA5 ○

~（チルダ） 0xE280BE utf-8 0xE280BE ○

utf-8_ucs4 0x7E ×

0xEFBFA3 ○

utf-8-ms 0xE280BE ○

utf-8-ms_ucs4 0x7E ×

0xEFBFA3 ×

0x7E utf-8 0xE280BE ×

utf-8_ucs4 0x7E ○

0xEFBFA3 ×

utf-8-ms 0xE280BE ×

utf-8-ms_ucs4 0x7E ○

0xEFBFA3 ○

0xEFBFA3 utf-8 0xE280BE ○

utf-8_ucs4 0x7E ×

対象文字 登録文字コード データベースの文
字コード種別

検索タームの文字
コード

ヒット
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（凡例）
○：ヒットします。
×：ヒットしません。

（b）エスケープ文字への影響

Bibliotheca2 TSでは辞書ソースファイル中，または検索条件式中の特殊文字を通常文字
として扱う場合，特殊文字の前にエスケープ文字として ¥（円記号）を追加します。ただ
し，辞書ソースファイル中には全角と半角の ¥を，検索条件式中には半角の ¥をエスケー
プ文字として追加します。

¥は JISX0221とMS-Unicodeで半角文字コードに違いがあるため，データベースの文
字コード種別に合わせて ¥の文字コードを指定する必要があります。文字コード種別が一
致しない場合は，エスケープ文字ではなく通常文字として処理されます。

¥をエスケープ文字，または通常文字のどちらで取り扱うかを次の表に示します。

表 C-5　¥（円記号）の取り扱い

0xEFBFA3 ○

utf-8-ms 0xE280BE ×

utf-8-ms_ucs4 0x7E ○

0xEFBFA3 ○

対象 データベース文字コー
ド種別

指定文字コード 取り扱い

辞書ソースファイル中 utf-8 0xC2A5 エスケープ文字

utf-8_ucs4 0x5C 通常文字

0xEFBFA5 エスケープ文字

utf-8-ms 0xC2A5 通常文字

utf-8-ms_ucs4 0x5C エスケープ文字

0xEFBFA5 エスケープ文字

検索条件式中 utf-8 0xC2A5 エスケープ文字

utf-8_ucs4 0x5C 通常文字

utf-8-ms 0xC2A5 通常文字

utf-8-ms_ucs4 0x5C エスケープ文字

対象文字 登録文字コード データベースの文
字コード種別

検索タームの文字
コード

ヒット
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付録 D　XMLファイルを全文検索用データファイル
に変換する

XMLファイルを全文検索用データファイルに変換する場合は，
TS2F_well_formed_xmlcpl関数，または TS2XMLcnvコマンドを使用します。
TS2F_well_formed_xmlcpl関数の詳細については「3.　関数の文法」を参照してくださ
い。ここでは，TS2XMLcnvコマンドについて説明します。

（1） 形式
TS2XMLcnv  -h  全文検索用データ変換定義ファイル名
          -e  エラー出力ファイル名
          -m  文字コード種別
          〔-r〕

（2） 機能

XMLファイルを全文検索用データファイルに変換します。

（3） 引数

-h　全文検索用データ変換定義ファイル名
全文検索用データ変換定義ファイル名を 200バイト以内のフルパスで指定します。
全文検索用データ変換定義ファイルの詳細については，次項の「（4）XML文書の制
限」を参照してください。

-e　エラー出力ファイル名
エラー情報を出力するファイル名を 200バイト以内のフルパスで指定します。
既存のファイル名を指定した場合は，既存のファイル内容の最後にエラー情報を出
力します。

-m　文字コード種別
出力する全文検索用データの文字コードを指定します。指定できる文字コード種別
は utf-8，utf-8-msです。
文字コード種別は，登録するデータベースの文字コード種別に応じて指定値を決定
します。指定する文字コード種別を次に示します。

-r
同じ名称のファイルがすでに存在している場合は，新しいファイルに置き換えます。

データベースの文字コード種別 全文検索用データの文字コード種別

utf-8 utf-8

utf-8_ucs4

utf-8-ms utf-8-ms

utf-8-ms_ucs4
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（4） XML文書の制限

TS2XMLcnvコマンドで変換できる XML文書は，Cosminexus XML Processorが処理
できる範囲です。Cosminexus XML Processorについては，マニュアル「Cosminexus 
XML Processorユーザーズガイド」を参照してください。

XML文書を変換する場合は，次の点に注意してください。

XML文書のサイズ
入力できる 1文書のサイズは，最大 3MBです。ただし，変換した全文検索用ファイ
ルのサイズが 1MBを超える場合，MDATAMAKEコマンドを使用した全文検索用
データファイルの登録はできません。1MBを超える全文検索用データファイルを登
録する場合は，TSサーバーのユティリティコマンド TS2DTcplを使用して登録して
ください。
ユティリティコマンド TS2DTcplの詳細については，マニュアル「Bibliotheca2 
TextSearch Version 2　システム管理者ガイド」を参照してください。

XML文書の構造
複数の XML文書を一つのテキストデータベースに登録する場合は，最上位タグ名
称を同じにしてください。下位の構造は同じにする必要はありません。なお，テキ
ストデータベースの最上位タグ名称は，テキストデータベースを作成したときに指
定した構造検証用ファイルの最上位タグ名称です。

タグ名称
タグ名称に半角英小文字が含まれている場合は，半角英大文字として扱われます。
大文字小文字の区別はされません。

タグのネスト数
タグのネスト数（深さ）は 100を上限とします。ただし，属性が指定できるネスト
数（深さ）は 99が上限です。

XML文書のエンコーディング属性
XML文書の文字コードは，XMLパーサや XSLTトランスフォーマの入出力 XML
文書に記述する XML宣言の encoding属性（encoding="XXX"の XXXの部分）に
指定します。Bibliotheca2 TSで指定できる encoding属性は次のとおりです。
• UTF-8
• UTF-16
• UTF-16BE
• UTF-16LE
• US-ASCII
• ISO-10646-UCS-2

補足説明
encoding属性が UTF-8以外の XML文書を登録した場合でも，クライアントで
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指定する検索条件式の文字コードや，クライアントが取得する文書データの文
字コードは UTF-8となります。

XML文書の仕様
XML文書は次の仕様で解析を行ないます。
• 外部一般エンティティおよび，外部パラメタエンティティの取り込みを行ないま
すので，指定した URIが参照できるようにしてください。

• XML1.0の名前（プレフィックス付き）と属性（xmlns宣言も属性として扱いま
す）を有効にします。

• 妥当性制約の検証は行ないません。

なお，Bibliotheca2 TSでは HTTPの外部参照はサポートしていません。XML文書に
HTTPの外部参照が記載されている場合，Cosminexus XML Processerが自動的に接続
します。ネットワーク環境により接続ができない場合は，接続のタイムアウトまで無応
答になります。このため，XML文書に HTTPの外部参照が記載されている場合は，記
載を削除することをお勧めします。

（5） 全文検索用データ変換定義ファイルの記述形式

全文検索用データ変換定義ファイルは次の形式で記述します。

記述形式
△ 0入力する XMLファイル名△ 0，△ 0出力する全文検索用データファイル名△
0<改行 >
［△ 0入力する XMLファイル名△ 0，△ 0出力する全文検索用データファイル名△
0<改行］…

説明
• 入力する XMLファイル名
登録する XML文書ファイル名をフルパスで指定します。ディレクトリおよびファ
イル名は，空白，タブ，半角コンマ以外の ASCIIコードで指定してください。

• ,（半角コンマ）
入力する XMLファイル名と出力する全文検索用データファイル名の区切り文字と
して ,（半角コンマ）を指定します。

• 出力する全文検索用データファイル名
出力する全文検索用データファイル名をフルパスで指定します。ディレクトリお
よびファイル名は，空白，タブ，半角コンマ以外の ASCIIコードで指定してくだ
さい。

記述上の注意事項
• *（半角アスタリスク）で始まる行はコメント行とみなします。
• 行に空白やタブ，または改行しかない場合は無視します。
• 一つの全文検索用データ変換定義ファイル（入力する XMLファイル名と出力する
全文検索用データファイル名）は，一行に記述してください。
154



付録 D　XMLファイルを全文検索用データファイルに変換する
• 行末には改行を指定してください。

全文検索用データ変換定義ファイルの構文
全文検索用データ変換定義ファイルの記述例を次の図に示します。

図 D-1　全文検索用データ変換定義ファイルの記述例（OSが Linuxの場合）

（6） コマンドの格納先

コマンドの格納先は使用する OSにより異なります。OS別の格納先を次に示します。

● OSがWindowsの場合
インストールディレクトリ ¥bin

● OSが UNIXの場合
/opt/Bib2TS/TS2/library/bin

（7） メモリ使用量

TS2XMLcnvの最大メモリ使用量を指定する場合は，環境変数
TS2XMLCNV_MAXMEMを使用してください。環境変数の指定をしない場合は，Java
のデフォルト値で動作します。Javaのデフォルト値の詳細については，マニュアル
「Cosminexus　システム設計ガイド」を参照してください。なお，TS2XMLcnvは
Client VMで動作します。

メモリ所要量の指定値の計算式を次に示します。
TS2XMLCNV_MAXMEM＝max（XMLファイルの最大サイズ［MB］× 100，
64）

上記の値を設定しても，「KIBS9000-E　MEMORY　SHORTAGE」のメッセージが表
示された場合は，TS2XMLCNV_MAXMEMに次の値を指定してください。

TS2XMLCNV_MAXMEM＝使用可能な仮想メモリ最大値［MB］

TS2XMLCNV_MAXMEMの値が不正，または大きすぎる場合は，「KIBS」が付かない
エラーメッセージを表示します。
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（8） 注意事項
• TS2XMLcnvコマンドを実行する場合は，環境変数 PATHに Java実行コマンドがあ
るディレクトリを追加してください。

• 全文検索用データ変換定義ファイルの文字コードは，TS2XMLcnvコマンド実行時の
ロケールと同じ文字コードにしてください。

• XML文書の解析エラーが発生した場合でも処理を続行し，変換可能なファイルについ
ては全文検索用データファイルを作成します。解析エラーが発生した場所は，エラー
出力ファイルを参照して特定します。

• 続行不可能なエラーが発生した場合は処理を中断し，カレントディレクトリに
「ERR_TRACE_年 _月 _日」の名称でエラートレースファイルを出力します。同じ日
に発生したエラーは，同じファイルに追記します。

• Windows上で TS2XMLcnvコマンド引数のパス名に空白を含めたい場合は，前後を
引用符（"）で囲んでください。

（9） 環境設定

Windows上で TS2XMLcnvコマンドを実行する場合は，次の環境変数を設定する必要が
あります。

表 D-1　Windows上で TS2XMLcnvコマンドを実行する場合に設定する環境変数

（10） Cosminexus Version 7以降を使用する場合

使用する Cosminexusのバージョンが 7以降の場合，ユーザー定義ファイルの作成，お
よび環境変数の設定を実行する必要があります。ここでは設定方法について説明します。
指定値の詳細についてはご使用になる Cosminexusのバージョンにより，次のどれかの
マニュアルを参照してください。

●「Cosminexus Version 7 リファレンス定義編」の「EJBクライアントアプリケーショ
ンで使用するファイル」

●「Cosminexus Version 7 リファレンス定義編」の「Javaアプリケーションで使用する
ファイル」

●「Cosminexus Version 8 リファレンス定義編（サーバー定義）」の「Javaアプリケー
ションで使用するファイル」

なお，ユーザー定義ファイルの作成，および環境変数の設定を省略した場合でも，
TS2XMLcnvコマンドは動作しますが，Javaのトラブルシュート用情報が出力されない
ため，問題が発生したときの解決が困難になるおそれがあります。

環境変数名

環境変数名 指定値

TS2_COSMINEXUS_PATH Cosminexusインストールフォルダ

TS2_BIB2_LIBRARY_PATH Libraryインストールフォルダ
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TS2_XMLCNV_CONFPATH

指定値
ユーザー定義ファイル格納ディレクトリパスを指定します。ユーザー定義ファイル
の名称を次に示します。
• usrconf.cfg
• usrconf.properties

usrconf.cfgファイルの定義内容
ejb.client.log.directory=<log_directory_base>
ejb.client.ejb.log=<log_directory_name>
ejb.client.log.stdout.enabled=false
add.jvm.arg=-XX:-HitachiOutOfMemoryAbort

usrconf.cfgファイル定義時の注意事項
• <log_directory_base>，および <log_directory_name>以外は固定です。
• <log_directory_base>には，ログファイルの出力先ディレクトリを絶対パスで指
定してください。

• <log_directory_name>には，ejb.client.log.directoryキーに指定したディレクト
リ下の Javaアプリケーションが出力する，メッセージログ出力先ディレクトリを
指定してください。

• ログファイルは，<log_directory_base>指定ディレクトリの
<log_directory_name>指定ファイルに出力されます。

• <log_directory_base>，および <log_directory_name>に指定するディレクトリに
は，TS2XMLcnvコマンドを実行するユーザーのアクセス権が必要です。

• TS2XMLcnvコマンドを複数同時に実行する場合は，それぞれログ出力が異なる
内容のユーザー定義ファイルを作成し，TS2_XMLCNV_CONPATH設定値を各定
義ファイル格納ディレクトリパスに設定してください。

usrconf.propertiesファイルの定義内容
usrconf.propertiesファイルではログファイルの出力量を指定できますが，デフォル
トの値で充分な情報が取得できる設定となっています。
デフォルトで TS2XMLcnvコマンドを実行する場合は，usrconf.propertiesファイ
ルのサイズは 0バイトで作成してください。
デフォルトの設定ではログファイル出力量は数十メガバイトありますが，出力量を
変更する場合は，次の定義を記述してください。
ejbserver.logger.channels.define.<チャネル名>.filenum=<file_num>
ejbserver.logger.channels.define.<チャネル名
>.filesize=<file_size>

usrconf.propertiesファイル定義時の注意事項
• <file_num>には，ログファイル面数を指定してください。
• <file_size>には，1面当たりのログファイルサイズを指定してください。
• <チャネル名 >には次の名称を指定できます。なお，指定できる名称以外を指定
した場合，正しく動作しないおそれがあります。
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ClientMessageLogFile，ClientExceptionLogFile，ClientMaintenanceLogFile，
EJBContainerLogFile，UserOutLogFile，UserErrLogFile

（11） コマンドが出力するエラーメッセージ

ここでは，TS2XMLcnvコマンドが出力するエラーメッセージについて説明します。

（a）エラーメッセージの形式

TS2XMLcnvコマンドが出力するエラーメッセージは，メッセージ IDとそれに続くテキ
ストから構成されます。メッセージの形式を次に示します。

KIBSnnnn－ X　メッセージテキスト

ただし，TSサーバーのメッセージがイベントログに出力される場合は，メッセージの番
号だけがイベント IDになります。このとき「KIBS」やメッセージの種類は出力されま
せん。

KIBS
メッセージであることを示します。

nnnn
メッセージの番号です。４けたの固有の番号が付いています。

X
メッセージの種類を表します。次にその意味を示します。

Ｉ
システムの動作を通知します。

Ｗ
処理は続行しますが，障害が発生したので通知します。

Ｅ
障害が発生したので，処理を中断します。

メッセージテキスト
出力されるメッセージのテキスト（内容）です。なお，メッセージテキストの
「XXX」などの文字は，メッセージが出力される状況によって変わる値です。説明が
必要なものについては，メッセージテキストの後ろにその内容を示します。

要因
エラーが発生した原因を説明しています。

対処
エラーを解除する対策について説明しています。なお，「保守員に連絡してくださ
い」とは，購入時の契約に基づいて，システム管理者が弊社問い合わせ窓口へ連絡
することを示します。
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（b）エラーメッセージの詳細

KIBS0031-IKIBS0031-IKIBS0031-IKIBS0031-I

全文検索用データファイルを作成しました。

要因
全文検索用データファイルの作成を終了しました。

KIBS1000-WKIBS1000-WKIBS1000-WKIBS1000-W

文書登録前処理でエラーが発生しました。

要因
検索対象ファイルの文書登録前処理でエラーが発生しました。

対処
エラー出力ファイルの内容を参照して，エラーになった項目を修正して再実行して
ください。

KIBS2016-EKIBS2016-EKIBS2016-EKIBS2016-E

ファイル (XX)がオープンできません。(YY)

要因
XXに示されるファイルのオープンに失敗しました。
XX：オープンできなかったファイル名
YY：詳細情報

対処
詳細情報を基に，エラーになった原因を取り除いて再実行してください。

KIBS2024-EKIBS2024-EKIBS2024-EKIBS2024-E

コマンド引数の指定に誤りがあります。

要因
コマンドの引数に誤りがあります。または，必ず指定する引数が指定されていませ
ん。

対処
引数の指定を見直して，再実行してください。

KIBS2087-EKIBS2087-EKIBS2087-EKIBS2087-E

全文検索用データ変換定義ファイルの指定に誤りがあります。(XX)

要因
全文検索用データ変換定義ファイルの指定に誤りがあるため，XMLの変換処理を実
行できません。
XX：エラーの発生した行番号
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対処
全文検索用データ変換定義ファイルの指定を見直して，再度実行してください。

KIBS2088-EKIBS2088-EKIBS2088-EKIBS2088-E

環境変数 XXが不正です。

要因
指定された環境変数が設定されていないか，指定値が不正なためコマンドを実行で
きません。
XX：不正な環境変数

対処
マニュアルを参照し，指定された環境変数に正しい値を指定してください。

KIBS9000-EKIBS9000-EKIBS9000-EKIBS9000-E
MEMORY SHORTAGE(XX,YY)

要因
処理に必要なメモリをシステムが取得できませんでした。
XX：メモリを要求したソースファイル名
YY：エラーが発生した行

対処
サーバーのメモリの状態，または TS2XMLCNV_MAXMEMの値を確認してくださ
い。

KIBS9900-EKIBS9900-EKIBS9900-EKIBS9900-E
FILE IO ERROR(VV,WW,XX,YY,ZZ)

要因
ファイルのアクセス時にエラーを検出しました。
VV：ファイル名
WW：オペレーション
XX：詳細情報
YY：オペレーションを発行したソースファイル
ZZ：オペレーションを発行した行

対処
保守員に連絡してください。

KIBS9902-EKIBS9902-EKIBS9902-EKIBS9902-E
SYSTEM ERROR(XX,YY,ZZ)

要因
サーバー内部で自己矛盾を検出しました。
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XX：詳細情報
YY：エラーの発生したファイル
ZZ：エラーの発生した行

対処
保守員に連絡してください。
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付録 E　関数のエラーステータス
エラーステータスは，Development Kitまたは Server Libraryが提供する関数が異常終
了したときに戻り値として出力されます。ここでは，関数のエラーステータスについて
説明します。

付録 E.1　エラーステータスの分類
エラーステータスは，次の表に示す範囲で分類されます。

表 E-1　エラーステータスの範囲と意味

エラーステータスのマクロ名称は，すべてインクルードファイル TS2lib.hで宣言されて
います。

付録 E.2　エラーステータスの形式
エラーステータスを次に示す形式で説明します。

エラーステータス
出力されるエラーステータスです。

エラーマクロ
出力されるエラーマクロです。

内容
エラーの内容を説明しています。

要因
エラーが発生した原因を説明しています。

対処
エラーを解除する対策について説明しています。なお，「保守員に連絡してくださ
い」とは，購入時の契約に基づいて，システム管理者が弊社問い合わせ窓口へ連絡
することを示します。

エラーステータス 意　味

-110000～ -119999 Development Kitまたは Server Library内で発生したエラー

-120000～ -129999 サーバーとの通信処理で発生したエラー

-130000～ -139999 Development Kitまたは Server Libraryで提供する関数の実
行中に発生したエラー

-200000～ -219999 サーバー内で発生したエラー
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付録 E.3　エラーステータスの詳細

-110000-110000-110000-110000
TS2DERL_API_SYSTEM

内容
システムエラーが発生しました。

要因
関数の実行中に回避できない異常が発生しました。

対処
保守員に連絡してください。

-110002-110002-110002-110002
TS2DERL_ALOC_MEM

内容
メモリが確保できませんでした。

要因
関数を実行中に空きメモリがなくなりました。

対処
実行中のほかのプロセスを終了して再実行してください。

-120001-120001-120001-120001
TS2DERL_GET_PORT

内容
ポート番号が取得できませんでした。

要因
servicesファイルに Bibliotheca2 TSのポート番号が登録されていませんでした。

対処
servicesファイルに Bibliotheca2 TSのポート番号を登録して再実行してください。

-120002-120002-120002-120002
TS2DERL_ABEND_COM

内容
サーバーとの通信処理中に異常が発生しました（続いて関数名とエラーコードが出
力されます）。

要因
• 通信回線に異常が発生しました。
• サーバーに異常が発生しました。
• サーバーでセションタイムアウトが発生した可能性があります。
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対処
• 通信経路を確認して再実行してください。
• サーバーが起動しているかを確認して再実行してください。
• 関数名で「（connect,XXX）」が表示される場合は，サーバーの通信リソースが枯
渇しています。しばらく時間を置いてから通信を再開してください。
XXX：任意の半角数字

• TS2F_con関数でサーバーに再接続してください。

-120003-120003-120003-120003
TS2DERL_OVER_TIME

内容
タイムアウトが発生したため処理を中断しました。

要因
サーバーでの処理時間が規定時間を超えたため処理を中断しました。

対処
サーバーが起動しているかを確認して再実行してください。

-120004-120004-120004-120004
TS2DERL_GET_SOCKET

内容
ソケットが確保できませんでした（続いてエラーコードが出力されます）。

要因
使用できるソケットがありませんでした。

対処
ソケットまたはファイルを使用しているほかのプロセスを終了して再実行してくだ
さい。

-120007-120007-120007-120007
TS2DERL_CANT_EXEC

内容
機能が正しくインストールされていないため，実行できません。

要因
Development Kit，Runtime Library，または Server Libraryが正しくインストー
ルされていません。

対処
Development Kit，Runtime Library，または Server Libraryを正しくインストー
ルしてください。
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-130001-130001-130001-130001
TS2DERL_NLPTR_SERVER

内容
サーバー名格納領域のポインタがNULLです。

要因
サーバー名のポインタにNULLが指定されています。

対処
正しいポインタを指定してください。

-130002-130002-130002-130002
TS2DERL_BADARG_SERVER

内容
指定されたサーバー名は登録されていませんでした。

要因
hostsファイルに登録されていないホスト名が指定されています。

対処
hostsファイルにホスト名を登録して再実行してください。

-130003-130003-130003-130003
TS2DERL_BADARG_SESSIONID

内容
セション識別子が不正です。

要因
• 不正なセション識別子が指定されています。
• サーバーでセションタイムアウトが発生した可能性があります。

対処
• TS2F_con関数で返された正しいセション識別子を指定してください。
• TS2F_con関数でサーバーに再接続してください。

-130004-130004-130004-130004
TS2DERL_NLPTR_CID

内容
コマンド ID格納領域のポインタが NULLです。

要因
コマンド IDのポインタに NULLが指定されています。

対処
正しいポインタを指定してください。
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-130005-130005-130005-130005
TS2DERL_BADARG_CID

内容
コマンド IDの値が不正です。

要因
コマンド IDに不正な値が指定されています。

対処
TS2F_cmd関数または TS2F_sndcmd関数で返された正しいコマンド IDを指定し
てください。

-130006-130006-130006-130006
TS2DERL_NLPTR_CMD

内容
サーチコマンド格納領域のポインタが NULLです。

要因
サーチコマンド格納領域のポインタに NULLが指定されています。

対処
正しいポインタを指定してください。

-130009-130009-130009-130009
TS2DERL_CANTEX_CID

内容
指定されたコマンドはキャンセルできません。

要因
• 実行が終了したサーチコマンドをキャンセルしようとしました。
• 実行が終わっていないサーチコマンドの結果を破棄しようとしました。

対処
• 実行結果を受け取るかまたは破棄してください。
• サーチコマンドの実行が終わってから再実行してください。

-130010-130010-130010-130010
TS2DERL_CCLED_CID

内容
指定されたサーチコマンドはキャンセルされました。

要因
• 指定されたサーチコマンドは TS2F_cancelcmd関数によってキャンセルされまし
た。
166



付録 E　関数のエラーステータス
• 指定されたサーチコマンドは TS2F_canceldat関数によって実行結果が破棄され
ました。

対処
なし

-130011-130011-130011-130011
TS2DERL_NLPTR_RBUF

内容
実行結果格納領域のポインタがNULLです。

要因
実行結果格納領域のポインタにNULLが指定されています。

対処
正しいポインタを指定してください。

-130012-130012-130012-130012
TS2DERL_BADARG_RSIZ

内容
実行結果格納領域サイズの値が不正です。

要因
• 実行結果格納領域のサイズに負の値が指定されています。
• 実行結果格納領域のポインタは NULLですが，実行結果格納領域サイズに０以外
のバイト数が指定されています。

• 実行結果格納領域のサイズは０ですが，実行結果格納領域のポインタに NULL以
外の値が指定されています。

対処
正しい領域サイズを指定してください。

-130014-130014-130014-130014
TS2DERL_BADARG_MODE

内容
modeの値が不正です。

要因
modeに不正な値が指定されています。

対処
正しいモードのマクロを指定してください。

-130015-130015-130015-130015
TS2DERL_CANTEX_MODE
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内容
指定のmodeでは実行できません。

要因
実行結果不足エラーが発生していないサーチコマンドに対して，TS2DL_RETRY
モードで実行しようとしました。

対処
関数発行のシーケンスに誤りがないかを確認してください。

-130016-130016-130016-130016
TS2DERL_LESS_BUFSIZ

内容
実行結果格納領域のサイズが不足しています。

要因
実行結果格納に必要な領域が確保されていません。

対処
• 結果格納領域を拡張した上で，再実行してください。
• TS2F_canceldat関数によってサーチコマンドの実行結果を破棄してください。

-130017-130017-130017-130017
TS2DERL_NLPTR_MLOOK

内容
サーチコマンドMLOOKの実行結果のポインタが NULLです。

要因
サーチコマンドMLOOKの実行結果へのポインタに NULLが指定されています。

対処
正しいポインタを指定してください。

-130018-130018-130018-130018
TS2DERL_NLPTR_DOC

内容
文書のポインタが NULLです。

要因
文書のポインタに NULLが指定されています。

対処
文書が格納されている領域を指定してください。

-130019-130019-130019-130019
TS2DERL_BADARG_DOC
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内容
指定された文書が不正です。

要因
指定された文書が不正です。

対処
サーチコマンドMDISPLAYで取得した文書を指定してください。

-130020-130020-130020-130020
TS2DERL_BADARG_MLOOK

内容
サーチコマンドMLOOKの実行結果が不正です。

要因
不正なサーチコマンドMLOOKの実行結果が指定されています。

対処
正しいサーチコマンドMLOOKの実行結果を指定してください。

-130023-130023-130023-130023
TS2DERL_BADARG_INDTSIZ

内容
入力データが不正です。

要因
TS2F_cmd_DATA関数または TS2F_sndcmd_DATA関数に指定した入力データ長が
不正です。

対処
正しい値を指定してください。

-130025-130025-130025-130025
TS2DERL_NLPTR_INDTBUF

内容
入力データポインタがNULLです。

要因
TS2F_cmd_DATA関数または TS2F_sndcmd_DATA関数に指定した入力データポイ
ンタがNULLです。

対処
正しいポインタを指定してください。
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-130034-130034-130034-130034
TS2DERL_CMD_TOOLONG

内容
サーチコマンドの文字列が長過ぎます。

要因
サーチコマンドの文字列が長過ぎます。

対処
サーチコマンドの文字列を確認してください。

-130035-130035-130035-130035
TS2DERL_NOTEND

内容
サーチコマンドが終了していません。

要因
サーチコマンドが終了していません。

対処
サーチコマンドの終了を待ってください。

-130038-130038-130038-130038
TS2DERL_CANT_GET_CID

内容
同時に実行できるコマンド数を超えました。

要因
サーバーが同時に実行できるコマンド数を超えて，コマンドを実行しようとしまし
た。

対処
実行中のコマンドを終了させてから再実行してください。

-130042-130042-130042-130042
TS2DERL_VER_UNMATCH

内容
ライブラリのバージョンが不正です（stlib：XX，lib：YY）。

要因
アプリケーションのリンケージに使用したライブラリと，実行時にロードするライ
ブラリのバージョンが不正です。
XX：保守情報です。
YY：保守情報です。

対処
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アプリケーションのリンケージに使用したライブラリと，実行時にロードするライ
ブラリのバージョンを合わせてください。

-130045-130045-130045-130045
TS2DERL_BADARG_XMLNUM

内容
XML数が不正です。

要因
入力 XML情報数に不正な値が指定されています。

対処
入力 XML情報数の指定を確認してください。

-130055-130055-130055-130055
TS2DERL_BADARG_XMLOPT

内容
XML変換オプションのポインタが NULLです。

要因
XML変換オプションのポインタに NULLが指定されています。

対処
正しいポインタを指定してください。

-130056-130056-130056-130056
TS2DERL_BADARG_CPLMODE

内容
変換結果のデータ種別が不正です。

要因
変換結果のデータ種別に不正な値が指定されています。

対処
正しい変換結果のデータ種別の値を指定してください。

-130057-130057-130057-130057
TS2DERL_BADARG_CHARSPEC

内容
出力文字コード仕様が不正です。

要因
出力文字コード仕様に不正な値が指定されています。

対処
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正しい出力文字コード仕様の値を指定してください。

-130058-130058-130058-130058
TS2DERL_BADARG_XMLDAT

内容
XMLデータ情報のポインタがNULLです。

要因
XMLデータ情報のポインタにNULLが指定されています。

対処
正しいポインタを指定してください。

-130059-130059-130059-130059
TS2DERL_BADARG_XMLENTRY

内容
XMLデータエントリが不正です。

要因
文書 ID，XML文書データサイズ，XML文書データ格納ポインタのどれかが不正で
す。

対処
XMLデータエントリの指定を確認してください。

-130060-130060-130060-130060
TS2DERL_BADARG_RESISB

内容
変換結果格納領域の受け取り領域ポインタが NULLです。

要因
全文検索用データ変換結果格納領域の受け取り領域ポインタに NULLが指定されて
います。

対処
正しいポインタを指定してください。

-130061-130061-130061-130061
TS2DERL_BADARG_RESISBLL

内容
変換結果サイズの受け取り領域ポインタが NULLです。

要因
全文検索用データ変換結果サイズの受け取り領域ポインタに NULLが指定されてい
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ます。

対処
正しいポインタを指定してください。

-130062-130062-130062-130062
TS2DERL_OVER_MAXSIZ

内容
変換結果サイズがシステムの上限値を超えました（続いて変換結果のサイズが出力
されます）。

要因
変換結果サイズがシステムの上限値を超えました。

対処
XML文書データのサイズ，または変換結果のデータ種別を見直してください。

-130063-130063-130063-130063
TS2DERL_WF_XMLPARSE_ERR

内容
XMLパーサでエラーが発生しました（続いて詳細エラー情報が出力されます）。

要因
XMLパーサでエラーが発生しました。

対処
詳細エラー情報の内容を確認してください。

-200001-200001-200001-200001
TS2DERL_ERR_IN_SERVER

内容
サーバーでエラーが発生しました。

要因
サーバーでエラーが発生しました。

対処
TS2F_geterror関数で詳細エラー情報を取得してください。
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付録 F　TSサーバーのエラーコード
TSサーバーのエラーコードは，サーチコマンドを実行してエラーが発生した場合に出力
されます。ここでは，TSサーバーのエラーコードについて説明します。

付録 F.1　エラーコードの形式
TSサーバーのエラーコードを次に示す形式で説明します。

エラーコード
出力されるエラーコードです。

メッセージテキスト
エラーコードに対するメッセージの内容です。メッセージテキストは，
TS2F_geterror関数で取得できます。ただし，エラーコードが 0000の内容は取得で
きません。

要因
エラーが発生した原因を説明しています。

対処
エラーを解除する対策について説明しています。なお，「保守員に連絡してくださ
い」とは，購入時の契約に基づいて，システム管理者が弊社問い合わせ窓口へ連絡
することを示します。

付録 F.2　エラーコードの詳細

0000000000000000

エラーは発生していません。

要因
エラーは発生していません。

2000200020002000

バージョン番号が不正です。

要因
サーバーのバージョンと，クライアントのバージョンが一致していません。

対処
サーバーのバージョンとクライアントのバージョンを確認してください。

2001200120012001

指定されたテキスト DB(XX)は存在しません。
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要因
指定されたテキストデータベースは存在しません。
XX：テキストデータベース名

対処
テキストデータベース名の指定を確認してください。

2002200220022002

指定されたテキスト DB(XX)は既に存在します。

要因
指定されたテキストデータベース名は，すでに存在しています。
XX：テキストデータベース名

対処
テキストデータベース名の指定を確認してください。

2003200320032003

テキスト DB(XX)はほかの処理で使用中です。

要因
指定したテキストデータベースは，ほかの処理が使用しているため使用できません。
XX：テキストデータベース名

対処
ほかの処理が終了するのを待って再実行してください。

2004200420042004

作成できるテキスト DBの数を超えています。

要因
作成できるテキストデータベースの数を超えているため，テキストデータベースを
作成できません。

対処
不要なテキストデータベースを削除して，再実行してください。

2005200520052005

文書 IDの指定に誤りがあります。

要因
文書 IDに不正な値が指定されたか，または文書 IDが指定されていませんでした。

対処
文書 IDに指定した値を確認してください。
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2006200620062006

条件式の指定に誤りがあります。(XX)

要因
指定された検索条件に誤りがありました。
XX：エラー詳細

対処
条件式の指定を見直し，再実行してください。

2007200720072007

テキスト DBディレクトリ (XX)の指定に誤りがあります。

要因
テキスト DBディレクトリに指定されたディレクトリ名の長さが上限を超えていま
す。または，存在しないパス名が指定されています。
XX：テキスト DBディレクトリ名

対処
テキスト DBディレクトリに指定した値を確認してください。

2008200820082008

指定されたディレクトリ (XX)にはファイルがあります。

要因
指定されたディレクトリにはファイルまたはディレクトリがあります。
XX：ディレクトリ名

対処
ディレクトリに指定した値を確認してください。

2009200920092009

テキスト DB名 (XX)の指定に誤りがあります。

要因
テキストデータベース名の指定に誤りがあります。
XX：テキストデータベース名

対処
テキストデータベース名の指定を確認してください。

2010201020102010

指定されたパス名 (XX)の指定に誤りがあります。

要因
指定されたパスはありません。または指定されたパス名の長さは上限を超えていま
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す。
XX：パス名

対処
指定したパス名を確認してください。

2011201120112011

文書の長さが上限を超えています。

要因
文書の長さが上限を超えています。

対処
指定したテキストデータを見直し，再実行してください。

2012201220122012

辞書ソースファイルの内容に誤りがあります。(LINE:XX,YY)

要因
同義語辞書の作成時に指定された辞書ソースファイルの内容に誤りがあります。
XX：エラーの発生した行
YY：詳細エラー

対処
辞書ソースファイルの内容を確認してください。

2013201320132013

処理の実行がキャンセルされました。

要因
キャンセル指示によって，処理がキャンセルされました。

2014201420142014

テキスト DBの最大容量を超えるため，文書を登録できませんでした。（XX）

要因
テキストデータベースの最大容量を超えるため，文書を登録できませんでした。
XX：最大容量を超えた物理格納定義の種別

対処
新しい物理格納ディレクトリを追加してください。

2015201520152015

登録用ワークエリアが不足したため，文書を登録できませんでした。

要因
登録用ワークエリアが不足したため，文書を登録できませんでした。
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対処
登録する文書の長さまたは文書数を減らして，再実行してください。

2016201620162016

ファイル (XX)がオープンできません。(YY)

要因
XXに示されるファイルのオープンに失敗しました。
XX：オープンできなかったファイル名
YY：詳細情報

対処
詳細情報を基に，エラーになった原因を取り除いて再実行してください。

2017201720172017

ディレクトリ (XX)を作成できませんでした。

要因
ディレクトリの作成時にエラーが発生しました。
XX：ディレクトリ名

対処
続いて出力される詳細エラーを基に原因を取り除き，再実行してください。

2018201820182018

ディレクトリ名又はファイル名はドライブ名からのフルパス名で指定してください。

要因
指定されたディレクトリ名またはファイル名がフルパスで指定されていません。

対処
ディレクトリ名またはファイル名は，ドライブ名からのフルパスで指定してくださ
い。

2019201920192019

XXの指定に誤りがあります。

要因
XXに示される項目の指定値に誤りがあります。
XX：指定に誤りがあった項目

対処
正しい値を指定してください。

2020202020202020

XXが入力されていません。
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要因
XXに示される項目に値が入力されていません。
XX：入力が必要な項目

対処
正しい値を入力してください。

2021202120212021

文書 ID(XX)は既に存在します。

要因
指定された文書 IDはすでに存在します。
XX：文書 ID

対処
文書 IDを確認してください。

2022202220222022

同義語辞書が既に作成されています。

要因
テキストデータベースには同義語辞書がすでに作成されています。

対処
同義語辞書を再作成する場合は，すでに作成されている同義語辞書を削除してから
作成してください。

2023202320232023

同義語辞書が作成されていません。

要因
テキストデータベースには同義語辞書が作成されていません。

対処
同義語辞書を削除するテキストデータベースの名称が正しいかを確認してください。

2024202420242024

コマンド引数の指定に誤りがあります。

要因
コマンド引数に誤りがあります。または，必ず指定する引数が指定されていません。

対処
引数の指定を見直して，再実行してください。

2025202520252025

サーバーが起動されていません。
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要因
サーバーが起動されていません。

対処
サーバーを起動してください。

2026202620262026

テキストＤＢ(XX)は既にオープンされています。

要因
すでにオープンしているテキストデータベースをオープンしようとしました。
XX：テキストデータベース名

対処

テキストデータベースの状態を確認して，再実行してください。

2027202720272027

テキストＤＢ(XX)は処理中のため，クローズできません。

要因
処理中のテキストデータベースをクローズしようとしました。
XX：テキストデータベース名

対処
テキストデータベースに対する処理が終了するのを待って，再実行してください。

2028202820282028

検索処理で使用可能なメモリ量を超えたため，検索できません。(XX)

要因
使用できるメモリ量を超えたため，検索できませんでした。
XX：指定された使用可能なメモリ量

対処
検索に使用できるメモリ量を増やしてください。または，検索条件を変更し，検索
に使用できるメモリ量を超えないように指定してください。

2029202920292029

指定された検索結果集合は存在しません。

要因
指定された検索結果集合は存在しないか，または削除されています。

対処
指定した検索結果集合 IDを確認してください。
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2030203020302030

テキスト DB(XX)は構造文書用テキスト DBではありません。

要因
指定されたテキストデータベースが構造文書用テキストデータベースではないため，
処理が実行できませんでした。
XX：テキストデータベース名

対処
テキストデータベースの指定を見直して，再実行してください。

2031203120312031

テキスト DB(XX)はオープンされていません。

要因
サーチコマンドMSTARTの実行時，指定されたテキストデータベースがオープンさ
れていませんでした。
XX：テキストデータベース名

対処
テキストデータベースをオープンして，再実行してください。

2032203220322032

ファイル (XX)は検索対象ファイルではありません。

要因
指定されたファイル名は検索対象ファイルではなかったため，処理できませんでし
た。
XX：指定されたファイル名

対処
ファイル名の指定を見直して，再実行してください。

2033203320332033

ファイル (XX)は，テキスト DBに定義されていません。

要因
指定されたファイルは，テキストデータベースに定義されていませんでした。
XX：指定されたファイル名

対処
ファイルの指定を見直して，再実行してください。

2034203420342034

既に MSTARTが実行されています。
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要因
この検索セションでは，すでにサーチコマンドMSTARTが実行されています。

対処
サーチコマンドMENDを実行して，データベース使用宣言を終了させてください。
そのあと，サーチコマンドMSTARTを実行するかどうかを確認してください。

2035203520352035

MSTARTが実行されていません。

要因
サーチコマンドMSTARTを実行しておく必要のあるサーチコマンドの実行時，サー
チコマンドMSTARTが実行されていませんでした。

対処
サーチコマンドMSTARTを実行して，再実行してください。

2036203620362036

同義語辞書が設定されていません。

要因
このテキストデータベースには，同義語辞書が設定されていないため，同義語展開
できません。

対処
テキストデータベースに同義語辞書を設定して，再実行してください。

2037203720372037

サーチコマンドのパラメーター (XX)に誤りがあります。

要因
サーチコマンドのパラメーターに誤りがありました。構文エラーや，パラメーター
の範囲が指定できる範囲を超えているものも含まれます。
XX：誤りがあったパラメーター。どのパラメーターにエラーがあったのか不明な場
合は，*が出力されます。

対処
パラメーターの指定を見直して，再実行してください。

2038203820382038

サーチコマンドに必要な入力データが設定されていません。

要因
サーチコマンドに入力データが設定されていませんでした。

対処
必要な入力データを設定して，再実行してください。
182



付録 F　TSサーバーのエラーコード
2039203920392039

サーチコマンドの指定に誤りがあります。

要因
誤ったサーチコマンドが指定されたか，またはサーチコマンドが指定されていませ
ん。

対処
サーチコマンドの指定を見直して，再実行してください。

2040204020402040

検索結果集合を作成できません。

要因
検索結果集合 IDがシステムで作成できる上限値を超えたため，検索結果集合を作成
できませんでした。

対処
パラメーターを指定しないサーチコマンドMSWEEPを実行して，検索結果集合を
すべて削除してから再実行してください。

2041204120412041

ディレクトリ名 (XX)の指定に誤りがあります。

要因
指定されたディレクトリ名に誤りがあります。
XX：ディレクトリ名

対処
ディレクトリ名の指定を見直して，再実行してください。

2042204220422042

ファイル (XX)は存在しません。

要因
指定されたファイルはWindowsまたはUNIX上に存在しません。
XX：ファイル名

対処
指定したファイル名を見直して，再実行してください。

2043204320432043

検索対象ファイル (XX）の指定に誤りがあります。

要因
検索対象ファイルの指定に誤りがあります。
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XX：検索対象ファイル名

対処
検索対象ファイルの指定を見直して，再実行してください。

2044204420442044

関連情報ファイル (XX）の指定に誤りがあります。

要因
関連情報ファイルの指定に誤りがあります。
XX：関連情報ファイル名

対処
関連情報ファイルの指定を見直して，再実行してください。

2045204520452045

指定された物理格納ディレクトリ名は，既に定義で使用されています。

要因
物理格納ディレクトリに指定されたディレクトリ名は，すでにデータベース定義で
使用されています。

対処
物理格納ディレクトリの指定を見直して，再実行してください。

2046204620462046

初期容量と最大容量の値が異なっています。

要因
増分容量に０が指定されていて，増分されていないにもかかわらず，初期容量と最
大容量の値が異なっています。

対処
容量の指定を見直してください。

2047204720472047

指定された値では増分できません。

要因
初期容量と増分容量の和が最大容量の値を超えるため，増分できません。

対処
容量の指定を見直してください。

2048204820482048

最大容量を超える値が初期容量に指定されています。

要因
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初期容量に最大容量を超える値が指定されています。

対処
容量の指定を見直してください。

2049204920492049

定義可能な最大容量を超える最大容量値が指定されています。

要因
最大値を超える値が最大容量として指定されています。

対処
容量の指定を見直して，残物理格納ファイル定義可能サイズ以下の容量にしてくだ
さい。なお，Bibliotheca2 TextSearch Extension Version 2を組み込むことで，使用
できるテキストデータベースの容量（残物理格納ファイル定義可能サイズ）を増や
せます。

2050205020502050

サーバーの停止処理中です。

要因
サーバーが停止処理中のため，処理を実行できません。

対処
サーバーの再起動後，再実行してください。

2051205120512051

接続中のセションが上限を超えています。

要因
接続中のセション数が上限を超えているため，接続できません。

対処
ほかのセションが解放されるのを待って，再実行してください。

2052205220522052

セション識別子が不正です。

要因
指定されたセション識別子は存在しません。

対処
サーバーを再起動していないかを確認してください。または，クライアントプログ
ラムの処理を見直してください。

2053205320532053

コマンド実行中です。
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要因
コマンドの実行中のため，コマンドの実行要求は拒否されました。

対処
実行中のコマンドが終了するのを待って，再実行してください。

2054205420542054

コマンドの実行権限がありません。

要因
使用しているクライアントには，このコマンドを実行できる権限がありません。

対処
クライアントプログラムを見直してください。

2055205520552055

このクライアントでは，この機能を利用できません。

要因
接続されているクライアントでは，この機能は利用できません。

対処
接続しているクライアントを見直してください。

2056205620562056

ベースとなる検索結果集合が存在しません。

要因
ベースとなる検索結果集合が存在しないか，または削除されています。

対処
ベースとして指定されている検索結果集合 IDを確認してください。

2057205720572057

新しい検索結果集合を作成できませんでした。

要因
システムで管理している情報ファイルの上限に達したため，検索結果集合を作成で
きませんでした。

対処
サーチコマンドMSWEEPで検索結果集合を削除してください。

2058205820582058

最大検索結果集合 ID以上の値が指定されました。

要因
検索結果集合の削除時に，検索結果集合 IDの最大値を超える値が指定されました。
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対処
検索結果集合 IDの指定を見直してください。

2059205920592059

異表記展開された結果の語数が上限値を超えました。

要因
異表記展開の結果，展開された語数が上限値を超えました。

対処
検索タームおよび異表記展開の指定を見直して，再実行してください。

2060206020602060

ランキング情報がありません。

要因
ランキング情報がありませんでした。

対処
ランキング検索してランキング情報を作成後，再実行してください。

2061206120612061

登録文書情報定義ファイルの指定に誤りがあります。(XX)

要因
登録文書情報定義ファイルに誤りがあるため，文書登録前処理または関連情報の登
録処理ができませんでした。誤りの内容は次のとおりです。
• 文書 IDの指定値が不正である
• 登録文書情報定義ファイルの指定がない

XX：エラーの発生した行番号

対処
登録文書情報定義ファイルの内容を確認してください。

2062206220622062

文書登録前処理が行われていません。

要因
文書登録前処理を実行していない文書を登録しようとしました。

対処
文書登録前処理を実行してから，文書を登録してください。

2063206320632063

検索結果集合 IDが上限に達しているため，処理を実行できません。
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要因
すでに作成されている検索結果集合 IDの最大値がサーバー設定ファイルに設定され
た検索結果集合 IDの上限値に達しているため，処理を実行できませんでした。

対処
サーチコマンドMSWEEPですべての検索結果集合を削除して，再実行してくださ
い。

2064206420642064

文書登録前処理が実行されていません。

要因
文書登録前処理が実行されていないため，文書を登録できませんでした。

対処
文書登録前処理を実行して，再実行してください。

2065206520652065

削除できる文書数を超えています。

要因
削除する文書数が多過ぎるため，文書を削除できませんでした。

対処
複数回に分けて文書を削除してください。

2066206620662066

DBユティリティは既に起動しています。

要因
すでに DBユティリティが起動している状態で，DBユティリティを起動しました。

対処
すでに起動している DBユティリティで処理を実行してください。

2067206720672067

文書が登録されていません。

要因
文書の検索時に，検索対象ファイルおよび関連情報ファイルに文書が１件も登録さ
れていませんでした。

対処
検索対象ファイルおよび関連情報ファイルに文書を登録して，再実行してください。

2068206820682068

実行権限がないため，処理できません。
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要因
指定された処理を実行するための権限がないため，実行できませんでした。

対処
管理者権限を持つユーザーが処理を実行してください。

2069206920692069

残物理格納ファイル定義可能サイズが０のため，処理できません。

要因
テキストデータベースを作成または再構成しようとしましたが，残物理格納ファイ
ル定義可能サイズが０のため，処理を実行できませんでした。

対処
不要なテキストデータベースを削除して，残物理格納ファイル定義可能サイズを増
やして再実行してください。なお，Bibliotheca2 TextSearch Extension Version 2を
組み込むことで，使用できるテキストデータベースの容量（残物理格納ファイル定
義可能サイズ）を増やせます。

2070207020702070

定義できる物理格納ディレクトリ数を超えています。

要因
定義できる物理格納ディレクトリ数を超えているため，追加できませんでした。

対処
テキストデータベースのディレクトリ構成を見直して，物理格納ディレクトリ数が
上限を超えないよう再作成してください。

2071207120712071

テキスト DBコンデンス実行中のため処理できません。

要因
テキストデータベースのコンデンスを実行中のため，サーチコマンドは実行できま
せん。

対処
テキストデータベースのコンデンス終了後，再実行してください。

2072207220722072

サーバー内の管理テーブルに空きがないため処理できません。

要因
サーバー内の管理テーブルに空きがないため，処理の実行要求は拒否されました。

対処
ほかの実行中の処理が終了するのを待って，再実行してください。しばらく待って
も実行できない場合は，サーバーを再起動してください。
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2073207320732073

使用できないテキスト DBです。

要因
• クライアントが一般の場合

Web Search用または Groupmax Document Manager用のテキストデータベース
を使用しようとしました。

• クライアントがWeb Searchまたは Groupmax Document Managerの場合
Web Searchまたは Groupmax Document Managerのテキストデータベースの指
定が正常ではありません。

対処
• クライアントが一般の場合
指定したテキストデータベース名を見直してください。

• クライアントがWeb Searchまたは Groupmax Document Managerの場合
Web Searchまたは Groupmax Document Managerのテキストデータベース指定
を見直してください。

2074207420742074

ユティリティコマンドが起動中のため DBユティリティは実行できません。

要因
ユティリティコマンドが起動中のため，DBユティリティは実行できませんでした。

対処
ユティリティコマンド終了後，DBユティリティを実行してください。または，ユ
ティリティコマンドで作業を実行してください。

2077207720772077

設定項目エラー File:XX Line:YY

要因
テキストデータベースのカスタマイズ情報定義ファイル記述で誤りがあった設定項
目内容は無効とします。
XX：テキストデータベースのカスタマイズ情報定義ファイルのファイル名
YY：誤りのあった行番号

対処
設定項目の項目名と属性を見直し，テキストデータベースのカスタマイズ情報定義
ファイルを修正後，ユティリティコマンド TS2DBInfoを再実行してください。

2078207820782078

設定項目エラー File:XX Item:YY

要因
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テキストデータベースのカスタマイズ情報定義ファイル記述で誤りがあった設定項
目内容は無効とします。
XX：テキストデータベースのカスタマイズ情報定義ファイルのファイル名
YY：誤りのあった項目名

対処
設定項目の項目名と属性を見直し，テキストデータベースのカスタマイズ情報定義
ファイルを修正後，ユティリティコマンド TS2DBInfoを再実行してください。

2079207920792079

テキスト DB(XX)はインクリメンタル処理実行中です。

要因
インクリメンタル処理中のテキストデータベースに対して，インクリメンタルを実
行しようとしました。
XX：テキストデータベース名

対処
実行中のインクリメンタル処理が終了してから，再実行してください。

2080208020802080

テキスト DB(XX)は他の処理で使用中です。

要因
指定したテキストデータベースはほかの処理を実行中のため，使用できません。
XX：テキストデータベース名

対処
実行中の処理が終了してから，再実行してください。

2081208120812081

セション番号の指定に誤りがあります。

要因
指定したセションは存在しません。

対処
セション番号の指定を見直して再実行してください。

2082208220822082

ソート対象件数が上限件数を超えています。

要因
ソート対象件数が上限件数を超えているためソートしません。

対処
ソート対象件数を減らした検索結果で再実行するか，または上限件数の指定値を変
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更して再実行してください。

2083208320832083

クライアントのバージョン番号が不正です。

要因
クライアントのバージョンが古いため，指定したコマンドは実行できません。

対処
指定したコマンドが実行できるクライアントにバージョンアップしてから，再度コ
マンドを実行してください。

2084208420842084

サーチコマンドの文字コード変換に失敗しました。(XX)

要因
サーチコマンドの文字コード変換に失敗しました。
XX：変換に失敗したサーチコマンドのオフセット位置

対処
サーチコマンドを見直して，再度実行してください。

2085208520852085

文字コード種別が不正です。

要因
使用しているクライアントの文字コード種別，またはテキストデータベースの文字
コード種別では，このコマンドは実行できません。

対処
クライアントの文字コード種別とテキストデータベースの文字コード種別を一致さ
せてから，再度実行してください。

2086208620862086

登録文書とテキストデータベースの文字コード種別の組み合わせが不正です。(XX)

要因
登録文書とテキストデータベースの文字コード種別の組み合わせが不正なため，こ
のコマンドを実行できません。
XX：登録文書とテキストデータベースの文字コード種別

対処
登録文書とテキストデータベースの文字コード種別を見直して，再度実行してくだ
さい。
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2087208720872087

全文検索用データ変換定義ファイルの指定に誤りがあります。(XX)

要因
全文検索用データ変換定義ファイルの指定に誤りがあるため，XMLの変換処理を実
行できません。
XX：テキストデータベースと登録文書の文字コード種別

対処
全文検索用データ変換定義ファイルの指定を見直して，再度実行してください。

2089208920892089

メモリ常駐化機能が有効のため，MINCREMENTALは実行できません。

要因
メモリ常駐化機能が有効の場合，MINCREMENTAL（テキストデータベースのイ
ンクリメンタル）はできません。

対処
メモリ常駐化機能を無効にして再実行するか，ユティリティコマンド TS2DBincrで
インクリメンタルしてください。

2090209020902090

同義語展開数および異表記展開数の合計が最大展開数（XX）を超えました。

要因
検索条件式に従った検索タームの同義語展開数，および異表記展開数の合計が，
サーバー設定ファイルの expand_counts項目で指定した最大展開数を超えるため検
索を中断しました。
XX：expand_countsで指定した最大展開数

対処
検索タームを変更してから，または同義語展開，異表記展開指定を変更してから再
実行してください。

2091209120912091

XXのインデクスの上限値に対する使用率が上限値を超えました。（YY，ZZ）

要因
特定のインデクスのインデクスサイズが上限値（2,147,483,647バイト）を超えるた
め登録できません。
XX：文字コード
YY：データベース名
ZZ：検索対象ファイル名

対処
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不要な登録済み文書を削除して，コンデンスを実行してください。

2527252725272527

指定された物理格納ディレクトリ数が一致しません。

要因
コンデンス用物理格納ディレクトリの指定がすでに定義されている物理格納ディレ
クトリ数と一致しないため，処理が実行できませんでした。

対処
テキストデータベースのディレクトリ構成を見直して，物理格納ディレクトリ数が
一致するようにコンデンスの定義を変更してください。

2528252825282528

テキスト DB（XX）に対して，本コマンドは実行できません。

要因
Web Search用または Groupmax Document Manager用のテキストデータベースに
文書の登録コマンド，または削除コマンドを実行しようとしました。
XX：指定されたテキストデータベース名

対処
指定したテキストデータベース名を見直してください。
Web Search用または Groupmax Document Manager用のテキストデータベースに
対して実行したい場合は，Web Searchまたは Groupmax Document Managerから
操作してください。

2529252925292529

検索対象ファイルと関連情報ファイルの名称が重複しています。

要因
同一テキストデータベース内で検索対象ファイルと関連情報ファイルの名称が重複
しています。

対処
ファイル名が重複しないように指定を見直して，再実行してください。

2530253025302530

XXの実行がキャンセルされました。

要因
実行中の処理がキャンセルされました。
XX：実行中の処理（文書登録，文書登録前処理，コンデンス，またはインクリメン
タル）
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2531253125312531

関連情報ファイルの作成できる最大を超えているため，関連情報ファイル（XX）の追加ができ
ません。

要因
関連情報ファイルを作成しようとしましたが，関連情報ファイルの追加できる数の
最大値を超えていたため，追加できませんでした。
XX：関連情報ファイル名

2532253225322532

DBユティリティが起動中のためユティリティコマンドは実行できません。

要因
DBユティリティが起動中のため，ユティリティコマンドは実行できませんでした。

対処
DBユティリティが終了してから，ユティリティコマンドを実行してください。また
は，DBユティリティで作業を実行してください。

2533253325332533

文書 ID指定の文書登録前処理が行われているため，実行できません。

要因
サーチコマンドMDATAMAKEを実行しようとしましたが，文書 ID指定の文書登
録前処理中のため，実行できませんでした。

対処
文書登録前処理済みの文書の登録または削除を実行してから，再実行してください。

2534253425342534

文書登録前処理でエラーが発生しました。（XX）

要因
サーチコマンドMDATAMAKE処理中の文書登録前処理でエラーが発生しました。
XX：エラー内容

対処
エラー内容を参照してエラーとなった項目を修正し，再実行してください。

2540254025402540

テキスト DB(XX)の関連情報ファイル (YY)には既に範囲指定検索ファイルが作成されています。

要因
指定された関連情報ファイルにはすでに範囲指定検索ファイルが作成されています。
XX：テキストデータベース名
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YY：関連情報ファイル名

対処
テキストデータベース名または関連情報ファイル名を見直して，再実行してくださ
い。

2541254125412541

テキスト DB(XX)の関連情報ファイル (YY)には範囲指定検索ファイルが作成されていません。

要因
指定された関連情報ファイルには範囲指定検索ファイルが作成されていません。
XX：テキストデータベース名
YY：関連情報ファイル名

対処
テキストデータベース名または関連情報ファイル名を見直して，再実行してくださ
い。

2542254225422542

テキスト DB(XX)の状態が異常です。(YY)

要因
テキストデータベースの状態が異常です。
XX：テキストデータベース名
YY：異常な DBディレクトリパス名

対処
テキストデータベース作成時に指定した DBディレクトリパスを再確認してくださ
い。DBディレクトリが存在しない場合はテキストデータベースを削除してから，再
度作成してください。

2544254425442544

登録文書の最上位構造名が登録済みの最上位構造名と異なります。

要因
登録文書の最上位構造名が登録済みの最上位構造名と異なるため，登録できません。
XX：登録文書情報

対処
登録文書の内容，または登録先のテキストデータベース名を確認して，再度登録し
てください。

9000900090009000
MEMORY SHORTAGE(XX,YY)

要因
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処理に必要なメモリをシステムが取得できませんでした。
XX：メモリを要求したソースファイル名
YY：エラーが発生した行

対処
サーバーのメモリの状態を確認してください。

9001900190019001
Invalid Setup Parameter File:XX  Line:YY

要因
サーバー設定ファイルの記述に誤りがありました。誤りのあった項目は無効になり
ます。
XX：サーバー設定ファイルのファイル名
YY：誤りのあった行番号

対処
サーバー設定ファイルの項目名と属性を見直して修正してから，サーバーを再起動
してください。

9002900290029002
No Define Service Name

要因
servicesファイルにサービス名が登録されていません。

対処
servicesファイルにサービス名を登録して，再実行してください。

9003900390039003
Invalid Setup Parameter File:XX  Item:YY

要因
サーバー設定ファイルの記述に誤りがありました。誤りのあった項目は無効になり
ます。
XX：サーバー設定ファイルのファイル名
YY：誤りのあった項目名

対処
サーバー設定ファイルの項目名と属性を見直して修正後，サーバーを再起動してく
ださい。

9900990099009900
FILE IO ERROR(VV,WW,XX,YY,ZZ)

要因
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ファイルのアクセス時にエラーを検出しました。
VV：ファイル名
WW：オペレーション
XX：詳細情報
YY：オペレーションを発行したソースファイル
ZZ：オペレーションを発行した行

対処
保守員に連絡してください。

9901990199019901
SYSTEM FILE IO ERROR(VV,WW,XX,YY,ZZ)

要因
システムファイルのアクセス時にエラーを検出しました。
VV：ファイル名
WW：オペレーション
XX：詳細情報
YY：オペレーションを発行したソースファイル
ZZ：オペレーションを発行した行

対処
保守員に連絡してください。

9902990299029902
SYSTEM ERROR(XX,YY,ZZ)

要因
サーバー内部で自己矛盾を検出しました。
XX：詳細情報
YY：エラーの発生したファイル
ZZ：エラーの発生した行

対処
保守員に連絡してください。
詳細情報の内容が "Invalid P/L status."の場合，ユティリティコマンド TS2DBadj
を実行してください。

9903990399039903

テキスト DB(XX)更新中の異常終了を検出しました。

要因
テキストデータベースに異常が発生しています。
XX：テキストデータベース名
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対処
テキストデータベースのコンデンスを実行してください。
199



付録 G　用語解説
付録 G　用語解説

（英字）

DTD
SGMLで文書を作成するときの，文書構造の定義です。

TSサーバー
Bibliotheca2 TextSearch Server Version 2のことです。

ESIS-B（全文検索用データ）
用語解説「全文検索用データ」を参照してください。

（ア）

アクション単位ソケット
通信ソケットの使用方法の一つです。セション確立，セション切断，サーチコマンド実行のアク
ション単位ごとにソケットの生成とクローズをくり返します。

重み付け
検索条件を複数指定するときに，各検索条件に対して指定する重要度のことです。

（カ）

簡易 XML文書解析機能
データベース種別が XMLの場合，XML文書登録時に使用できる機能です。簡易 XML文書解析機
能は，関数，およびコマンドを指定して使用します。この機能を使用すると，外部の XMLパーサを
使用しないで TSサーバーに文書を登録できます。

概念検索
検索条件として指定した文章（種文章）をキーに，似た内容（概念）を持つ文書を検索する検索方
法です。

関連情報ファイル
文書の関連情報（見出し情報や図データなど）を管理するファイルです。

近傍条件検索
単語と単語の間の文字数を条件として指定する検索方法です。

検索結果集合
検索条件に合致した文書の集合です。
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検索条件
テキストデータベース内の文書を検索するための条件です。

検索条件式
検索条件の単位になる式です。サーチコマンドMFINDに指定します。

検索セション
サーチサーチコマンドMSTARTを実行してからサーチコマンドMENDを実行するまでの，検索で
きる状態のことです。

検索ターム
検索条件に指定するキーワードです。

検索対象ファイル
テキストデータベースに登録されている文書とその関連情報を管理するファイルです。文書を検索
するときは，このファイル名を指定して，検索対象のテキストデータベースを区別します。

検索用特徴ターム
種文章から抽出した特徴タームの中で，その種文章の概念を表すために採用されたタームのことで
す。種文章の特徴をより明確に示している特徴タームから順に，検索用特徴タームとして採用され
ます。

構造なし文書用テキストデータベース
構造のないプレーンなテキストデータを管理するためのテキストデータベースです。

構造文書用テキストデータベース
SGMLで作成された，構造を持つ文書を管理するためのテキストデータベースです。

（サ）

サーチコマンド
TSサーバーに検索の指示を与えるコマンドです。関数に組み込んで使用します。

サーバー設定ファイル
TSサーバーの動作環境をカスタマイズするためのファイルです。

除外文字検索
検索タームの一部に特定の文字がある場合を除外して，該当する文書を検索することです。

全文検索用データ（ESIS-B）
XML文書の内容を解析して，XML文書の構造情報とコンテンツを抽出したデータです。

スコア
検索条件に対して，どの程度の適応度があるかを示した得点です。

セション単位ソケット
通信ソケットの使用方法の一つです。セション確立でソケットを生成し，セション切断までソケッ
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トをクローズしません。

（タ）

種文章
概念検索の検索条件に指定する文章のことです。

テキストデータベース
TSサーバーで管理するデータベースです。文書はテキスト形式で格納されます。

テキストデータベースのオープン
テキストデータベースを検索できる状態にすることです。

テキストデータベースのクローズ
テキストデータベースを検索できる状態から解放することです。

同義語・異表記展開
検索タームの同義語を同義語辞書から呼び出すことです。異表記は，システムで決められた規則に
従って呼び出されます。

同義語辞書
同義語の展開方法を定義したファイルです。

特徴ターム
概念検索用に種文章から抽出される，種文章を特徴づける単語のことです。

（ハ）

ハイアラーキモード
直前に作成された検索結果の集合を検索の対象にするモードです。

文書
テキストデータベースに登録するテキスト形式のファイルです。

文書 ID
文書ごとに付けられる固有の番号です。

ベース
検索の対象になる文書の集合です。

（マ）

メモリ常駐化定義ファイル
メモリ常駐化機能を使用する場合に指定するファイルです。TS2DBopenコマンド，または
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TS2DBopenmodeコマンドで指定できます。

（ヤ）

ユニバースモード
検索の対象になる文書の集合を固定して検索するモードです。

（ラ）

ランキング
検索結果集合内の文書を，スコアを基に高得点順にソートすることです。

（ワ）

ワイルドカード
文字の代わりに指定する記号です。検索する単語の一部しかわからないとき，わかっている部分に
ワイルドカードを付けて指定します。
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ソフトウェアマニュアルのサービス ご案内 

１．マニュアル情報ホームページ 
ソフトウェアマニュアルの情報をインターネットで公開しています。 

URL  http://www.hitachi.co.jp/soft/manual/ 

ホームページのメニューは次のとおりです。 

■マニュアル一覧 日立コンピュータ製品マニュアルを製品カテゴリ，マニュアル名称，資料番号の

いずれかから検索できます。 

■CD-ROMマニュアル 日立ソフトウェアマニュアルと製品群別CD-ROMマニュアルの仕様について記載

しています。 

■マニュアルのご購入 マニュアルご購入時のお申し込み方法を記載しています。 

■オンラインマニュアル 一部製品のマニュアルをインターネットで公開しています。 

■サポートサービス ソフトウェアサポートサービスお客様向けページでのマニュアル公開サービス

を記載しています。 

■ご意見・お問い合わせ マニュアルに関するご意見，ご要望をお寄せください。 

２．インターネットでのマニュアル公開 
2 種類のマニュアル公開サービスを実施しています。 

(1) マニュアル情報ホームページ「オンラインマニュアル」での公開 

製品をよりご理解いただくためのご参考として，一部製品のマニュアルを公開しています。 

(2) ソフトウェアサポートサービスお客様向けページでのマニュアル公開 

ソフトウェアサポートサービスご契約のお客様向けにマニュアルを公開しています。公開しているマニ 

ュアルの一覧，本サービスの対象となる契約の種別などはマニュアル情報ホームページの「サポートサ 

ービス」をご参照ください。 

３．マニュアルのご注文 

①  マニュアル情報ホームページの「マニュアルのご購入」にアクセスし，お申し込み方法をご確認の

うえ WEB からご注文ください。ご注文先は日立インターメディックス(株)となります。 

②  ご注文いただいたマニュアルについて請求書をお送りします。 

③  請求書の金額を指定銀行へ振り込んでください。 

④  入金確認後 7日以内にお届けします。在庫切れの場合は，納期を別途ご案内いたします。 

お客様

B A N K

請求書

マニュアル

日立インターメディックス(株)

② 請求書をご送付

③ 銀行振込でご入金

④ マニュアルをお届け

  ①ご注文はWEBで

WEB


